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本 書 は 『 わ くわ く 文 法 リ スニ ング 9 9』 の ワー クシ ー ト と テー プ を 使っ て 指導 する 先生 
方 が 、 指 導 の 参考 に な る よう 、 制 作者 の 立場 か ら 気 が つい た こと を まとめ た も の で す 。 
この 教材 は 文法 項目 を 正確 に 聞き と る 練習 が 中 心 に な っ て いる 教材 で 、 1 文 1 文 を 正確 
に 理解 する こと を 目的 と し て いま す 。 文法 の ポイ ント を 耳 で 学習 し 、 聞 き な れ る こと を ね 
ら っ て いま す 。 あ る まとまっ た 内 容 の も の を 聞い て 、 全 体 の 要 冒 を と ら え る と いう 練習 で 
は な く 、 短 い 文 や 対話 を 1 つ 1 つつ 正確 に 聞き と る 練習 で す 。 取 り 上 げた 文法 項目 は 、 初 級 
か ら 中 級 の 入口 と いっ た レベ ル の も の で す 。 文法 の 提出 順序 や 語 革 は 『Situational Func- 
tional Japanese」(VOL.1-3) に 準拠 し て いま す 。 話し 方 の 速度 は 最初 の 方 の 課 で は 少し ゆっ 
くり で す が 、 全 体 に 自然 な 速度 の も の を 録音 し て あり ます 。 し た が っ て 、 音 が くず れ て 聞 
き と り に くい 場合 も あり ます が 、 何 度 も 聞か せ て 、 こ の 速 さ に 慣れ さき せる こと が 大 切 だ と 
思い ます 。 絵 を 多く 使う こと に よっ て 、 わ か りや すく 楽し く て な る よう 、 ま た 、 教 室 練習 の 
場合 に は ワー クシ ー ト を 切り 取っ て 教師 が 集め られ る よう 、 工 夫 し て あり ます 。 


自然 な 速 さ で 流れ て くる 日 本 語 を 、 そ の 速度 で 理解 し て いか な けれ ば な ら な い の が 現実 
の 聞き と り で す 。 聞 き と り 練習 に は 次 の 2 つの タイ プ の 練習 方 法 が 必要 だ と 考え ます 。 


① 内 容 を 大 ま か に 把握 する 練習 
② 細 部 に 注意 を 向け た 精密 な 練習 


わか ら な い 部 分 が 多少 あっ て も 、 そ こ で 止ま ら ず に 、 キ ー ワ ー ド を 聞き 逃さ ない よう に 
し て 全体 の 意味 を 把握 する 練習 が 必要 で ある と 、 一 般 に 言わ れ て いま す 。 秘 達 の 受け 持つ 
聴 解 授業 で も この よう な 練習 を 行っ て いま す 。 こ れ は ① の タイ プ の 練習 で す 。 

し か し 、 語 切 を 手がかり に 、 文 の 意味 を つか むこ と に 必死 で 、 文 法 に 注意 を 払わ な いよ 
う な 学習 者 は 、 大 きい 誤解 を し て し まう こと も よく あり ます 。 文 の 構造 を 正確 に 把握 し て 
いな けれ ば 、 正 し いり 理解 に 至る こと は で きま せん 。 


そこ で 、② の タイ プ で 、 文 法 項目 の 聞き と り を 強化 し 、 学 習 者 の より 正 確 に 聞き と る 能 
力 を 育て た いと 、 こ の 教材 を 作り まし た 。 


2 . 文法 を 知る つ 文 法 リ スニ ング つ 文 法 が わか る つよ く 聞 ける よう に な る 


文法 項目 を 学習 し た あと に 、 こ の 聞き と り 教 材 を 使っ て くだ さい 。 練 習 問題 の 1 つ 1 つ 
の 文 の 意味 を 考え て 解答 を し て いく うち に 、 そ の 文法 項目 の 意味 が 見 えて きま す 。 その 結 
未 、 よ く 聞 ける よう に な っ て いき ます 。 よ く 〈 く 聞け る よう に な る と 、 き さらに 文法 が よく わか 
っ て きま す 。 こ の よう な サイ クル で 、 何 度 も 練習 する こと を 勧 め ま す 。 

制作 者 は それ ぞ れ の 練習 問題 を 実際 に 行っ て みて 、 そ の 練習 が 、 目 的 に か な っ た 効果 を 
引き 出す 聞き と り 行 動 を 要求 し て いる か どう か 、 全 て の 問題 に つい て 吟味 し まし た 。 つ ま 
り 、 解 答 す る た め に 集中 し て 聞き と ら な けれ ば な ら な い 学 習 目的 部 分 が 、 文 全体 の 意味 を 
左右 する 聞き 分 け の ポイ ント と な る よう な 問題 作り を 心がけ た つも り で す 。 ま た 、 学 習 者 
に 使っ て も らい その 意見 も 反映 する よう に し まし た 。 


3 . 日 本 語学 習 を 始め た ば か り の 人 に も 、 か な り 続け て いる 人 に も 


この 教材 は 日 本 語 の 勉強 を 始め た ば か り の 人 に も 、200 一 300 時 間 勉 強し た 人 に も 適し て 
いま す 。 それぞれ 以下 の よう な 使い 方 が で きま す 。 


① 日 本 語 の 勉強 を 始め た ば か り の 人 の 場合 

学習 し た 文法 項目 の 聞き と り 練 習 を 選ん で し ます 。 教 師 は 、 使 用 きれ て いる 文法 項目 
が 既 百 か どう か 、 未 習 語 委 は な いか どう か を 、 こ の 指導 書 の 目次 、 及 び 教 科 書 対応 表 ( 該 
当 す る 教科 書 を 使用 の 場合 )、 ス クリ プ ト な ど で チ ェ ッ ク し て くだ さい 。 解答 作業 に あま 
り IRD ZV A ase lS HL CR ETDS, £9 で な い 未 習 の 語 某 が ある 場合 は 、 
あら か じ め 教 えて くだ さい 。 

学習 者 は 文法 説明 や ドリ ル で 理解 し て いた 文法 項目 に 、 単 に 聞き な れる だ け で は な く 、 
この 練習 問題 に 集中 する こと で 、 そ の 文法 的 意味 を より 深く 理解 で きる よう に な る で し 
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②200 一 300 時 間 勉 強し た 人 
初級 文法 の 絵 復 習 に な り ま す 。 初 め の 方 の 課 は 話し 方 の 速度 も ゆっ くり で すか ら 、 や 


さ し す ぎ る か も し れ ま せん 。 知識 は ある が 聞き と り は 苦手 と いう 人 に 最適 で す 。 後半 は 
か な り 速 く な り ま す 。 自然 な 速度 の 日 本 語 を 聞く と 同時 に 、 意 味 を と ら え 、 問 題 に 答え 
て いく うち に 、 文 法 項目 の 確認 も で き 、 速 い 話し 方 の 聞き と り に も 慣れ て きま す 。 学習 
者 は 教室 以外 で の 日 本 語 の 聞き と り に も 自信 が も て る よう に な る で し ょ う 。 中 級 レ ベル 
の 学生 の 復習 テキ スト と し て 使え ます 。 


クラ ス 活 動 と し て 一 斉 に 利用 し て も いい し 、L 工 教室 や 自宅 で の 個人 学習 で 利用 する の 


も いい で し ょ う 。 

時 間 割 の 中 で 、 ど の よう に 扱っ た らい いか は 、 対 象 の 学生 に よっ て も 、 コ ー ス に よっ て 
も 違っ て くる と 思い ます 。 1 課 分 を すま せる の に 、 通 常 の クラ ス 活 動 の 5 10 分 を これ に 
あて る と いう 方 法 も いい で すし 、 ま た 、 こ れ を 利用 し て 文法 を 確認 し た り 、 発 話 練習 を し 
た り し て 、 じ っ くり 時 間 を か け て も 有意 義 で す 。 聞 いて いる うち に 、 自 然 な 速 さ に も 慣れ 
ます か ら 、 継 続 し て いく こと が 大 切 で す 。 

練習 に あたっ て 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 


① 何 を 聞き と る こと が 目的 な の か 、 よ く 理 解 し て か ら 練 習 を 始め ます 。 


いろいろ な 解答 形式 が あり ます か ら 、 ま ず 解 答 用 紙 を よく 見 て や り 方 が わか っ て か ら 、 
テー プ ブ を 聞き は じ め ま す 。 予測 問題 な ど は 、 先 に 解答 の 文 を 読ん で か ら 始め ます 。 また 、 
繧 は 状況 理解 の 一 助 と な る も の で は あり ます が 、 文 化 背景 の 違い か ら 、 制 作者 の 意図 ど 
お り に 学習 者 が 受け 取ら な い 場 合 も お こり 得 ます 。 学 習 者 の 反応 を 見 な が ら 、 絵 の 意味 
に つい て も 確認 し て くだ さい 。 


③ 例 で 、 練 習 方 法 を 確認 し て か ら 始 め て くだ さい 。 


④ 録 音 テ ー プ は 解答 を 書き 込む 時 間 を 十分 に 取っ て いな い の で 、 解 答 す る と き は テー プ 
を 止め る と いい で し ょ J, 


⑤ 間 題 の 途中 に 入っ て いる ビー ッ と いう 信号 音 (ビー プ 音 ) は 、 そ こ で テー プ を 止め て 
解答 する 合図 で す 。 (スクリプト 上 で は ヤ が ビー プ 音 を 示し ます 。) 


⑥ 1 つの 文 、 ま た は 、 1 つの 対話 を 聞い た だ け で 、 状 況 を 把握 する の は 、 難 し いも の で 
T, KAORE 1 つ で も ある と 、 理 解 で き な く な り ま す 。 し た が っ て 、 使 用 語 切 は 初 
級 レ ベル で よく 使用 きれ て いる も の に 限り 、 状 況 が わか りや すい よう に 配慮 し まし た 。 
それ で も 、 学 習 者 に よっ て は 理解 し に くい 問題 が ある か も し れ ま せん 。 そ の よう を な 場合 
は 、 教 師 が 状況 理解 を 手伝っ て くだ さい 。 こ の 教材 で 使わ れ て いる 場面 は 日 本 で す 。 Ж 
た 、 大 学 で の 会 話 も 多い で す 。 例 えば 、「 国 に 帰る |] と いう の は 、「 日 本 か ら 自分 の 国 に 
帰る 」 と いう 意味 で す 。 語 臣 (研究 室 、 コ ン パ な ど ) や 場面 な ど は 必要 に 応じ て 解説 を 
LEI ESV: 


『「 指 導 の 手引 』 に は 以下 の も の が 含ま れ て いま す 。 


①「 指 導 の 手引 」 
各課 に つい て こく 学習 目的 > と く 指 導 の 留意 点 > ッ が 書い て あり ます 。 練習 す る 文法 項目 、 
mE (必要 に 応じ て )、 指 導 の ポイ ント が わか り ま す 。 


O TAZI E] 

テー プス クリ プ ト に は 、 学 習 者 に も 利用 で きる よう に ふり が な が つけ て あり ます 。 教 師 
は 指導 の 前 に 、 語 臣 や 文法 を 確認 する た め に 利用 し て くだ さい 。 ま た 、 テ ー プ の 話し 方 の 
速度 が 学習 者 に と っ て 速 す ぎる 場合 は 、 ス クリ プ ト を 読み 上 げ て 練習 する と いい で し ょ う 。 


© | 解答 」 
解答 は 、 こ の 本 の ほか に テー ブ プ パ パッケージ の 中 に も 入っ て いま す 。 


© 「 他 教科 書 と の 対応 表 」 
使用 者 が 多い と 言わ れ て いる 教科 書 と の 対応 表 を つけ まし た 。 利 用 で きる 方 は 利用 し て 
(HSV, 


1 中 山 さ ん は が くせ いで す 


@ 「~ は ~ で す 」 @ 
学習 目的 
| ご は ー で す 」 に 聞き な れる 。 


学習 者 は 。 а, Б, с, の 中 か ら 正 し いも の を 歳 ま だ け で す が 、 [~~ tT lee 7 Re 
聞き な れる と 同時 に 、|「A は B で す | 3 [ASB] で ある こと を 、 目 で も 確認 させ ます 。 
練習 は 3 つの 部 分 に 分 か れ て いて 、 以 下 の よ うな 文 を 聞き ます 。 
І. |「 〇 〇 さん は A で す J]」 
П. | つつ 〇 きん は A の B で す 」 練習 1. 一 3. で は B の 部 分 を 選び 、 練 習 4. 5. で は A 


の 部 分 を 選び ます 。 
Ш. | つつ 〇 きん の A は B で す 」 練習 1. 一 3. で は A の 部 分 を 選び 、 練 習 4. 5. で は B 
の 部 分 を 選び ます 。 


| と れ / そ れ 〆/ あ れ は ーー で す | は 取り 上 げす ず す 。 1 の きん (の ー) BH] と ぬう 文 の み に 
し て あり ます 。 語 革 も 、 以 下 の 名 詞 の み で す 。 


学生 、 留 学生 、 先 生 、 友 達 、 大 学 、 国 (日 本 、 イ ギリ ス )、 
専門 (経済 、 化 学 、 教 育 ) 


[ia] To] の 位置 は 混乱 する 場合 が ある の で 、「 一 は ーー です 」 と いう 構造 を 理解 させ る 
こと が 大 切 で す 。 な お 、 学 習 者 は 解答 する 際 に ひら が な を 読ま な けれ ば な ら な い の で 、 練 
習 の 前 に 読ん で 選択 肢 を 確認 し て お く と いい で し ょ う 。 ま た 、 習 得 の 早い 学習 者 に は 、 答 
え 合 わせ を する 際 に 文 を 再生 きせ る と いい で し ょ う 。 (スク リプ ト - 61 ペー ジ ) 


2 中 山 さ ん は せん せい じゃ あり ませ ん Nu 
「~ で す 」 「 一 じゃ あり ませ ん 」 § 


学習 目的 
「 一 は ー で す 」「 一 は ー じ ゃ あり ませ ん 」 に 聞き な れる 。 
留意 点 


[ABTT] は 「A=B」]、「A は B じ ゃ あり ませ ん 」 は 「A ま B| で ある こと を 、 聞 


き な が ら 目 で も 確認 させ ます 。 
「 〇 〇 きん 先生 は ー で す 」 と いう 文 を 聞き ます 。 語 侍 は 、 以 下 の 名 詞 で す 。 


| 学生 、 留 学生 、 先 生 、 友 達 、 日 本 人 、 大 学 、 日 本 、 イ ギリ ス 、 経 済 | 


習得 の 早い 学習 者 に は 、 答 え 合わ せ を する 際 に 文 を 再生 きせ る と いい で し ょ DI. 
さら に 、 ク ラス の メン バー の 名 前 を 使っ て 文 作 り を する の も いい 練習 で す 。 


(スク リプ ト っ 61 ページ) 


3 サリ ー さ ん の 国 も イギリス で す 


学習 目的 

ПЗ [bl [Ol の 使い 方 の 違い が わか る 。 
留意 点 

テー プ を 聞き な が ら ( ) OPE allal | の | を 入れ る 練習 で す 。 

[~la~ CT] [~O~] ГЪ を 学習 し た ば か り の と き 、 例 えば 、「 ジ ョ ン さ ん の 国 は イ 
ギリ り ス で す 。| を | ジョ ン さ ん は 国 の イギリス で す 。| の よう に 、| の | [el] | も] の 位置 を 
まち が える こと が あり ます 。 練 習 を し な が ら 、 助 詞 に 注意 する こと が 構文 を 捉え る こと に 
な る こと を 気づか せる よう に し て くだ さい 。「 の 」]「 も 」 は 母音 が どちら も [о] な の で 混乱 
する 人 が いま す 。 語 革 は 、 以 下 の 名 詞 で す 。 


学生 、 留 学生 、 先 生 、 友 達 、 大 学 、 国 、 み ナグ 、 イ ギリ ス 、 専 門 、 教 育 


(スク リプ ト っ 62 ペー ジ ) 


学習 目的 

数 字 (1 の 位 か ら 万 の 位 ま で ) が 聞き と れる 。 
留意 点 

数 字 の 聞き と り は 文法 項目 の 聞き と り 練 習 で は な い の で す が 、 初 級 の 学習 者 に は 難し い 
の で 取り 上 げ ま し た 。 ま た 、 日 本 語 の 音 に な れる の に も いい 練習 で す 。 

練習 の 際 、 次 の こと に 気 を つけ て くだ さい 。 


1 指導 の 手引 

① 位 取り 学習 者 は 数 字 の 位 取 り に 失敗 し が ちな の で 、 解 答 用 紙 で は 、 混 乱 し や 
すい 数 字 を グル ー プ に まとめ て 、 位 取り の 聞き と り の コツ が 次 第 に つ 
か め る よう に し て ある 。 

② 発 音 300 (さん びゃく )、600 ( ろ っ ぴゃ く )、800 (は っ ぴゃ く )、3,000 (š 
ん ぜん ) な ど 百 、 千 、 の 音 、4 (よん )、600 ( ろ っ ぴゃ く )、800 (は っ 
びゃく 〈)、8,000 (は っ せん ) の 下線 の 音 に 注意 させ る 。 

③ い ち ま ん 10, 100, 1,000 ld [rb] を 言わ な い が 、10,000 は 「 い ち ま ん 」 と 


=з, (スク リプ トッ 63 ペー ジ ) 
う 100 円 で す 

Ө ね だ ん @ 
学習 目的 
店 で の や り と り の 中 で の 値段 が 聞き と れる 。 


「 い くら か 」 と いう 質問 に 対す る 「 〇 〇 円 だ ] と いう 答え の 言い 方 で は 、 店 で よく 使わ 
れる 自然 な 表現 が その まま 使っ て あり ます 。 そ の た め に 「4,560 円 で ご ざい ます 」、 の よう 
な まだ 勉強 し て いな い 表 現 も ある か も し れ ま せん 。 し か し 、 数 字 を 正しく 聞き と る の が こ 
の 課 の 目的 な の で 、 値 段 を 書き こむ こと に 集中 させ ます 。 値 段 に 集中 し な が ら も 、「 一 で す 」、 
| 一 た な り ま す 」、 | 一 で ご ざい ます ]、 と ゅ う 言い方 に も 次 第 に 開き な れる で し ょ う 。 ま た 、 
| ええ と 」「 あ の う 」 な ども この 課 で 初出 で す 。 
説明 を 求め られ た 場合 や 、 余 裕 の ある 場合 は 次 の よう な 説明 を し て も いい で し ょ Jo 
①「 い くら 」 は 丁寧 な 言い 方 で は な く 、「 い くら で すか 」「 お いく ら 」「 い くら で し ょ 
うか 」 の 方 が ] ECHA 
②「 〇 〇 円 で ご ざい ます 」 は 、 店 の 人 の 言い 方 。 合 計 し て 全部 の 値段 を 言う と き は 、 
「 全 部 で O 〇 〇 円 に な り ま す 」 と いう 表現 を よく 使う 。 (スク リプ ト - 63 ペー ジ ) 


の だ れ と いき ます か 


@ ENJ 「 ど こ 」 「 な に 」 「 い くら 」 「 な ん まい 」 @ 
学習 目的 
「 だ れ と 」「 ど こ で ] の よう な ぐ 医 問 詞 十 助詞 > を 聞い て 意味 が わか る 。 


留意 点 

学習 の 初期 の 段階 で は 、 疑 問 詞 は 難し い 項 目 の 1 つ で す 。 こ こ で は 、 1 人 の 人 が 述べ た 
と 必 條 対し て で 。 き る サ 一 方 の 人 が ena] EST] | を に を 11 な ん の 一 」 1 ム の く 5 ら の っ 1 
の よう な 質問 を し て いま す 。 学習 者 は 疑問 詞 と 助詞 に 集中 し て 聞い て 、 す ぐ 答 えら れる よ 
うに し ます 。 練習 の 前 に 解答 用 紙 の 選択 肢 を 読ん で 確認 し て か ら 始 め る と いい で し ょ う 。 
| だ れ と 」 | な ん の 本 | の よう な くだ けた 会 話 の 中 で は 、 省 略 さ れ た 形 で 疑問 文 に な る こ 
と を 説明 する と いい で し ょ う 。 

ここ で 使う 動詞 は 以下 の 4 つ で す 。 


| 行く 、 買 う 、 見 る 、 勉 強 する | 


(AZ VT ES 65 ペー ジ ) 


[~&9 ] Г~-&6/ | [> まし だ 』 「 一 ませ ん で し ただ. 


学習 目的 
「 一 ます 、 ま せん 、 ま し た 、 ま せん で し た ] の 形 で 話さ れ て いる 10 の 動詞 を 聞い て わか 


る 
留意 点 


4 


ここ で 扱う 動詞 は 以下 の も の で す 。 


| 見 る 、 聞 く 、 行 く 、 来 る 、 帰 る 、 読 む 、 書 く 、 買 う 、 出 す 、 勉 強 する | 


学習 者 は 絵 を 選ぶ こと に 集中 し ます が 、 や りな が ら 何 度 も マス 形 の 4 つの 形 を 聞き ます 。 
習得 の 早い 学習 者 に は ゆ と ② に 同時 に 注意 を 払わ せま す 。 


① 過 去 か 、 非 過去 か (FOI, HS LR, HA) の 語 葉 を 確認 きせ る )。 


Qeem, Gem (| は い 、 え え 、 い ゆい いえ |」 が も ント に さる )。 


「 テ レビ を 見 ます |、| 新 聞 を 読み ます 」 の よう に する と 、「 テ レビ 」 や | 新聞 」 が 助け に な っ 
て 絵 を 選ぶ こと に な る の で 、 こ こ で は 動詞 に 集中 させ る よう に 補語 は 省略 し た 形 に な っ て 
weer. 
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1 指導 の 手引 


練習 の 前 に 絵 を 確認 し て か ら 始 め る と に いい でしょ う 。 日 本 語 の 会 話 で は 、 質 問 に 答え る 
と き 相 手 が 言っ た 動詞 を この 練習 問題 の よう に 繰り 返す と いう こと も 指摘 し ます 。 例 えば 
「 行 きま し た か 」 の 答え と し て 「 は い 、 そ う で す 」 と いう の は 不適 当 で あり 、 こ れ は 名 詞 
た の 導き 令 更け 使 克 る こと を 注意 し て あく と WW で し ょ うう 。 (スク リプ ト っ 66 ペー ジ ) 


© 助数詞 ~D] M~] mE] T O 
学習 目的 

助数詞 を 聞い て その 表す も の と 個数 が わか る 。 
留意 点 

こ で 取り 上 げた の は 4 つの 助数詞 だ け で す が 、 そ れ が 何 を 数 える も の か 、 ま た その 個 
数 が わか る よう に な る 練習 で す 。 

「 何 名 」 に 対し て 「 一 人 | と 答え る 場合 (練習 1.) や |「7 人 (な な に ん )」 を 「7 人 (し 
ち に ん )」 と 確認 し た り (練習 6.)、「 4 つ ] な の か 「 8 o] な の か 聞き 返す 場面 (練習 7.) 
も あり ます 。 ま ち が え や すい も の な の で 注意 を 促す と よい で し ょ I. 

「 すみ ませ ん 」 の TA] の 音 は 「 い 」 と 発音 きれ る こと が 多く 、 こ こ で も その よう に 発 
音 き さき れ て いま すか ら 、 ス クリ プ ト も 「 す いま せん 」 と 書い て あり ます 。 

(スク リプ ト - 68 ペー ジ ) 


О と も だ ち に と けい を あげ まし た 


© 授受 動詞 (1) 「 あ げ る 」「 も ら う 」「 お ガ す 」 「 か がり る 」 BE Ө 

学習 目的 

誰か ら 誰 に 物 (E) が 移動 する (し た ) か と いう 授受 動詞 の 基本 的 な 方 向 を 捉え る こと 
が で きる 。 
留意 点 

この 練習 で は 最後 の 動詞 まで 聞か な いと 矢印 が 入れ られ ませ ん 。 同じ 「 一 に ] で も 、「 あ 
Fol か 「 も ら う 」 か に よっ て 、 物 (E) の 移動 の 方 向 が 異な る こと を 、 よ く 確 認 し て く 
だ さい 。 

「 が 格 」 は すべ て 主題 化し て 「 一 さん は 」 に し て あり 、「 私 は 」 の 場合 は 省略 し て 、 言 っ 
て いま せん 。 ワ ー タ シー ト 條 は (あたし) と 青い て あり ます 。 「 は 1 が な いと き は ば ぞ それ 
が 「 私 は ] で ある こと を 、 は じ め に 確認 し て くだ さい 。 


ここ で 取り 上 げ る 動詞 は 以下 の も の で す 。 [EF] 「 借 り る 」 は 混乱 する 学習 者 が 多い の 
で 注意 し て くだ さい 。 


| あげ る 、 も ら う 、 貸 す 、 借 り る 、 教 える 、 習 う 、( 和 手紙 を ) 書 く 、 出 す | 


ж | くれ る | は 使っ て いま せん 。 (スク リプ ト - 69 ペー ジ ) 


10 田中 さん は きっ て を か いま し た 
助詞 「 を 」「 へ 」「 に 」 「 で 」 填 動詞 


学習 目的 
助詞 | を ] | へ ] e] [T] を 聞い て 、 炊 に 来る 動詞 が 予測 で きる 。 
留意 点 


助詞 の 違い に よっ て 炊 に 来る 動詞 の 種類 が 違う こと に 注意 させ ます 。 助詞 の 聞き と り は 
注意 が 不 十 分 に な り が ち で す が 、 こ れ を 確実 に 聞く こと で 、 先 が 予測 で きる こと に 気 が つ 
〈 で し ょ J. 9 13, 15.0 | 一 は 」 [Ф| で ある こと に 注意 し て 《 だ きい 。 

ここ で 使用 する 語 工 は 以下 の も の で す 。 


名 詞 国 、 う ち 、 鉛 筆 、 新 聞 、 銀 行 、 テ レビ 、 大 学 、 
すし 、 本 屋 、 日 本 語 、 は が き 、 図 書館 、 漢 字 

動詞 行く 、 来 る 、 帰 る 、 勉 強 す る 、 読 む 、 見 る 、 食 べ る 、 
ШЭ. 4s RT. ШУ, B95. БЭ 


テー プ ブ で は 答え を 選ぶ 時 間 が 十分 で は な い の で 、 読 む の が 遅い 学習 者 に は ビー プ 音 で 
テー アア を いっ た ん 止め る と いら で し ょ 3。 (スク リプ ト - 70 ページ) 


/ / で ん わが あり ます 


学習 目的 
[De] を 聞い て 「 い ます 」「 あ り ま す 」 が 選べ る 。 


= 
留 AAA 


「 い ます 」 と [あり ます 」 の 区 別 は 目 本 人 に は 易しい こと で す が 、 学 習 者 に と っ て は 実 


1 指導 の 手引 


際 に 使い 分 ける の は 難し いよ う で す 。 練習 は I. と II. に 分 か れ て いま す 。 І. で は 、 が 格 を 
聞い て 「 い ます |] 「 あ り ま す 」| を 予想 し ます 。 П. も 同様 の 形式 で す が 、「A に BA いま 
す プ あり ます 」 と 「B は A に いま す プ あり ます 」 の 2 種類 の 文 を 使っ て いま す 。 こ ちら 
の 方 が 学習 者 は 難し く 感 し じ も でしょ う 。 ど れ が 「 が 格 ] か (B の と ころ ) を よく 聞い て 選 
な よ うに 指示 し て 《 だき さい 。 IA に | の と こる に は 、 WOH] など | その] уал 
も 入っ て いま す 。 こ の 言い 方 に な れ て いな い 学 習 者 に は 、 こ こ で は 「 が 格 ] を よく 聞く よ 

うに 指示 し て くだ さい 。 
「 い ます あり ます 」 の 選択 問題 を し て いる うち に 、 こ の 構文 に 聞き な れる で し ょ う 。 
(CA みり リプ トゥ Т ペー ダ ) 


12 へ や の 中 に 男の子 が いま す 


Ө 位置 (1) ө 
学習 目的 
「 一 に いま す 」「 一 に あり ます 」 の 文 の 中 に ある 人 や 物 の 位置 が わか る 。 
留意 点 
| の ーー に が あり ます プ い ます 」 の 文 の 中 に ある 位置 の 言い 方 に 注目 きせ ます 。 こ 
こ で 取り 上 げ る 位置 の 言い 方 は 以下 の 通り で す 。 


у っ 0 Wis Б олу ль БЫ Co, Шү ЖШ | 


位置 の 表現 | 一 の 一 」 の 語順 は 、 学 習 者 の 母語 と は か な り 異 な る 場合 が ある の で 、 理 解 
に 時 間 の か か る と ころ で す 。「 一 は = の ~~ に あり ます いま す 」 と いう 文 も 実際 に は 
よく 使い ゅ ます が 、 こ こ で は 位置 の 言い 方 が 目的 な の で 取り 上 げ て いま せん 。 こ こ で 人 征 意 し 
て ほし ゅ の は 、| テレ ビ の 有 / 堪 ] と いう 言い 方 で すず す 。 テ レビ に 向かっ て 右左 で あっ て 、 
テレ ビ か ら 見 て 右左 で は な いこ と を 確認 し て くだ さい 。 (スク リプ ト - 73 ペー ジ ) 


13 で ん わ は か い だ ん の 近く に あり ます 


学習 目的 
位置 の 表現 が わか る 。 


1. と II. の 2 つ に 分 け て 練習 し ます 。 I . は 電話 の 場所 を た ず ね る 会 話 、 II. は 建物 な ど 
の 場所 を た ず ね る 会 話 で す 。II. で は 、 例 の 答え を 見 て 、 ど こ に いる の か 基準 に な る 地点 を 
確認 し て か ら 始 め る 必要 が あり ます 。 答え に は 位置 の 言い 方 「ー の 中 上 」 等 が 含ま れ て 
ゅ る の で 、 そ こ を よく 聞く よう に 指示 し て く 《 く だ さい 。 弄 -2.3、 の 「 デ パー ト の 大 〆 左 ] と い 
う 言い 方 に つい て 、 第 12 課 と 同様 の 注意 を し て くだ さい 。 この 練習 で 使用 し て いる 質問 の 
文 は | 一 は どこ と でしょ うか / ど こ に あり ます か あり ます か あり ませ ん か 」| OC & 
え の 方 は 「( 一 は ) に あり ます 」「- で す 」 を 使っ て 変化 を 持た せま し た 。 未 習 の 語 が 
入っ て いて も 、 答 え の 方 を よく 注意 し て 聞く よう に 指示 し ます 。 前 の 練習 に 続い て ここ で 
も 以下 に あげ る 位置 の 表現 が 聞き と れる こと が ポイ ント です 。 


| = の TR. us, Te te A, В Е SES, 。 と な り | 


し スク リプ トゥ 73 ページ ) 


[4 きく 、 た ぺる 、〈 く る 、 す る 
© 動詞 の 辞書 形 Ө 

学習 目的 

動詞 の 辞書 形 の 音 を 聞い て 意味 が わか る 。 
留意 点 

この 練習 は 、 質 問 一 答え の 形式 で 辞書 形 の 音 を 二 度 聞 か せ 、 そ の 意味 を 表す 絵 を 選ば せ 
ます 。 二 度 聞 く こ と に より 、 ま だ 辞書 形 に な れ て いな い 学 習 者 に は 、 マ ス 形 か ら 辞 書 形 を 
考え る 時 間 を 与え 、 辞 書 形 に な れ て きた 学習 者 に は 、 聞 き な が ら 定 着 さ せる こと を ね ら っ 
て いま す 。 こ こ で は 以下 の 動詞 を 使っ て いま す 。 


79. ЖС. 817 2, Ro., ЖА. Wa ЛА, 
待つ 、 出 す 、 教 える 、 注 文 す る 、 あ げ る 


練習 の 前 に まず 絵 を 見 る 時 間 を 与え 、 ど の よう な 動詞 が 使わ れ て いる か を 考え させ る と 
いい で し ょ う 。 補語 を つけ る と その 助け で 絵 を 選び 、 動 詞 そ の も の に 注意 を 向け な い 傾 向 
が あり ます 。 そ こ で 、 こ の 練習 で は あえ て 補語 を つけ て いま せん 。 (スク リプ ト - 75 ペー ジ ) 


TO 


1 指導 の 手引 


[5 か いて くだ さい 
動詞 の 「 て 」 形 (1 


学習 目的 
動詞 の テ 形 の 音 を 聞き 取り 、 そ の 表記 が わか る 。 


atm 
留意 点 


この 練習 の 中 心 は 、 促 音 、 援 音 、 長 音 の 違い を 聞き 分 け 、 表 記 の 違い も は っ きり わか る 

に あり ます 。 自然 な 発話 で は 、 油 音 と 清音 の 違い や 母音 の 違い も 聞き と り に くい も の 
で す 。 こ の 聞き 分 け は 文法 項目 の 聞き ほとり で は あり ませ ん が 、 学 習 者 の 母語 に よっ て は 
中 ・ 上 級 の レベ ル に な っ て も で き な い こと が ある の で 、 早 い 時 期 か ら 練 習 さ せる と いい で 
し ょ う 。 こ の 練習 で 正解 と な る 動詞 は 以下 の も の で す 。 


9, Aa, ть. HI. MSS, AD. WY, Ж5, 
iy. mth, HO. GT. 17S. BS. Tbs 


また 聞き 分 け に は 音 だ け で は な く 、 ア クセ ント の 違い に 注意 する 必要 が ある こと を 理解 
させ ます 。 同じ 読 み 方 で も 、 ア クセ ント の 違い で 意味 が まっ た く 変 わり ます 。 こ の 練習 で 
は その よう な 例 は あり ませ ん が 、 時 間 の 余裕 が あれ ば 、 例 を あげ て 説明 する と いい で し ょ 
う (例え ば 練習 10. の 「 読 ん を で くだ さい 」 の 「 よ ん で | は 、 7276 hoses & IFAT 
の 意味 に な り ま す )。 (スク リプ トー 75 ペー ジ ) 


lO と うそ で た “て (だ きい 


動詞 の 「 て 」 形 (2 


で は 、 命 令 や 依頼 の 「~ て くだ さい 」 の 表現 に 聞き な れ 、 す ぐに 意味 が わか る よう 
に し ます 。 使 っ て いる 動詞 は 以下 の よう な 基本 的 な も の ば か り で す 。 


ІІ 


| 飲む ゼ 、 買 う 、 乗 る 、 教 える 、 消 す 、 開 ける 、 入 る 、 勉 強 する | 


まず 、 絵 を 一 通り 見 て 、 ど の よう な 動作 を 表す も の か を つか ん で か ら 、 練 習 を 始め る と 
Vala OL Fas (スク リプ ト み 76 ページ) 


17 おぉ 金 が あり ませ ん か ら か いま せん 


© 理由 の 「~ カ か ら 」 O 


学習 目的 
IA か ら B| と いう 、 理 由 を 表す | ~ か ら 」 を 使っ た 文 で 、| A か ら 」 まで を 聞い て B の 
内 容 が 予測 で きる 。 


ar 
留意 点 


IA か ら B| の 1A か ら 」| の 部 分 だ け を 聞い て B を 了 予測 させ ます 。A の 部 分 が 理由 で B 
に 話 者 の 意向 や や 依頼 表現 が 来る こと を つか ませ ます 。 学習 者 の 中 に は 、 母 語 の 影響 か ら В 
が 理由 と 考え る 人 も いま す 。 さ ま ざ ま な 内 容 の 「 一 か ら 」 を 繰り 返し 開く こと に よっ て | か 
ら 」 の 前 に は 理由 が 来る こと を 理解 させ 、「 一 か ら 」 の 後に 続く 表現 を 選ぶ 練習 を 通し て 「A 
POB] の 前 後 の つ な が り を つか ませ ます 。 習得 の 遅い 学習 者 に は テー プ を いっ た ん 止め 
て 選択 肢 を 選ぶ 時 間 を 与え る と いい で し ょ う 。 (スク リプ ト >76 ペー ジ ) 


18 あたら し いで す 


形容 詞 (活用 形 ) を 開い て 、 意 味 が わか る 。 


形容 詞 の さま ざま な 形 ( 青 定 ・ 否 定 、 過 去 ・ 非 過去 を 、 あ ら た まっ た 言い 方 ・ く だ けた 
言い 方 で ) を 聞い て 、 す ぐに 意味 と 結び つけ られ る よう に し ます 。 こ こ で は 単語 の み を 聞 
きま す 。 

練習 は 2 つの 部 分 に 分 か れ て いて 、 І. で は 「 新 し いで す 」 の よう な 青 定 、 非 過去 の あら 
た まっ た 言い ゅ 方 の み を 聞き ます 。 П, で は | 新しく を か っ た を な どく だ けた 言い 方 も 含め て 、 
青 定 ・ 否 定 、 過 去 ・ 非 過去 の さま ざま な 形 を 聞き ます 。 

使っ て いる 形容 詞 は 以下 の も の で す 。 
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1 指導 の 手引 


高い 、 安 に 、 新 し に 、 古 い 、 お も し ろ に い 、 お いし い 、 難し いらい 、 
科 単 だ 、 重 い 、 軽 いう る さい 、 静 か な 、 長 い 、 短 い 、 き れい だ 、 
大 きい 、 小 さい 、 い い 、 有 名 だ 、 便 利 だ 


(な お 、 否 定形 を 示す た め に 、 つ ま ら な い 、 ま ずい 、 き た な い 、 悪 い 、 の 絵 も あり ます 。) 
絵 は 抽象 的 に し て ある の で 、 練 習 に 入る 前 に 絵 を 見 て 形容 詞 の 確認 を する と いい で し ょ 
5. (スク リプ ト - 77 ペー ジ ) 


/ 日 本 語 は むず か し く な いで すね 


形容 詞 文 を 聞い て 、 そ の 意味 が わか る 


形容 詞 を 文 の 中 で 聞い て 、 す ぐに 意味 と 結び つけ られ る よう に し ます 。 BRM -| 
告 定 、 過 去 ・ 非 過去 、 あ ら た まっ た 言い 方 ・ く だ けた 言い 方 に な っ て いま す 。 
使っ て いる 形容 詞 は 、 以 下 の も の で す 。 


me, ZY, Bl, Be. BELAY. Во. HLY, 
簡単 だ 、 重 い 、 軽 いう る さい 、 静 か な 、 長 い 、 短 い 、 き れい だ 、 
大 きい 、 小 さい 、 い い 、 有 名 だ 、 便 利 だ 


(な お 、 否 定形 を 示す た め に 、 つ ま ら な い 、 ま ずい 、 き た な い 、 悪 い 、 の 絵 も あり ます 。) 
_ 絵 は 18 課 と 同じ 絵 な の で 、 解答 用 紙 を まち が えな いよ うに し て くだ さい 。 同様 に 、 抽象 
的 に し て ある の で 、 練 習 に 入る 前 に 絵 を 見 て 形容 詞 の 確認 を する と いい で し ょ う 。 

(スク リプ トゥ 78 ペー ジ ) 


20) うち へ 帰っ て べ ん き ょ うし ます 


学習 目的 
継 起 を 表す | 一 て 一 ] を 聞い て 、 2 つの 動詞 の 意味 が わか る 。 


+3 


2 つの 動作 が 連続 し て 行わ れる 場合 、「A (動詞 ) て 、B (動詞 )」 に な り ま す 。 2 つの 動作 
を 一 度 に 聞い て か ら 絵 を 選ぶ の で 、 1 つ ず つ 聞 いて 反応 する の で は 間に合い ませ ん 。 文 全 
体 の 意味 を 理解 し な けれ ば な ら な いこ と に 注意 きせ て くだ さい 。 

この 練習 で は 同じ 絵 を 何 回 も 選ぶ こと が あり ます 。 

習得 の 遅い 学習 者 に は 、 絵 を 見 て 動詞 の テ 形 を 復習 し て か ら 、 聞 き と り 練習 に 入っ て く 
だ さい 。 ま た 、 必 要 が あれ ば 、「 一 (動詞 ) て 」 は 文末 の 動詞 の テン ス や ムー ド な ど と 同じ で 
ある こと を 注意 ずる と いい で し ょ う 。 (スク リプ トゥ 79 ペー ジ ) 


2] へ や で お茶 を 飲み まし た 


red Med 
学習 目的 
助詞 | で] 「| に 」 を 手がかり に し て 、 次 に 来る 動詞 を 予測 する 。 
留意 点 


先 を 予測 する こと は 、 聞 き と り に お いて 大 変 重要 で す 。 こ こ で は 助詞 | で] | に 」 に 焦点 
を 当て て 、 ど の よう な 動詞 が 次 に 来る か に 注意 きせ ます 。 
こと で の | で] [tcl は 、 以 下 の 使 い 才 の も の で す 。 


< 場所 > で 動詞 (動作 : 食べ ます 、 勉 強し ます 、....) 
< 場所 > に 動詞 (存在 移動: いま す 、 あ り ま す 、 入 り ま す 、.... ) 


「 < 場所 > で ・ に 」 まで を 聞い て 、 次 に 来る 動詞 を 予測 する (選ぶ ) 練 習 で 、 助 詞 に 注意 
し て 聞く 習慣 を つけ る こと を ね ら っ て いま す 。 
練習 8. 一 10. で は 、「 が 格 」 以外 が 主題 化し て いる の で 、 少 し 難し いか も し れ ま せん 。 必 
要 が あれ ば 、 説 明 し て くだ さい 。 
① 練 習 8. | メッセ ー ジ を 」| が 主題 化し て 「 メ ッ セ ー ジ は | と な っ て いま す 。 
「 こ こ に メッ セー ジ を 書い て くだ さい 」 一 「 メ ッ セ ー ジ は ここ に 書い て くだ さ 
い | 
② 練 習 9. 「 バ ス に 」 が 主題 化し て 「 バ ス は 」 と な っ て いま す 。 
「 東 京 駅 で バス に 乗り ます | > 「 バ ス は 東京 駅 で 乗り ます 」 
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③ 練 習 10.「 こ の 本 を 」 が 主題 化し て 「 こ の 本 は 」 と な っ て いま す 。 
「 図 書館 で この 本 を 借り まし た 」 ~「 こ の 本 は 図書 館 で 借り まし た 」 
テー プ で は | く 場 所 > で ・ に 」 の 後 、 答 え ( 動 詞 ) を 選ぶ 時 間 が 十分 で は な い の で 、 読 む 
の が 遅い 学習 者 に は 、 ビ ー プ 音 で テー プ を いっ た ん 止め る と いい で し ょ う 。 
(スク リプ ト 79 ペー ジ ) 


22 何時 で すか 


学習 目的 
聞い た 音 と 時 刻 が 結び つけ られ る 。 
留意 点 


練習 は 2 つの 部 分 に 分 か れ て いま す 。 

I は [A] と | ぶん | の 対照 で す 。10 分 、20 分 、30 分 、 な どの 場合 は | ぷん 」、 54, 
15 分 、25 分 な ど 5 分 が 後に つく も の は 「 ふ ん 」 の 発音 に な る こと を 学習 者 に 気づか せ て く 
だ さい 。 

| じゅ っ ぷん 」「 じ っ ぷん | と 両方 の 発音 が 録 埋 し て あり ます 。 

II. は 1. で 取り 上 げ な か っ た 数 字 が 未 尾 に 来る も の で す 。 (スク リプ ト - 80 ペー ジ ) 


23 10 時 か ら で す 


К+ [HSI [ET] Mes [Z3] ¢ 


学習 目的 

ー 時 、 一 時 半 、 一 時 一 分 の よう な 時 刻 と 、 時 刻 を 表す 助詞 | か ら 」 |「 ま で |] lic] [CAI 
を 聞い て わか る 。 
留意 点 

時 刻 の 聞き と り と 同時 に 、 助 詞 に も 注意 を 向け な けれ ば で き な い 問題 で す 。 ま た 「 何 時 
か ら で す か 」 | 何時 に 行き まま すか 」 の よう な 質問 文 を た くさ ん 聞き ます 。 解 答 の つや 〇 な ど 
の 印 の 確認 を し て か ら 始 め て くだ さい 。 時刻 は 、 学 習 者 が 聞き まち が え く や すい も の が 選ん 
で あり ます 。 

4 時 (EC). 9 時 (〈 じ )、10 分 (っ ぷん じゅ っ ぷん ) な どの 音 に も 注意 きせ て く 
だ さい 。 


2 


必要 が あれ ば 、 問 題 の b. g. は くだ けた 言い 方 で 、 親 し い 友 だ ち ど う し の 会 話 で ある こ 
と を 指摘 する と いい で し ょ 5 (スク リプ ト - 81 ペー ジ ) 


24 5 月 3 日 


学習 目的 

〇 月 〇 日 の よう な 日 に ち を 聞い て わか る 。 
留意 点 

LH 《 つ いた ち ) 20H (ふつ か ) 3 日 (みっ か ) 4 日 (よっ か ) 5 日 (いつ か ) 6 Н Ce 
いか が ) ҮН (な の か ) 8 日 (よう か ) 9Н (と この か ) WA (たと おか) 14 日 (じゅう よ っ 
か ) 20 日 (は つか ) 24 日 (に じゅ う よ っ か ) の よう な 言い 方 に 聞き な れ さ せま す 。 4 日 と 
8 H, 3 日 と 6 日 な ど 混 同 し や すい の で 注意 し て くだ さい 。 始め る 前 に 学習 者 に 言わ ちせ て 
確認 し て お く と いい で し ょ う 。 (スク リプ ト 82 ペー ジ ) 


25 ちょ っ と 休み た いで す ] 


「 一 だ たい 」 「~ だ く な い J」 Ө 


学習 目的 

「 一 し た い 」 の か 、「 一 し た く な い 」 の か が 、 そ の 動詞 の 意味 と と も に わか る 。 
留意 点 

練習 問題 は 2 つの 部 分 に 分 か れ て いま す 。 1. Cl. 一 た いらい です 一 た く な いで す ゲ ー た 
く ありま せん 」 を 聞き 分 け て 、 し た い の か 、 し た く な い の か 、 文 末 に 注意 を 集中 し な が ら 
聞く 練習 で す 。 IL. で は 、「 一 た い 」「 一 た く な い 」 を 聞き な が ら 、 動 詞 の 意味 も すぐ に 分 か 
上 よう に し ます 。 1- 1、 は あら た まっ た 言い 訪 、L-2. 人 は だ けた 言い 放 で 。、 同じ こと を 
言っ て いま す 。〈 く だ けた 言い 方 は 、 家 族 や 、 上 下関 係 の な い 友 達 どう し で 使う こと も 確認 
Lek ee, 

gfe. 1. Ci. [ome er) [=e i Petey lf as wa る の が 、 Tl で は 、| たい 
ん です] | ご た だ たく な いん で す ] | たく な らん だ けど | 等 と 、 [HA еу | も 使わ ん てい ます 。 
練習 の 前 に 、 絵 の 動詞 の 意味 を 確認 し て か ら 始め た ほう が いい で し ょ う 。X 印 の つい た も 
の は 、 否 定 の 意味 を 表し て いま す 。 
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この 課 で 使っ て いる 動詞 は 、 以 下 の も の で す 。 


i, AD, thir, 行く 、 帰る 、 すわ る 、 会 う 、 使 う 、 WS. HIS. BS. 
読む 、 練 習 す る 、 旅 行 す る 、 予 約 す る 、 相 談 す る 、 お 願い する 


( み グリ プ ト ッ 82 ペー ジ ) 


26 あ た ま が いた いん で す 


学習 目的 

[~A CT] を 聞い て 、 ど の よう な 状況 で 使わ れ て いる の か わか る 。 
留意 点 

| - ん で す 」 に 無頓着 な 学習 者 が 多い よう で す 。 き ちん と し た 使い 分 けが ある こと 、「 ん 
で す 」 と 言う の と 言わ な い の と で は 、 か な り 表 現 意図 が 違う と いう こと を 聞き と ら せ ま す 。 
練習 する うち に 、「 一 ん で す 」 が どの よう な と き に 使わ れ て いる の か 、 次 第 に つか め る よう 
に な っ て いま す 。「 一 ん で す 」 の 機能 に は 理由 や 事情 の 説明 ( 例 1. 練 習 1.3.4.6.8. 
10.)、 敬 いて する 確認 (練習 12.) 、 ま た 、 会 話 の 切り 出し に よく 使う | 一 ん で すけ ど 」 ( 練 
Bl.) を ど が あり ます 。 一 方 、 | ご ん で ず 」 を 使っ て いな い の は (練習 2. 5. 9.1L) ©, 
単に 、 青 定か 否定 か 答え て いる 場合 で す 。 

| 普通 体 す ん で す 」 と いう 形 は 、 ナ 形容 詞 、 名 詞 の と き に は 、「 病 気 な ん で す 」 の よう に 
[~ZA CTT] と な る こと に も 注意 きせ ます 。 時 々 この 「 な ん 」 を 「 何 ] と まち が える 学 
習 者 が いま す 。 

練習 3. と 10. は 男 の 人 が くだ けた 言い 方 、 女 の 人 が て いね いな 言い 方 を し て いま す 。 こ 
の 場合 、 男 の 人 の 方 が 目 上 だ と 考え られ ます 。 

練習 で は 、 最 初 に 、「 ん で す 」 が 入っ て いる か どう か 、 集 中 し て 聞か せ 、 そ の 後 で 、 入 っ 
て いな い 場 合 と 比較 し て 、 違 い に 気 づか せる よう に し ます 。 そ の た め に は 会 話 の 意味 、 状 
況 が よく わか る よう に 、 指 導 す る 必要 が あり ます 。 男 の 人 が どん な 質問 を し た の か 、 そ の 
内 容 を 確認 する と いい で し ょ I. (スク リプ ト っ 84 ペー ジ ) 


I7 


ノ / ここ に は 入ら な いて 《 く た こい 


~ー な いで ぐだ さい 」 
学習 目的 

「 一 な いで くだ さい 」| を 聞い て 、 そ の 意味 が わか る 。 
留意 点 

動詞 の ナイ 形 の 聞き と り 練 習 で 、|「 一 な いで くだ さい 」 を 聞い て 、 意 味 ( 絵 ま た は 動詞 の 
FAW) と 結び つけ らち れる よう に し ます 。 

練習 は 2 つの 部 分 に 分 か れ て いて 、 1. で は 「 一 な いで くだ さい 」 を 聞い て 、 そ の 動詞 の 
ナイ 形 を 書き ます 。 П. で は 「 一 な いで くだ さい 」 を 聞い て 、 絵 を 選び ます 。 補語 を つけ る 
と 、 そ の 助け で 絵 を 選ぶ 傾向 が ある の で 、 あ えて つけ て いま せん 。 使っ て いる 動詞 は 以下 
の も の で す 。 


練習 1. 帰る 、 行 く 、 来 る 、 乗 る 、 立 つ 、 言 う 、 待 つ 、 見 る 、 死 ぬ 、 


Нэ. E2 
練習 II. AA, BS. WI. RT. FOAL ФА. IEMA, ENA, 
使う 


必要 が あれ ば 、 練 習 の 前 に 絵 を 見 な が ら 、 ナ イ 形 の 確認 を する と いい で し ょ J. 


(スク リプ ト >85 ペー ジ ) 


28 えん ぴ つ て 書い て も いい で すか 


 「 て も いい 」」 
学習 目的 
許可 を 求め る 表現 を 状況 か ら 予 測 し 、 適 切な 動詞 の テ 形 を 選ぶ こと が で きる 。 
БЛ == 
[== ууу гтүч 


これ は 先 を 予測 する 練習 で す 。 許 可 を 求め る 文 を 途中 まで 聞い て 、 後 続 の 動詞 を 文脈 か 
ら 予 測 し 、 正 し いも の を 選ぶ こと が で きる よう に する 練習 で す 。 練習 6. で は 、「 ク レジ ッ 
トカ ー ド | eves titi lt tS, 
習得 の 遅い 学習 者 の 場合 は 、 例 に つい て 絵 を 見 て 先 に 許可 を 求め る 表現 を 確認 し て か ら 
テー プ を 聞か せる の も いい で し ょ Ja 
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使っ て いる 動詞 は 、 以 下 の も の で す 。 


書く 、 消 す 、 つ ける 、 使 う 、 返 す 、 帰 る 、 借 り る 、 貸 す 、 来 る 、 


行く AO Th. BI. BOI. HT. BC. ВС. FS 


(スク リプ ト み 86 ペー ジ ) 


29 すわ っ て も いい で すか 


「~ て も いい で すか が か J 「 て な いで ぐだ さい 」 
学習 目的 

絵 の 状況 か ら 適 切な 許可 を 求め る 表現 と それ を 禁止 する 表現 を 予測 し 、 そ の 表現 が 選べ 
©» 
留意 点 

各 練 習 問題 は 「 一 て も いい で すか 」 に 対し 、「 い いえ 、 一 な いで くだ さい 」| と いう 会 話 に 
な っ て いま す 。 

学習 者 は 絵 を 見 て 、 ど ん な 状況 で 、 こ れ か ら ど ん な 文 を 聞く の か 、 あ る 程度 予測 で きま 
す 。 音 の まぎらわしい 動詞 、 あ る い は 意味 を 取り 違え や すい 動詞 な ど が 出 て きま す が 、 正 
し いも の を 選ぶ た め に は 、 正 確 な 発音 、 知 識 が 必要 だ と いう こと に 気づか せ て くだ さい 。 
予測 を 意識 化す る た め 、 事 前 に よく 絵 の 状況 と つかむ よう 指示 を し た 方 が よい で し ょ J. 
習得 の 遅い 学習 者 の 場合 は 、 個 々 に 解答 用 紙 に 記入 する 前 に クラ ス 全 体 で 答え を 予測 し 
て か ら 始 め て も いい で し ょ う 。 

使っ て いる 動詞 は 、 以 下 の も の で す 。 


IRF. Thh., TO, GI MSS. OTS, 
開け る 、 入 る 、 消 す 、 貸 す 、 閉 め る 、 す て る 


(スズ スグリ プ ト 87 ペー ジ ) 


1 


30 あい て いま す 
Ф 状態 の 「 こ て いる 」 参 


学習 目的 

絵 に 描か れ て いる 状態 の |「 一 て いる | を 聞い て 選べ る 。 
留意 点 

絵 の 示す 状態 と テ 形 を 使っ た 表現 が 結び つけ られ る よう に する 練習 で す 。 

[開い て いる 」「 つ いて いる 」 と いっ て も 様々 な 状況 が 考え られ ます 。 例 えば 、 か ば ん が 開 
いて いた り 、 ド ア が 開い て いた り し ます 。 学習 者 の 中 に は 母語 の 影響 か ら 「 つ いて いる 」 
と | 開い て いる 」、「 消 を えて いる | と 「 閉 まっ て いる | を 混同 し が ちの 人 も いま す 。 こ の よ 
う な 点 を 考慮 し て 練習 を 作り まし た 。 

習得 の 遅い 学習 者 の 場合 は 、 練 習 の 前 に 絵 を 見 て テ 形 を 使っ た 表現 で 言っ て みて か ら 始 
め て も いい で し ょ う 。 

て いね いな を 言い 方 『 一 て いま す 」 と 。《 だ けた 言い 孝一 て いる 」] | 一 て る 」 が 混ぜ て あ 
る の で 注意 し て くだ さい 。 | 
この 練習 で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


| 開く 、 閉 まる 、 つ く 、 消 える 、 落 ちる | 


(スク リプ ト - 88 ページ) 


31 し っ て いま すか 


)「ー て いる 」 「 ま だ て いな い 」 


学習 目的 

会 話 文 の 中 で 「 一 て いる て いな い 」 の 形 が 使わ れ て いる か どう か が 聞き 分 けら れる 。 
留意 点 

「-- て いる 」「 ま だ ー て いな い 」 が 使わ れ て いる か どう か を 聞き 分 けら れる よう に する こ 
と が 目的 で す 。 男 女 の 会 話 を 聞き ます 。 男女 そ れ ぞ れ の 話 の 中 に 「 一 て いる て いな い 」 
の 形 が 使わ れ て いる か どう か を 聞き 分 け ま す 。 ス クリ プ ト は 「 て な いで な い 」、「 て る 
で る 」 の よう に 「 い 」 の 落ち た 形 で 発音 され て いる よう に 表記 し て あり ます 。 

きょう 、 あ し た 、 き の うな ど 時 間 が 特定 され て いる 場合 は 、「 一 ます プ ま し た 」 が 使わ れ 
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て いま す 。 そ の こと に 学生 が 気づく か どう か に 注意 し て く 《 だ きい 。 
[知っ て いる | の 否定 形 は 「 知 ら な い 」 で 、| 知 っ て いな い 」 に は な ら な いこ と 、 背 定形 
は 「 知 り ま す 」 で は な 〈「 知 っ て いま す 」 に な る こと に 、 学 生 の 注意 を 促し て くだ さい 。 
この 課 も て いね いな 言い 方 と くだ けた 言い 方 の 両方 が 使わ れ て いま す 。 会話 を 聞い て ど 


の よう な 人 間 関 係 な の か 想像 させ る と いい で し ょ ID. (スク リプ トー 89 ペー ジ ) 
32 車 を も っ て いま すか 


は な い 」 
学習 目的 
会 話 文 の 中 で 「 一 て いる プ て いな い 」 の 形 が 使わ れ て いる か どう か が 聞き 分 けら れる 。 
留意 点 


第 31 課 「 知 っ て いま す 」 と 同様 に 、 会 話 文 の 中 で 「 一 て いる て いな い 」 の 形 が 使わ れ 
て いる か どう か が 聞き 分 けら れる よう に する こと が 目的 で す 。 今 回 は 少し 長め の 会 話 文 を 
聞き ます が 、 答 え 方 の 形式 も 同じ で す 。 会 話 の 意味 が よく わか っ て いる か 確認 し て くだ さ 
い 。 文脈 の つか みにくい も の も あり ます 。 特 に 、 練 習 8. の 「 国 ] と いら う の は 「 ア リ さ ん 
DEH] の こと で 、 話 し て いる 人 も アリ さん も 通常 は 日 本 に 住ん で いる と いう 設定 で す 。 


(スク リプ ト - 91 ペー ジ ) 


33 先生 は いつ 日 本 に いら っ し ゃ いま し た か 


尊敬 語 (1) 不 規則 形 @ 
学習 目的 
尊 散 語 の 不 規則 形 を 聞い て 意味 が わか る 。 
留意 点 


ここ で は 、 先 生 と 学生 の 会 話 を 聞き 、 学 生 が 使用 し て いる 尊敬 語 を 聞 ゅ て 、 そ の 動詞 の 
生 書 形 を 書き ます 。 学 生 が 先 に 話す の で 、 聞 き 逃 さき な いよ うに 指示 し て くだ さい 。 練習 の 
前 に [ ] の 中 に あげ た 動詞 を 見 な が ら 、 間 散 語 を 言っ て みる と いい で し Jo どれ も 
不 規 則 な 形 で す が 、 特 に 意味 が 複数 ある 尊敬 語 、 例 えば 「 い らっし ゃ る | (いる 、 行 く 、 来 
る の 尊敬 語 ) が ある こと に 注意 きせ て くだ さい 。 こ れ ら は 文脈 に よっ て 判断 し な けれ ば な 
De Aes 

ここ で 取り 上 げ る 尊敬 語 は 以下 の 通り です 。 
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いら っ し ゃ る (いる 、 い 《 く 、 く る )、 
めし あがる (た べ る 、 の も や) 、 

お っ し ゃ る (いう )、 

ご らん に な る (みる )、 

な きる (95), 


(スク リプ ト っ 92 ページ) 


34 先生 は す で ぐい らっし ゃ いま す よ 


尊敬 語 2) 不 規則 形 í 
学習 目的 
尊 散 語 の 不 規則 形 を 聞い て 意味 が わか る 。 
留意 点 


この 会 話 で は 、 学 生 と 事務 室 の 人 が 先生 に つい て 話し て いま す 。 先生 は 話し て いま せん 
が 、 こ うし た 場面 で も 尊敬 語 は 使わ れ ま す 。 こ の こと を 知ら な い 学 生 が いる の で 、 練 習 の 
前 に 説明 し て くだ さい 。 こ の 練習 も 始め る 前 に [ ] の 中 に あげ た 動詞 を 見 な が ら 、 尊 
敬語 を 言っ て みる と いい で し ょ う 。 特 に 意味 が 複数 ある 尊 散 語 、 例 えば 「 い らっし ゃ る 」 
(いる 、 行 く 、 来 る の 尊敬 語 ) が ある こと に 注意 させ て くだ さい 。 こ れ ら は 文脈 に よっ て 判 
断 し な けれ ば な り ま せん 。 こ こ で 取り 上 げ る 尊 散 語 は 以下 の 通り で す 。 


いら っ し ゃ る (いる 、 い く 、 
めし あがる (た べ る 、 の や) 、 
お っ し ゃ る (いう )、 

ご らん に な る (Ad), 

な さる (する ) 


く る)。 


(AP US Pe 98 ペー ツジ ) 


22 


1 指導 の 手引 


39 お な か が いた いん で す 


© AOA © 
学習 目的 
体 の 部 位 を 表す 語 を 聞い て どこ か が わか る 。 
留意 点 

こ は 体 の 部 位 を 表す 語 を 聞き 分 ける 練習 で す 。 医 者 が 愚者 に た ず ね る 会 話 を 聞い て 
体 の 部 位 を 表す こと ば を 確認 し ます 。 単 語 は 以下 の 10 語 で す 。 


| A Р. а BL. БЕ. ор. Е. №. Е. А | 


練習 の 前 に 、 絵 を 見 な が ら 部 位 の 名 前 を 復習 する と 答え や すい で し ょ う 。「 こ ろ ぶ 」「 け 
が | な ど は まだ 学習 し て な いか も し れ ま せん 。 わからない 単語 が あっ て も 体 の 部 位 を 表す 
語 に 注意 を 向け て 開く よう に 指示 し て くだ さい 。 (スク リプ ト - 94 ページ) 


36 か ぜ を ひい た の で 病院 へ 行き ます 


学習 目的 
会 話 を 聞い て 、 そ の 中 で 示さ れ た 行為 の 理由 が わか る 
留意 点 


会 話 を 聞い た 後 、 理 由 の 「A の で B」 を 使っ た 文 を 選び ます 。|「A の で B」 は 、 は じ め に 
理由 を 言っ て 、 そ の 結果 どう な の か を いう 文 で す 。 こ こ で は 、 会 話 の 中 に 理由 を 表す 表現 
[っ ん だ / ん で す ] を [= の で て で] が 入っ て いる の で 、 そ れ を よく 聞く よう に 指示 し て くだ 
Sia, それで も 、 会 話 を 聞い て すぐ 3 つの 文 か ら 正 し い 文 を 選ぶ の は 上 難しい 、 と 言う 学習 
者 も あい る で し ょ う 。 そ の 場合 は 繰り 返し て 聞か せ て くだ さい 。 こ こ で 理由 と し て 使わ れ て 
いる 表現 は 以下 の も の で す 。 


か ぜ を СА < ы 熱 が あ る 、 母 が 病気 だ 、 本 屋 が 休み だ 、 
食欲 が な い 、 Жо. あし た 試験 だ 


(スク リプ ト っ 95 ペー ジ ) 
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37 きょう は お そく な る と 言っ て いま し た 
@「 一 と 言う 」 「 こ つて 言う 」 @ 


学習 目的 

「 と 言う | が 「 っ て 言う ] に な る 音 の 変化 に 惑 わ ちさ れず 伝達 部 分 が わか る 。 
BBR 

「- と 言う 」 の 形 は 、 話 す と き 音 が 変化 し や すい も の で す 。 | 何と 言っ て いま し た か 」 と 
Hjt, ETES | な ん て 言っ て まし た か 」「 な ん て 言っ て た 」 | を ん て っ て た 」 と 変化 
し ます 。 管 える 場合 も 「 と 骨 っ て まし た |] っ て 言っ て だ | 一 そっ て な た 」 | こっ て 」 と 
さま ざま で す 。「 と 」 が 「 て | に な る 音 の 変化 や 、 そ れ に 伴っ て 使わ れる 縮 約 形 は 、 知 ら な 
いと いつ まで も 理解 し に くい 部 分 で す 。 特 に 「- っ て 」 で 終わ る 文 は 、 そ の 機能 が わか り 
с сеу» ここ は こう し た 自然 み 発 導 は みれ る こと が ポイ ッ ト で すず 、 時 し そう 
ら 、 ま ず 「 一 と 言う | の 形 と 意味 が 理解 され て いる の か を 確認 し て くだ さい 。 ま た 、 答 え 
の a. か ら k. ま で を 先 に 読ん で 意味 を 確認 し て か ら テ ー プ を 聞く と よい で し ょ う 。 

(スク リプ ト っ 97 ペー ジ ) 


し すか な 、 げ ん き な 
名 詞 修飾 (1) 「 い 」 形容 詞 と 「 な 」 形容 詞 © 


38 小さ い 、 高い 、 


学習 目的 
イィ 形容 詞 と ナ 形 容 詞 の 名 詞 修 飾 の し か た が わか る 。 
留意 点 


練習 は 2 つの 部 分 に 分 か れ て いま す 。 І. で は 絵 を 見 せ て 、 音声 も 聞か せま す 。 形容 詞 を 
書き 込む だ け な の で 、 比較 的 簡単 で し ょ う 。 II. は テー プ を 聞い て 問題 に 抜け て いる 音 が あ 
れ ば 書き 込む 練習 で す 。「 う る さい ( ) Al の よう に 音 が 抜け て いな いも の も あり ます 。 
また 、 学 生 が まち が え や すい も の も 混ぜ て あり ます 。 例 えば 、 ナ 形容 詞 の 中 で も 、| 有 名 な 」、 

「 き れい な 」 の よう に 「 な 」| の 前 が 「 い 」 で 終わ っ て いる も の は 、 イ 形 窒 詞 と 混同 され が 
ち で す 。 し た が っ て 、「 き れい 本 」 と 思っ て いる 学習 者 は 、「 き れい な 本 」 を 「 き れい 十 な 
ほん 」 と 聞き 違え る こと も あり ます 。 ま た 、 イ 形容 詞 で も 「 お いし い 」 な どの よう に Те] 
の 前 が イ 段 で 終わ っ て いる と 、 最 後 の 「 い 」 は いら な いと 思っ て し まう 傾向 が あり ます 。 

な お 、「 緑 」 な ど は 言語 に よっ て は 形容 詞 の 扱い を うけ て いま す が 、 日 本 語 で は 名 詞 で あ 
る こと 、 そ の た め 名 詞 を 修飾 する に は 「 の 」] が 必要 な こと を 理解 させ ます 。 こ こ に あげ た 
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1 指導 の 手引 


形容 詞 は 以下 の も の で す 。 


暗い 、 短 い 、 広 い 、 古 い 、 か ん た ん な 、 に ぎ や か な 、 お も し ろ い 、 低 い 、 
元気 な 、 有 名 な 、 お いし い 、 静 か な 、 名 い 、 大 きい 、 き れい な 、 う る さい 


(スク リプ トー 98 ペー ジ ) 


39 アメ リカ の ほう が 日 本 より 広い で す 


学習 目的 

形容 詞 を 使っ て 2 つの も の を 比較 する 場合 の 比較 関係 が わか る 。 
留意 点 

同じ 比較 関係 を 表す の に 、「 一 の ほう が 一 よ りー で す 」 と も 言え ん 、 ま た 、「 一 より 一 の ほ 
う が ~ で す 」 と も 言え を ます 。 そ れ だ け に 、 学 習 が 初級 の 段階 で は どちら の 方 が どう な の か 
が 捉え に くい と いえ ます 。 練習 は 2 つの 部 分 に 分 か れ て いま す 。 І. で は 全部 の 文 に 「 一 の 
ほう が | が 入っ て いま す 。 下 の 例 の a. の よう に 、「A の ほう が B」 の A が も っ と рос 
ぎ や か お いし い .... | の 形 で ある こと 、 語 順 が 変わ っ て も 同じ 関係 で ある こと を 理解 さ 
せま す 。 П. で は 、「A は B よ り 形 容 詞 」 の 形 で す 。 b. の 例 の よう に 、A が も っ と 「 背 が 低い 
重い .. |] の パタ ー ン で 、 語 順 が 変わ っ て も この 意味 する も の は 変わ ら な いこ と を 理解 さ 
せま す 。 П. КЫ, ГНУЧКО р... | の よう に 「 ぐ 全体 > は ぐ く 部 分 > が 形容 
i| の 形 の 文 も 混ざっ て いま す 。 練習 の 前 に 表現 を 確認 し て お く と いい で し ょ う 。 

(ўз а, デメ U カ の ほう が 且 本 より 広い で す 。 

© b. サリ ー さ ん は 田中 さん より 背 が 低い で す 。 

この 練習 で 使っ た 形容 詞 は 以下 の も の で す 。 


HRY, IPF PP, BLY, KEW, Whe, Br, 


高い 、 便 利 な 、 ひ まな 、 お いし い 、 低 い 、 短 い 


(APY Sr I ペー ジ ) 
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GQ も うお 買い に な り ま し た か 
尊敬 語 (3 規則 形 「 お に な る 」「 お くだ さい 」」 


学習 目的 

尊敬 語 の |「 お ーー に な る 」 と 依頼 表現 | お ー く だ さい 」| の 意味 が わか る 。 
留意 点 

ARMO [Brza] と 「 お ー く だ さい | を 聞い て 、 も と の 辞書 形 を 書く 練習 で す 。 
辞書 形 に する こと 自体 は あま り 難 し く あ り ま せん が 、 ど の よう な 場合 に 尊敬 語 が 使わ れ て 
いる か を 、 会 話 を 聞き な が ら つ か ませ ます 。 例 えば 、 練 習 2 . の | コー ヒー、 お 飲み に な り 
ます か 」 は 、 相 手 の 意向 を 聞い て いま す が 、 実 際 に は コー ヒー を 勧め る 表現 で す 。 ま た 、 
|「 お ー く だ さい |」 は て いね いな 依頼 と いう 形 を と りな が ら 勧 誘 す る 表現 に も な り ま す 。 例 
えば 練習 3. の |「 ど う ぞ お 入り くだ さい 」| は 依頼 と いう より 勧誘 で す 。「 お ーー に な る 」 自体 
も 「 な る | の 部 分 が 変わ る と (例え ば 「 お ー に な っ て くだ さい | 「 お ーー に な り ま せん か 」 な 
ど ) さま ざま な 意味 ・ 機 能 が で て きま す 。 こ の 練習 で 使っ た 動詞 は 以下 の も の で す 。 


| 待つ 、 飲 む 、 入 る 、 読 む 、 会 う 、 疲 れる 、 す わる 、 わ か る 、 書 く 、 聞 く | 


(スク リプ ト き っ 100 ペー ジ ) 


14] この 家 は や ね が チョ コレ ー ト で す 


@ 「 一 は ガー」 参 
学習 目的 
| く 全 体 > は く 部 分 > が ....」 と いう 文型 を 聞い て 、 そ の 意味 が わか る 。 
留意 点 
「 東 京 は 物価 が 高い ] と いう 文型 は 習得 し に くい よう で 、 学 習 者 は 「 東 京 の 物価 は 高い 」 
と よく 言っ て いま す 。 自分 が 話せ な いい 文型 は 聞き と り に も 失敗 し ます 。 そ こ で 、 こ の 文 型 
を 多数 聞い て 、 聞 き な れ させ 意味 の 理解 も 正確 に な る よう に し ます 。 

例 1. か ら 練 習 4. ま で は 、「 お か し の 家 」 を 想像 し な が ら 聞 か せ て くだ さい 。「 お か し の 
家 」 が 想像 で き な い と 、 学 習 者 は 混乱 し て し まう で し ょ う 。 解答 に カタ カナ 語 が 多い の で 、 
も し カタ カナ が 未 習 の 場合 は 、 先 に こと ば の 意味 を 確認 し て お いて くだ さい 。 

学習 者 の それ ぞ れ が どん な お か し の 家 を 作る か 、 自 分 の 先生 は どん な 先生 か 、 彼 ら が 住 
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1 指導 の 手引 


ん で いる 町 は どん な 町 か 、 彼 ら の 着 て いる 服 は どん な 服 か な ど 、 発 話 活動 に 持っ て いく < と 
CONAI T 理解 で きる よう に だ なり ます 。 (スク リプ ト 101 ペー ジ ) 


42 あし た 雨 が ふっ た ら へ や で 勉強 し ます 


学習 目的 
「A た ら B」 と いう 文 の AB の 関係 が わか る 。 
留意 点 


|1A た ら B| は 、A と いう 条件 ・ 状 況 の も と で B を する と いう っ 意味 を 表し ます 。 こ こ で 
ЕГ た ら ど うし ます か ] ORS т, 一 10、 で は | たら どう する |) chose ct, EL 
い ゅ 答え を 選ぶ な こと が で きる よう に し ます 。 

| (動詞 ) た ら 」 の 中 で も 「~ な っ た ら 」 や 「 あ っ た ら 」、 ま た 耕 定 形 の 「 一 な か っ た ら 」 
は 理解 し に くい も の で す 。 答え を 選ば せる だ け で な く 、「 一 た ら 」 の 部 分 で テー プ を 止め 、 
後 件 を 作っ て も ら う の も いい 練習 で す 。 

「 一 た ら 」| で 使っ て いる 語 某 は 、 以 下 の も の で す 。 


降る 、 終 わる 、 あ る 、 来 る 、 い る 、 な る 、 な い 、 著 い 、 寒 い 、 一 だ 


(スク リプ ト う 102 ペー ジ ) 


43 むず か し いと 思い ます 


学習 目的 

育 定か 否定 か を 聞い て 、| 一 と 思う | の 接続 の 形 が わか る 。 
留意 点 

聞き と り は 、 た だ 音声 を 聞く の で は な く 、 頭 の 中 に ある 文法 知識 を 使っ て 聞く こと が 大 
切 で す 。 こ の 文法 知識 が まち が っ て いれ ば 、 ま ちがっ た よう に 聞い て し まい ます 。 

[~EB] は 「 く 普通 体 > と 思う 」 (| 高い と 思う 」 | 元気 だ と 思う .]) で す が 、 イ 形容 
詞 、 ナ 形容 詞 、 名 詞 の 場合 に 「 だ 」 の 有無 の まち が い (| 高い だ と 思う 」「 元 気 と 思う 」) ヵ 
よく 見 られ ます 。 学習 者 が 「 だ | の 有無 に 関し て まち が えて 答え を 選ん だ 場合 、 テ ー プ で 
正しい 答え を 聞く こと と 、 文 字 で 確認 する こと の 両方 に よっ て 、 学 習 す る こと が で きる で 
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Lido くり 返し 、 こ の パタ ー ン の 練習 を 聞く の で 、 1 問 ご と に 解答 を し て いっ た 方 が よ 
り 効 果 的 な 学習 が で きる で し ょ Э. 
読む の が 遅い 学習 者 に は 、 テ ー プ を 止め る 必要 が ある で し ょ 2)。 
(スク リプ ト - 103 ペー ジ ) 


G4 右 に ま が る と あり ます よ 


Ф 条件 の 「~ と 」 と 道順 © 


学習 目的 
条件 の 「~ と 」 を 使っ た 表現 に 聞き な れる と 同時 に 、 道 順に 出 て くる 語 工 、 表 現 が わか 


る 
留意 点 

以下 の よう な 道順 に 関す る 語 菜 、 表 現 が 聞き と れる よう に し ます 。 和 練習 の 前 に 、 こ れ ら 
の 意味 を 確認 し て お いた ほう が いい で し ょ う 。 


手前 、 先 、 向 い 、 ひ と つめ ふた つめ 、 右 、 左 、 信 号 、 橋 、 歩 道 橋 、 
バス 停 、 交 差 点 、 角 、 公 園 、 ま っ すぐ 行く 、 右 に 曲がる 、 橋 を 渡る 


ここ で は 、 道 を 教え る 人 が 、「 あ の 交差 点 の 手前 で す 。」 と 言う と 、 質 問 し て いる 人 が 「 変 
差 点 の 手前 で すね 。」 と 確認 する の で 、 重 要 な 部 分 は 二 度 聞 ける よう に な っ て いま す 。 BE 
の 早い 学習 者 に は 、 確 認 の し か た に も 注意 を 向け させ る と いい で し ょ う 。 問題 を し て いる 
5 bic [~~] の 構 婦 に も 開き な れ て きま す 。 (スク リプ ト う 104 ペー ジ ) 


49 は や く 帰 っ た ほう が いい で す よ 
)「 一 だ ほう が いい 」 「 て な い ほ うがい い 」 


学習 目的 

「 一 た ほう が いい 」「 一 な い ほ うがい い 」 を 使っ た 文 を 聞い て その 意味 が わか る 。 
留意 点 

あら た まっ た 言い 方 も 、 く だ けた 言い 方 も 混ざっ て いま す 。 くだ けた 言い 方 を まだ 学習 
し て いな い 場 合 で も 、 こ の よう な 自然 な 会 話 を 聞い て | 一 た ほう が いい | と 言っ て いる の 
か 「 一 な い ほ うがい い 」| と 言っ て いる の か だ け に 注意 すれ ば 、 ど ん な アド バイ ス を され て 
いる の か わか り ま す 。 
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1 指導 の 手引 
#1070. 1 形 が 和 定着 し て いな いと 、 意 味 を つか む の が 難し く な り ま すか ら 、 練 習 
の 前 に 、 夕 形 、 ナ イ 形 の 確認 を し て お く の も いで し ょ う 。 使 用 し て いる 動詞 は 以下 の も の 
で す 。 


帰る 、 買 う 、 行 く 、 見 せる 、 使 う 、 起 きる 、 


決め る 、 閉 め る 、 開 ける 、 説 明 す る 、 了 予約 する 、 注 文 する 


タ 形 を 使う 表現 の た め に 、 過 去 の こと だ と 誤解 し て いる 学習 者 が 時 々 いる の で 注意 し ま 
Я (スク リプ ト 105 ペー ジ ) 


46 お き て か ら コ ー ヒ ー を 飲み まし た 


[CIS] 「 一 あこ と で] 「 で る まえ に 」 


学習 目的 

「 一 て か ら 」「 一 た あと で | 「 一 る まえ に 」| を 使っ た 文 を 聞い て 、 そ の 時 間 的 な 順序 が わ 
か る 。 
留意 点 

動詞 の テ 形 十 | か ら 」、 夕 形 十 「 あ と で ]、 辞 書 形 十 「 ま え に 」、 と いう 組み 合わ せ を 聞い 
て 、 そ の 動詞 の 意味 と 時 間 的 な 前 後 関係 が 把握 で きる よう に し ます 。 動作 が 絵 で 示し て あ 
る の で 、 答 え は 先 に する 動作 に 数 字 の 1 、 後 の 方 に 2 を 入れ させ ます 。 練習 問題 の 文 は 全 
部 | 一 まし た | 記 人 な っ で お り 、 導 所 形 で す が 、『 一 て か ら 」 1 一 た あと で | | そる まえ に だ 」 は 
時 制 と 関係 な いこ と も 指摘 し て くだ さい 。 例 えば 、 練 習 2.「 バ ス に 乗る 前 に 、 お 金 を 払い 
まし た 」 は 過去 の こと を 言っ て いま す が 、| 前 に 」 の 前 の 動詞 は 「 乗 る ] で 、 非 過去 形 で あ 
る こと に 注意 し ます 。 

練習 の 前 に 、 絵 を 見 な が ら 、 動 詞 の 語 革 を 確認 し て お く と いい で し ょ う 。 こ の 課 で 使わ 
れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


起き る 、 飲 む 、 見 る 、 書 く 、 読 む 、( テ ニス を 電話 を 食事 を ) する 、 
払う 、 帰 る 、 勉 強 す る 、 買 う 、( た ば こ を ) 吸う 、 開 ける 、 出 か ける 、 
入る 、 働 く 、 開 ける 、( 電 気 を ) つけ る 


(スク リプ トー 106 ペー ジ ) 
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47 何 を し て いま すか 


® 進行 の 「~ て いる 」 @ 


学習 目的 

進行 の 「 一 て いる | を 使っ た 文 を 聞い て わか る 。 
留意 点 

現在 その 動作 が 行わ れ て いる と いう 進行 の 「 一 て いる 」| の 文 を 聞き ます 。 絵 の 中 の 「A] 
ー「H」 の アル ファ ベッ ト が 見 つけ に くい よう な の で 、 先 に これ を 確認 させ て か ら 始 め て く 
だ さき 

テー プ に は 「 一 て いる 」 の n] の 音 が 落ち た | 一 て る 」 | = て ます 」 で 収録 し た も の も 
入っ て いま す 。 

この 課 で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


re о, ®‹, (#76) M, йа, йш, ВРТА | 


(ЖАЛУ ЗЭ 107 5—07) 


48 すず き さ ん が くれ まし た | 
DRZE) 「 あ げ る 」「 も ら う 」「 く れる 」「 さ し あげ る 」 「 い だ だく 」 「 く だ さる 」 O 
学習 目的 

誰か ら 誰 に 物 が 移動 する (LR) か と いう 授受 動詞 の 方 向 を 捉え る こと が で きる 。 
留意 点 

第 9 課 の 授受 動詞 1) と 同様 の 解答 形式 で 、( ) に グー を 書き ます 。 こ の 練習 で は 、 
山田 さき ん と サリ ー さ ん の 会 話 を 聞い て 、 誰 か ら 誰 に 物 が 移動 する (LR) の か 、 矢 印 を 書 
きま す 。 山田 さ ん と サリ ー さ ん 以外 の 第 三 者 も 出 て くる の で 、 解 答 用 紙 の 人 名 を よく 見 て 
練習 を 始め る よう に 注意 し て くだ さい 。 

練習 4. は | 鈴木 さ ん が くれ た セー ター な ん で す 」 と 、 名 詞 修 飾 に な っ て いま す 。 
練習 9. は 「 こ の お 菓子 も ら っ て も いい で すか 」 と 、「 一 て も いい 」 と 共に 使わ れ て いま 
Уе (スク リプ トー 107 ペー ジ ) 
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1 指導 の 手引 


49 山田 さん が 行っ た きっ さて ん で す 


) 222815812) í 
学習 目的 

会 話 の 内 容 を 理解 し て 、 名 詞 修 飾 に 使わ れ て いる 動詞 の 形 を 聞き 分 け 、 正 し い 名 詞 修 飾 
文 が 選べ る 。 
留意 点 

最初 に 会 話 を 聞い て 次 に 説明 文 を 聞き ます 。 説 明文 の 名 詞 修飾 部 が 「 行 っ た 喫茶 店 ] な 
の か 「 行 く 喫 茶店 ] な の か と いう よう な 「 一 る 」「 一 た 」「 一 て いる | に 注目 する 練習 で す 。 
その た め に は 、 会 話 全 体 を 理解 する 必要 が あり ます 。 習 得 の 遅い 学習 者 に は 、 練 習 の 前 に 
例 を 使っ て | 行き まま し た | 「 行 きま す 」 の どちら が 使わ れ て いる か に 注意 する よう に 指示 し 
て くだ さい 。 絵 を 見 て 名 詞 の 確認 を し て か ら 始 め る と いい で し ょ う 。 

ここ で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


1т< 129 Ss. mma, FAS. 76S, EI 会う 、 て れる 、 あ お あげる 


(スク リプ トラ 108 ペー ジ ) 


50 駅 前 で ベス を お り ま す 


© 助詞 動詞 © 


学習 目的 

助詞 | が ] 「 を ] [Cl lic] を 聞い て 動詞 が 予測 で きる 。 

これ は 助詞 を 聞く こと で 、 次 に 来る 動詞 を 予測 し な が ら 聞 く < 練習 で す 。 

助詞 | が / を | と 自動 詞 ・ 他 動詞 の 使わ れ 方 、「 を に 」 と 移動 動詞 の 使わ れ 方 な ど に 注 
意 を 払わ せま し ょ う 。 例 えば | 電気 が ] の 後 は 「 消 えた 」「 つ いた 」 な どの 自動 詞 が 続き ま 
す が 、「 電 気 を ] の 後に は 、「 消 す 」 「 つ ける 」 の よう な 他動詞 が きま す 。「 ま っ すぐ 行く と 、 
橋 が | の 後に は 、「 あ る | が 続く は ず だ し 、「 ま っ すぐ 行っ て 、 橋 を | の 後 は | 渡る ] とい 
う 動詞 が 予測 で きま す 。 

ここ で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 
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行く 、 呼 ぶ 、 会 う 、 見 る 、 相 談 す る 、 歩 く 、 渡 る 、 


見 つけ る 、 書 く 、 貸 す 、 読 むせ 、 も ら う 、( き れい に ) する 、 
(高く 少な く ) な る 、 消 える 、 消 す 、 あ る 


(スス みり リプ デ ト う 110 ペー ジ ) 


5] 田中 さん が 日 本 語 を お し えて くれ まし た 
Ө 「 一 て も ら う 」 「 一 て い を だ ぐ 」 BE 


学習 目的 

「 一 て も ら う 」「 一 て いた だ く 」 な ど を 聞い て 行為 を 受け た 人 が わか る 。 
留意 点 

ここ で は 、 | で て で もらう]| 一 て あげ る |「 で くれ る [一 で そい だ だ た く 1【 一 て き し あ げ る 」 
「 一 て くだ さる 」 を 使っ た 文 を 聞い て 、 ど ちら が その 行為 を 受け た か を 答え ます 。 | 一 て < く 
れる |] | 一 て くだ さる 」 の と き は 、 自 分 が 受け 手 に な り ま す 。 ま だ これ ら の 言い 方 が よく 理 
解 で き な い 人 に は 「 く < 物 > を も ら う 」「 く < 物 > ヶ を あげ る 」「 く < 物 > と を くれ る | の 文 を も う 一 
度 復習 させ て くだ さい 。 (スク リプ ト 112 ペー ジ ) 


う サリ ー さ ん は 漢字 が 100 読め ます 


学習 目的 

動詞 を 聞い て 、 可 能 形 か どう か が わか る 。 
留意 点 

ここ で は 可能 形 か どう か を 聞き と る こと が 目的 で す 。 練習 の 前 に 、 こ こ に 出 て くる 動詞 
の 可能 形 が 言え を る か どう か を 確認 する と いい で し ょ う 。 こ こ に 出 て くる 動詞 は 以下 の も の 
TT. 


LRH 会う 、 使 う 、 飲 む 、 渡 る 、 帰 る 、 歌 う 、 読 む 、 変 わる 
一 段 動詞 ANS, HED. BS. AS, ILS 
不 規 則 動 詞 来る 
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1 指導 の 手引 


な お 、「 す る 」 の 可能 形 「 で きる 」 は ここ で は 取り 上 げ て いま せん 。 
(スク リプ トゥ 113 ページ) 


53 作っ て くれ ませ ん か 
Ө 依頼 の 「 て て も いい か 」 「 て て くれ る か ガ 」 など @ 


学習 目的 

依頼 文 を 聞い て 、 誰 が 動作 を する か わか る 。 
留意 点 

| 一 て も いい か 」 | 一 て くれ る か 」 な ど 種 々 の 依頼 文 を 開い て 、 誰 が 動作 を する か わか る 
よう に し ます 。 あ ら た まっ た 言い 方 と くだ けた 言い 方 を 合わ せ て 、 依 頼 充 は 多様 な の で 、 
練習 の 前 に バリ エー ショ ン を 確認 する と いい で し ょ う 。 

また 、 依 頼 の 場合 、「 一 て も ら え る か |」「 一 て いた だ ける か 」 が 常に 可能 形 で ある こと に 
注意 を 促し て くだ さい 。 

ここ で 取り 上 げた 表現 は 以下 の も の で す 。 


話し 手 が 動作 を する も の | 一 て も いい 」「 一 て も いい で すか 」 

「 一 て も いい で し ょ うか ]」 

トー て で も よみ し LwW で し ょ うか | 
聞き 手 が 動作 を する も の Г МАЈ 1 一 で くれ な ゅ 】』 
トー で 《 示 また か 11 一 て 《 だ きい ます が 
[て くだ さき いま せん か | T= て も あら る な ない] 
[つて も な た まもる ん か [ーー て いただけ ます 
「~ て いた だ け ま せん か 」 


な お 、 練 習 2. の | ここ に 送っ て い だ け ます か 」 は 、 荷 物 な ど を ここ (この 住所 ) に 送っ 
て 全 し WW と いう 状況 で す 。 (スク リプ ト 113 ペー ジ ) 
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54 食べ て みて くだ さい 


ーー 


「~ て みる 」 
学習 目的 

「~ て みる 」 の 動詞 を 聞き と り 。 そ の 使い 方 が わか る 。 
留意 点 

動詞 の テ 形 の 聞き と り は 15、 16 課 で も 一 度 学習 し まし た が 、 ここ で は 会 話 の 中 に 現れ る 
| て みち | を 聞き と ら な く て は いけ ませ ん 。 会 話 の 中 な の て 状況 が 見 え や すく 、 そ の た 
め | き て | と | き W そ て | な ど 、 単 を る 開 きま ちがい は 少な く な る か も し れ ま せん 。 し か し 
練習 で は 「 一 て みる | が 男 の 人 が 言う の か 女 の 人 が 言う の か 決ま っ て いま せん し 、 ど こ に 
出 て くる か も わか ら な い の で 、 集 中 し つづ け な け れ ば な り ま せん 。 ま た 、 各 練習 文 で は | 一 て 
みる 」 以降 が 次 の よう に さま ざま に 変化 し ます 。 


練習 1. 着 て みて も いい で すか (許可 求め )、 
練習 2. 勉強 し て みた ら (提案 ) 、 

練習 3. 飲ん で みて も いい か な (許可 求め ) 、 
練習 4. 開け て みる よ (意志 )、 

練習 5. 行っ て みた いな (願望) 、 

練習 6. 調べ て み ま す か ら (意志 )、 

練習 7. 聞い て みて くだ さい よ (依頼 ) 、 
練習 8. 使っ て みて も いい で すか (許可 求め ) 


練習 の 後 で 、 練 習 1. は 店 で 買物 を し て いる 状況 、 練 習 6. は 、 本 屋 や 図書 館 で の 状況 だ 
と わか っ た か 確認 し て みて くだ さい 。 (スク リプ ト う 115 ペー ジ ) 


ЗОСІ ТЕУ OO 
Ə 「~ て ある 」 「~ て お く 」 @ 


学習 目的 
[~~ て お く 」| と | 一 て ある 」 の 使い 方 の 違い が わか る 。 
留意 点 


意味 を 考え な が ら 練 習 を し て いく うち に | 一 て お く 〈 く | と | 一 て ある 」 の 意味 の 違い が 理 
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1 指導 の 手引 


迷 で きる よう に 作り まし た 。 と こ で 取り 上 げた 1 一 て お く | の 意味 ほ 以 下 の 2 つ で す 。 


D 将来 の た め に 何 か の 行動 を と る (練習 1.3. 9.10.)。 
D 何 か の 行動 の 結果 と し て の 状態 を 将来 の た め に 保つ (練習 4.)。 


一 方 、「 一 て ある 」 の 表現 は 、 あ る 行動 の 結果 と し て の 状態 を 表し て いま す 。 し た が っ て 
練習 1.2.5.9. の よう に 話し 手 が 過去 の ある 時 点 で と っ た 行動 が 現在 の 状態 を 作り 出し 
て いる 状況 で は 、「 一 て お いた 」 と 「 一 て ある 」| の 入れ 苦 え が 可 能 で す 。 し か し 、 練 習 3 
4 .10. の よう な 将来 に と る 行動 の 場合 は 「 て ある 」 は 使え ませ ん 。 ま た 、 練 習 7.8. の 
よう に 誰が と っ た 行動 の 結果 か わか ら な いも の に 関し て は 、「 一 て お く 」 は 使え ませ ん 。 

練習 1. と 2. は お 母さん と 男の子 の 会 話 で す 。 文 脈 が 捉え られ て いる か 確認 し て くだ さい 。 

練習 は 会 話 で 使わ れ て いる 「 一 て ある | と 「~- て お く 」 を 聞き 分 ける だ け で す が 、 練 習 
を 進め る うち に その 使い 方 の 違い に 自然 に 気づい て いく こと を ね ら っ て いま す 。 


(AF WS b+ 1165—20) 


56 映画 を 見 て きま し た 


[て て くる 」 「 て て い ぐ 」 

学習 目的 

[さて で くる | と | 一 で いく | Е. COLD SECT SCE DES, 
留意 点 

「~ て いく | は 何 か の 動作 を し て か ら 行 く こ と を 意味 し ます 。 し た が っ て | 食べ て いく < | 
は 「 食 べ る | 動作 を 終え を て か ら 「 行 く ] こと を 意味 し ます 。 一 方 、「 一 て く る 」 に は 意味 が 
2 つ あ り 、 動 作 の 起点 を どこ に お く か で 意味 が 変わ り ま す 。 ま ず 、「 来る] 動作 の 起点 が 話 
し 手 と 同じ 場所 に あれ ば 、「 食 べ て くる 」 の 意味 は 「 行 っ て 食べ て 、 も どっ て 来る ] に な り 
ます 。 し か し 、「 来 る | 動作 の 起点 が 話し 手 と 同じ 場所 に な けれ ば 、| 食べ て 来る 」 の 意味 
は 「 ど と どこ か で 食べ る こと を 終 学 て か らち 。 語 し じ 手 の と ころ へ 炒 る を 」 こ を に な り ま す 。 | = て く 
る | と 「-ー て いく < | に は 変化 の 意味 (例え ば 「 寒 く な っ て きた 」 な ど ) も あり ます が 、 こ 
こ で は 扱っ て いま せん 。 

Нва Са. ГС [шу [кз] ЫТ ГС と 聞こ える こと が あり ます 。 
学習 者 は この 「 一 て く 」 を 「 一 て くる 」 と まち が え や すい の で 注意 する 必要 が あり ます 。 


(スク リプ ト - 117 ペー ジ ) 


3 の 


3 / だ れ が 来 ま し た か 


人 @「 だ れ が 」 TENDI TENS] BE @ 


学習 目的 

Seiad t+ [l/l | と 、 疑 問 詞 十 「 が 」/「 ГК な ど を 聞き 分 け 、 意 味 の 違 い が わ か 
5% 
留意 点 

[a] と 「 か 」 の 音 の 聞き 分 け は 、 学 習 者 の 母語 に よっ て は か な り 難 し いも の で す 。 会 
話 形 式 に し て あり ます か ら 、 相 手 の 答 え を か ら ど ちら で ある か の ヒン ト が 得 ら れる は ず で す 。 
また 、 イ ジン トト ネー ショ ン も 違 に ます 。 例 1, と 例 2, を 比べ で て 、 そ の 違 に に 注意 を 向け させ 
る と いい で し ょ う 。 ま た 、「 だ れ か 」 の 後 で は 「 が 」、「 を 」 な どの 助詞 が 落ち る 傾向 が あり 


まず 。 
な お 、 練 習 9. か ら は 、 会 話 が くだ けた 言い 方 に な り 、 縮 約 形 に な っ た り 助 詞 が 抜け た り 
し ます か ら 、 注 意 し て くだ さい 。 (スク リプ ト - 119 ペー ジ ) 


58 本 を 読も うと 思う ん だ 


学習 目的 

ヨウ 形 を 聞い て 、 ど の 動詞 の ヨウ 形 か わか る 。 
留意 点 

ョ ヨウ 形 を 聞い て 、 ど の 動詞 の ヨウ 形 か わか る よう に し ます 。 ま た 話し 手 の 意志 を 他 者 に 
Be Sees, [= (ho) だ け で 使う の で は な く 、[ 一 (【 よ ) う と 思う / 思 っ て いる 」 の 形 
で 使う こと に も 注意 ざ せ そく 《 だ きい 。 

使っ て いる 語 工 は 、 以 下 の 動 詞 で す 。 


読む 、 買 う 、 帰 る 、 使 う 、 着 る 、 米 る 、 や め る 、 
EIS: WH, 49. BS. TS. BP 


aB] と | いよ う 」、| 来 よう | と | 着 よ う 」 な ど 学 習 者 が よく まち が える も の が あ 
る の で 、 練 習 の 前 に 確認 する と いい で し ょ う 。 (スク リプ トー 120 ペー ジ ) 
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1 指導 の チ 手引 


59 た くさ ん 食べ ろ と 言っ て いま し た 


Ө 命 偽 形 と 「 一 ( よ ) う 」 形 Ө 

学習 目的 

命令 形 、 ヨ ウ 形 を 聞い て 区 別 で きる 。 

留意 点 

命令 形 と ヨウ 形 は と り 違 え や すい も の で す 。 練習 で は 、 命 令 形 と ヨウ 形 が 、 一 つの 動詞 
で ペア に し て 提示 され て いる の で 、 比 べ て 聞く こと が で きま す 。 ヨ ウ 形 は 常に 長音 で ある 
こと に 注意 きせ て くだ さい 。 

な お 、 こ こ で の ヨウ 形 は 、 勧誘 を 表す 機能 で す 。 第 58 課 の ヨウ 形 は 、 意志 を 表す も の で 、 
機能 が 異な る こと を 確認 し て くだ さい 。 

使っ て いる 語 切 は 、 以 下 の 動詞 で す 。 


食べ る 、 帰 る 、 電 話す る 、 や る 、 聞 く 、 や め る 


な お 、 学 習 目 的 で は あり ませ ん が 、「 山 田 さ ん は 何 て 言っ て いま し た か 」 と いう 質問 文 を 
何 度 も 聞く こと に よっ て 、「 何 て 言っ て いま し た か 」 が 耳 に 残る よう に な っ て いま す 。「 何 
で 育っ て いま Les] か ら 「 言 っ て まし だ か 」、| 言っ て た 」 まで 、 自 然 な 話し 方 で 提示 さ 
ん てい ます 。 こ の 言い 方 つい て 待 夫 を 促し て も ゆい いで し ょ う 。 (スタ リプ トナ 122 ペー ジ ) 


60 山田 さん は 田中 さん が 買っ た 本 を 読み まし た 


学習 目的 

名 詞 修飾 の 範囲 が 聞い て わか る 。 
留意 点 

| 山田 さん は 田中 さん が 買っ た 本 を 読み まし た | の よう に 、 1 文 の 中 に 「 山 田 さ ん 」 と 
「 田 中 さん 」 と いう 2 人 の 人 が 常に 出 て きま す 。 名 詞 修 飾 の 中 で は 「 一 さん が | と な り ま 
す が 、 主 節 で は |「 一 さん は 」 で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 ま た 、 名 詞 修 飾 は 1 つの ま 
と まり で 話さ れる こと に 気づか せ て くだ さい 。 練習 する うち に イン ト ネ ー シ ョ ン の 特徴 に 
な れ て 、 簡 単に 聞け る よう に な っ て くる で し ょ I. (スク リプ トゥ 123 ペー ジ ) 
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61 音楽 を 聞く の が 好き で す 


Ө 「 一 の 」 「 て こと 」 参 
学習 目的 
mo] | こと 」 を 使う 場合 と 使わ な い 場 合 が わか る 。 
留意 点 
「- の 」「 一 こと ] を 使う 場合 の 文 と 使わ な い 場 合 の 文 が 同じ 述語 で ペア に し て あり ます 。 
2 つ を 比較 し な が ら 聞 く こ と に よっ て 、 意 味 の 違 い を 理解 させ て くだ さい 。 
練習 11.「 一 病気 な の を 知っ て いま すか 」 は ~o] の 前 の 接続 の 形 に 注意 さき させ て くだ さ 
い 。 確認 の た め に 、 こ の 文 を 再生 きせ る の も いい 練習 と な る で し ょ う 。 
以下 の 述語 を 使っ て いま す 。 


| の が 好き だ 上 手 だ ]」 | の は 難し い グ 有名 だ 」 
「-- の を 見 る 」 | の が 聞こ える 」 |「- の を 待つ 知っ て いる 」 
= は = こと だ |] 


(スク リプ ト っ 123 ペー ジ ) 


62 写真 を と っ て ほし いん で す が 


@ 「~ だ い 」 「~ て ほし い 」 @ 


学習 目的 

依頼 し て いる の か 許可 を 求め て いる の か 聞き 分 けら れる 。 

留意 点 

会 話 の 中 で 「 一 た い ] また は 「 一 て ほし い 」 の どちら が 使わ れ て いる か に 注意 し 、 依 頼 
を し て いる の か 、 許 可 を 求め て いる の か わか り 、 最 終 的 に その 動作 を する の が 誰 な の か わ 
か る よう に な る た め の 練 習 で す 。 男 の 人 と 女 の 人 の 会 話 を 聞い て 、 そ の 動作 を する 方 を 選 
び ま す 。 動作 を する 人 は 、 依 頼 文 な ら 聞 き 手 、 許 可 求め の 文 で は 話し 手 で ある こと を つか 
ませ て くだ さい 。 練習 4. は 結婚 を 考え て いる 男 の 人 と 女 の 人 の 会 話 で す 。 これ は 依頼 の 表 
現 で すか ら 、 女 の 人 が 、 男 の 人 の 両親 に 会 うと いう よう に 単純 に 捉え て 下さ い 。 


(AP US b> 124 ペー ジ ) 
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1 指導 の 手引 


63 さい ふ を と られ た ん で す 


© 受身 形 (1 

学習 目的 

受身 形 が 使わ れ て いる か どう か 聞き 分 けら れる 。 
留意 点 

同じ 動詞 で 受身 形 が 使わ れ て いる 文 と 使わ れ て いな い 文 と が ペア で 出 て きま す 。 受身 文 
と そう で な い 文 を 対比 する こと に よっ て 、 受 身 文 の 動作 を する 人 が 誰か を は っ きり させ よ 
うと いう 意図 か ら で す 。 時 間 の 余裕 が ある 場合 は 、「 誰 が ーー し まし た か 」 と いう よう な 質問 
で 内 容 理 解 の チェ ッ ク を し て みて も いい で し ょ FD. 

ここ で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


| 捜す 、 な くす 、 取 る 、 頼 せ 、 は ほめる 、 誘 う 、 踏 せ 、 言 う 、 笑 う 


(スク リプ ト み 126 ペー ジ ) 


64 先生 に し か られ た ん だ 


Ө 受身 形 (2) © 
学習 目的 
受身 文 を 聞い て 、 ど の 動詞 の 受身 形 が 使わ れ て いる の か が わか る 。 
留意 点 
受身 形 を 聞い て どの 動詞 が 使わ れ て いる の か が わか る た め に は 、 文 全体 の 把握 が 必要 で 
す 。 様 々 な 受身 文 に な れ さ せる こと が この 練習 の ね らい で す 。 受身 文 で 使わ れる 頻度 の 高 
い 動 詞 が 出 て きま す 。 練習 11. の 「 捨 て られ た 」 は 、 女 の 人 に ふら れ た と いう 意味 、 練習 12. 
の 「 笑 われ た 」 は 喘 笑 きれ た と いう 意味 だ と わか っ て いる か 確認 し て くだ さい 。 
ここ で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


し か る 、 取 る 、 誘 う 、 壊 す 、 頼 む 、 ひ く 、 
ほめ る 、 盗 ぜ 、 招 待 す る 、 捨 て る 、 笑 う 


(スク リプ ト っ っ 128 ペー ジ ) 
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65 サリ ー さ ん は 先生 に 呼ば れ ま し た 


ө ZF) © 
学習 目的 
受身 文 か そう で な いか を 聞き 分 け て 動作 を する 人 が 誰か が わか り 、 文 全体 の 意味 が つか 


受身 形 (12) で 練習 し た 段階 を さら に 進め た 練習 で す 。 学習 者 は 、 受 身 形 が 使わ れ て いる 
か どう か を 判断 し 、 誰 が 誰 に 対し て の 行為 な の か 選び ます 。 習得 の 遅い 学習 者 に は 受身 形 
の 場合 、| (人 ) に 」 な ど 、 に 格 が 動作 主 で ある こと に 気づか せる こと が 大 切 で す 。 

この 課 で 使わ れ て いる 動詞 は 以下 の も の で す 。 


呼ぶ 、 ほ め る 、 誘 う 、 し か る 、 断 わる 、 頼 む 、 踏 む 、 
笑う 、( 与 真 を ) 撮る 、 起 こす 、 注 意 す る 、 割 る 


(スク リプ ト - 129 ペー ジ ) 


66 田中 と も うし ます が 


謙譲 語 (1) 不 規則 形 © 


学習 目的 
謙譲 語 の 不 規則 形 を 聞い て その 動詞 の 意味 が わか る 。 
留意 点 


ここ で は 、 先 生 と 学生 の 会 話 を 聞き ます 。 学 生 と 先生 な の で 、 謙 譲 語 は 常に 学生 の 方 が 
使う こと に な り ま す 。 謙譲 語 の 動詞 が 表し て いる 動作 は 、 話 し 手 自身 の 動作 で す 。 こ こ で 
は 学生 の 動作 を 表す 動詞 の 謙譲 語 を 聞い て 、 そ の 動詞 の 辞書 形 を 書き ます 。 学 生 が 先 に 話 
し た り 、 先 生 が 先 に 話し た り し ます が 、 学 生 の こと ば に 注意 し て 謙譲 語 を 聞き と る よう に 
指示 し て くだ さい 。 こ の 練習 を 始め る 前 に [ ] の 中 に あげ た 動詞 を 見 な が ら 、 そ の 謙 
譲 語 を 言わ せ て みる と いい で し ょ う 。 ここ で 取り 上 げ る 謙譲 語 は 以下 の も の で す 。 
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1 指導 の 手引 


も うす (言う )、 い た だ く (食べ る 、 飲 ぜ )、 ま いる (来る 、 行 く )、 


BS (いる )、 お 電話 する (する )、 う か が う 5) (聞く )、 
拝見 する (見 る )、 お 目 に か か る (会 う ) 


(スク リプ トー131 ペー ジ ) 


67 その 荷物 お 持ち し ます 


謙譲 語 (2 規則 形 「 お し ます 」 i 
学習 目的 

謙譲 語 の 規則 形 を 聞い て その 動詞 の 意味 が わか る 。 
留意 点 

ここ で の 会 話 に は 「 お ーー す る 」「 お ーー し ます 」「 お 一 し まし ょ う 」| と いう 謙譲 語 の 規則 形 
が 出 て きま す 。 それ ら を 使っ た 会 話 を 聞き 、 そ の 辞書 形 を 書か せる 練習 で す 。「 お ーー す る 」 
な どの | 一 | の 部 分 に よく 注意 し て 聞く よう に 指示 し て くだ さい 。 会 話 を 聞い て どん な 場 
面 な の か 想像 さき せる こと も 大 切 で す 。 練習 5. の 「 お 送り する 」 は 、 女 の 人 が 自分 の 車 を 持っ 
て いて その 車 で 駅 まで 送る と いう 意味 で ある こと が わか っ て いる か 、 確 認 し て くだ さい 。 

ここ で 取り 上 げ る 動詞 は 以下 の も の で す 。 


(スク グ クリプト 132 ペー ジ ) 


尊敬 語 と 謙譲 語 (О 
学習 目的 
尊敬 請 また は 謙 護 語 を 開 いて 、 そ の 動詞 の 意味 が わか る 。 


ここ で は 会 話 で は な 〈 文 を 聞き ます 。 そ の 文 の 動詞 が 先生 の 動作 な の か 学生 の 動作 な の 


か を 考え る 練習 で す 。 文 の 中 に は 、 尊 敬語 の 規則 形 や や 不 規則 形 、 謙 譲 語 の 規則 形 や 不 規則 
形 が 使わ れ て いま す 。 動詞 が 尊敬 語 か 謙譲 語 か で 、 ど ちら 側 の 動作 か が わか り ま す 。 尊敬 
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語 の 場合 は 先生 が し た こと に な り 、 謙譲 語 の 場合 は 学生 が し た こと に な り ま す 。 で すか ら 、 
尊敬 語 と 謙譲 語 を 聞い て わか る か どう か が ポイ ント に な り ま す 。 で き な か っ た ら 、 も う 一 
度 敬語 を 復習 させ て くだ さい 。 

ここ で 取り 上 げた 尊敬 語 と 謙譲 語 は 以下 の も の で す 。 


尊敬 語 お 借り に な る 、 お 休み に な る 、 い らっし ゃ る 、 め し あがる 、 
お 持ち に な る 、 い らっし ゃ る 、 お っ し ゃ る 、 お 書き に な る 、 
お 話し に な る 、 出 席 な さる 

謙譲 語 お 借り する 、 お 貸し する 、 お 会 いす る 、 お 電話 いた す 、 
お る 、 お 持ち する 、 お 送り する 


(スク リプ トー 133 ペー ジ ) 


69 も う 京 都 へ 行っ た か どう か 聞き まし た 
Ө 「~ か どう か 」 ~H] 


学習 目的 

[~~ か な か どう か | & [= な かな] を 使う と き の 使い 分 けが わか る 。 
留意 点 

例 で 提示 し た よう に 、 聞 く < 内容 が 「 は いい いえ | で 答え られ る 疑問 文 の と き は 「 一 か 
どう か 」 を 使い 、 疑 問 詞 の ある 疑問 文 の と き は 「 一 か | を 使い ます 。 こ この 練習 で は 使い 
分 け の 理由 が わか れ ば よい の で 、「 一 か どう か 」 が ある か な いか の 違い で 答え ます 。 RAT 
の も の は 簡単 で す が 、「 一 か どう か 」 と 「 一 か 」 の 使い 方 の 違い を 練習 を し な が ら 確 認 さ せ 
て くだ Ns 

ここ で 取り 上 げた 疑問 詞 は 以下 の も の で す 。 


| My つ 。 ど お こ 、 PA Bi, РЭ. i 


(スク リプ トー 134 ペー ジ ) 
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1 指導 の 手引 


70 五 百 円 し か あり ませ ん 


@ [~LA...Fth] @ 


学習 目的 
「 一 し か ... な い 」 と いう 否定 の 形 で 終わ る 文 の 意味 が わか る 。 
留意 点 


「 五 百 円 し か あり ませ ん 」 と いう 文 を 聞 に て 「 五 百 円 が な い 」 と まち が えて 捉え る 学習 
者 の 問題 は 、「 し か 」 と 否定 形 「 一 ませ ん 」 の 呼応 関係 に 関す る 知識 が あや ふ や だ っ た りす 
る た めで す が 、「 し か 」 が 現れ た ら 必 ず 「 一 ませ ん 」 な ど 耕 定形 の 対応 が ある こと に 注意 さ 
せ 、 意 味 は 「 一 だ け .. ある プ す る 」 に な る こと を 徹底 きせ ます 。 

練習 1. と 3. は 間 題 文 で は な く て 、 質 問 の 選択 肢 a.b. c. の 方 に 「 一 し か ... な い 」 が 使 
われ で て いま す 。 (スク リプ トゥ 134 ペー ジ ) 


7] 雨 が ふり そう で す 


様態 と 伝聞 の 「~ そ うだ ]」 
学習 目的 

様態 と 伝聞 の 「 一 そう だ ] の 接続 の 違い と 使わ れ 方 の 違い か ら ど ちら の 意味 か が わか る 。 
留意 点 

様態 の | 一 そう だ 」 と 伝聞 の 「 一 そう だ | の 聞き 分 け 練習 で す 。 会話 で どちら が 使わ れ 
て いる か は 、 内 容 が 理解 で きれ ば わか る は ず で す が 、「 そ うだ 」 の 前 の 接続 の 形 に 注意 させ 
まし ょ う 。 特に 。、 | お ゅ し いそ うだ 】 と 1 も いし そう だ |] の よう に 、 Па а Г か の 
聞き 分 け は 難し いで す 。 イ ント ネー ショ ン の 違い に も 充分 注意 を 向け させ て くだ さい 。 

この 練習 で 使っ た 「 一 そう だ 」 の 表現 は 以下 の も の で す 。 


| お いし そう で す 」 「 悪 か っ た そう で す 」「 結 婚 す る そう で す ]」 
「 は き 祭 が する そう で す 」| 「 う れ し そ う です] 「 行 っ て いる そう で す ] 
[аз сусу | | 廊 べ な いそ を う で す ] | きび し を う で す | [長き そう で す ] 


ーー 


(スク リプ ト 137—2) 
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72 会 議 は 3 時 か ら で す よ 


@「 で す よ 」 [~TL AS! @ 


学習 目的 

「 一 で す よ 」 と | 一 で し ょ う 」 の 人 税 い が 、 発 章 、 イ ント ネー ショ ン 、 会 話 の 流れ か ら わ 
か る 。 
留意 点 

「 一 で す よ 」 は 、 自 分 の 方 が 多く 持っ て いる 情報 を 相手 に 伝え る 言い 方 で 、「 一 で し ょ う 」 
は 、 自 分 の 持っ て いる 情報 を 確認 する 言い 方 で す 。「 一 で す よ 」 と 「 一 で し ょ う 」 は 、 学習 
者 に は 同じ よう に 聞こ える こと が あり ます が 、 全 体 の イン ト ネー ショ ン が 違 ゅ ゆま すか ら 

こ に も 注意 し て 開く よう に 指導 し て くだ さい 。 ま た 、 会 話 の 答え か ら も 、 ど ちら か が わ 
か る は ず で す 。 練習 を 重ね る に つれ て この 3 点 が 見 える よう 工夫 し て あり ます 。 

(スク リプ ト う 138 ペー ジ ) 


73 先生 は も う 帰 られ まし た 


Ө 尊敬 と 受身 Ө 
学習 目的 

尊敬 と 受身 の 意味 を 持つ 動詞 の 活用 形 を 聞い て 、 会 話 の 場面 か ら ど ちら の 意味 か が わか 
る 。 
留意 , 

尊 殴 と 受身 の 意味 を 持つ 動詞 の 活用 形 は 同じ な の で 、 活 用 形 だ け で は どちら の 意味 で 使 
われ て いる か わか ら な い 場 合 が 多い も の で す 。 こ の 練習 で は 、 そ の どちら で ある か を 構文 
と 会 話 か ら 聞 き 分 け ま す 。 テ ー プ で は 、 再 人 敬 ン 受身 の 表現 は 必ず 女 の 人 が 使う よう に 作っ 
て あり ます 。 こ の 練習 で 使っ た 動詞 は 以下 の も の で す 。 


さそ う 、 た の ぞ 、 注 意 す る 、 仕 事 を する 、 結 婚 す る 
<. 行く 、 信 め る 、 も どる 、 急 ぐ 


(スク リプ トー 139 ページ) 
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1 指導 の 手引 


74 あの レス トラ ン へ 行っ た こと が あり ます か 
「 一 だ こと が ある 


学習 目的 

| 一 た こと が ある 」| を 聞い て 、 意 味 が わか る 。 
留意 点 

| 一 た こと が ある 」 を 使っ た 会 話 を 聞き ます 。 あ ら た まっ た 言い 方 の |「 一 た こと が ぁ り 
ます か | か ら 。 く だ けた 言い 方 の | 一 た こと ある 」 まで 、 き ま ぎ ざま な 言い 方 が 入っ て いま 
す 。 解答 用 紙 で は 、 動 詞 の 夕 形 を 書く こと に よっ て 、「 一 た こと が ある な い 」 と いう 文 が 
MLSs | 一 だ た こと が 一 」 と 。 タ 形 で ある こと に も 、 あ ら た め て 注意 きせ て くだ きい 。 

また 、 余力 が あれ ば 、 経験 の 回 数 を 表す 言い 方 、「 一度 回 、 何 度 も ある | 「 一 度 も ー な 
э] に も 注意 を 向け させ て くだ さい 。 

会 詰 に も 注意 を 向け きせ 、 内 容 の 確認 を する と いい で し ょ う 。 (スク リプ ト う 140 ペー ジ ) 


75 日 本 に 来る と き 買 っ た ん で す 


学習 目的 
| こる と き 」「 一 た と き 」| の 違い が わか る 。 


| 一 る と き 」 は その 動作 が 未完 了 、|「 一 た と き 」 は その 動作 が 完了 し た 「 と き 」 ERLE 
Fa 

И) 日 本 に 来る と き 、 カ メラ を 買っ た 。… つ 自分 の 国 で 買っ た 。 

日 本 に 来 た と き 、 カ メラ を 買っ た 。… 日 本 で 買っ た 。 

これ は 学習 者 の 母語 の 影響 が 大 きい 項目 な の で 、「 一 る と き 」 か 「 一 た と き 」| か は 主 節 の 
テン ス と は 無関係 で あっ て 、 動 作 の 完了 ・ 未 完了 で 決ま る と いう こと を よく 確認 し て くだ 
さい 。 

練習 の 前 に 、 例 えば 「 日 本 に 来る と き ー し た 」 と 「 日 本 に 来 た と き ー し た 」 を 比較 し て 、 
どこ で その 動作 を し た か を 確認 する と いい で し ょ う 。 

練習 5. 6. の | と ちゅ う |」 と いう こと ば が わか ら な い 人 の た め に 、 さ し 絵 が 入れ て あり ま 
а 
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な お 、 こ こと で は | で て ゅ いる と き 」| は 取り 上 げ て いま せん 。 (スク リプ ト - 142 ペー ジ ) 


読め ば わか り ま す 


@ 条件 の 「~ ば 」 @ 


学習 目的 
「A ば B」 文 の 前 後 の つ な が り を 聞い て わか る 。 
留意 点 


[AIZB | の 文 は 基本 的 に は A の 条件 を 満た し た と き 、B が か が 実現 され る こと を 表し ます 。 
練習 を 通し て A と B の つなが り が つか め る よう に な り 、 学 習 効果 が 出 て くる よう に 工夫 し 
まし た 。 練習 5. や 7. の よう に 慣用 的 に 使わ れる も の も あり ます 。 

な お 、 習 得 の 遅い 学習 者 に は 、 ビ ー プ 音 で テー プ を 止め て 、 選 択 肢 を 読む 時 間 や 選ぶ ぶ 時 
間 を 与え る と よい で し ょ う 。 (スク リプ トゥ 143 ペー ジ ) 


I どう し た ん で すか 


等 「 ど うし だ ん で す ガ 」 「 ど うす る ん で す が ガ 」 など Ө 

学習 目的 

1 だ し た | 1 どう する 」 と いう と き の 「 ど うー っ | の 形 の 其 味 が わか る 。 
留意 点 

[EJ] は 初級 の は じ め で 学ぶ こと ば で す 。 し か し 会 話 の 中 で 使わ れる と 、 わ か り に く 
く 《 く な る よう で す 。「 ど うし た ん で すか 」 や 「 ど うし た 」| な どの 疑問 文 は 、 会 話 の 中 で 、 動 作 
や 状態 の 理由 を た ず ね る の に よく 使わ あれ ます 。 ま た 、| どう する ん で すか 」 | どう すず する] は 、 
これ か ら の 動作 の 選択 を 求め る 機能 が あり ます 。 し か し 、 学 習 者 に は こう し た 機能 を 理解 
し て いな いた め 、 誤 解 が 起こ っ た り 会 話 が 不 自然 に な っ た り し ます 。「 ど う 一 」 に は 、 他 に 
も きま ぎ ま な 言い 方 、 例え ば 「 ど うし て | どうやって] 人 など が あり ます が 、 こ こ で は ほ 、 先 

に あげ た 2 つ に し ぼり まし た 。 ま た 、 こ の 練習 で は 、 文 脈 が よく わか ら な いと 難しい 場 合 
が ある の で 、 明 確 に どちら か が 選べ る よう な 文 に し まし た 。 答え 合わ せ を する と き 、 な ぜ 
その 答え に し た か を 言わ ちせ て 、 ど ん な 文脈 を 学生 が 考え て いた か を 確認 し て みる と いい で 


Lak Bs (スク リプ ト み 144 ペー ジ ) 
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1 指導 の 手引 


IE 少し 本 せる よう に かなり まし た 


@ [~<@S] 「~ に な る 」 「~ よ うに な る 」 @ 


学習 目的 

変化 を 表す | 一 く な る 」 | 一 に な る 」「 一 よう に な る 」 の 意味 が わか る 。 
留意 点 

[よう に な る 」 が 続く た め に 前 の 動詞 が わか り に くく な る 傾向 が あり ます 。 こ の 練習 で 
は 、 同時 に 、「 よ うに な る | が 次 の よう な 変化 の 表現 と 同じ 使い 方 で も ある こと に 気づか せま 
a 


名 詞 士 に な る (先生 に な る ) 
ナ 形 容 詞 士 に な る (元気 に な る ) 
イ 形容 詞 士 く な る (EKTA) 


「 よ うに な る 」| の 前 に 来る 動詞 は 、 習 慣 (練習 3.10.) や 状態 を 表す も の で 、 可 能 形 ( 例 
2. 練習 5. 7.) や 、 否 定形 な ど が よく 使わ れ ま す 。 

あら た まっ た 言い 方 、 く だ けた 言い 方 、 過 去 、 非 過去 が 混ざっ て いる の で 、 注 意 さ せま 
г А (スク リプ ト 146 ペー ジ ) 


PO まい に ちら 上 超 く よう に し て 《 だ さい 


@ 「~ よ うに し て くだ さい 」 「 て て くだ さい 」 @ 

学習 目的 

[~k9 LTC HS] と いう 指示 が 聞き と れる 。 
留意 点 

「 一 て くだ さい 」 と いう 指示 は 聞き と れ て も 、「 一 よう に し て くだ さい 」 と いう 指示 に な 
る と 聞き と れ な いら 学 習 者 が 多い で す 。「 一 よう に 」 が つく の は 、 例 えば | 日 本 語 が 話せ る よ 
うに な り ま し た 。」 の よう に 、 習 慣 的 な こと や 、 繰 り 返 し その 行為 を する 場合 で す 。「 一 よ 
うに し て くだ さい 」 は 、 學 曲 な 指示 に な り ま す 。 こ れ に 対し て 、「 一 て くだ さい ] は 直接 的 
で す 。 ある 具体 的 な その 場 限り の 行為 を 指示 する と き に は 、「 よ うに 」 は 使わ な いで 、「 一 て 
くだ さい 」 と いい ます 。 練習 で は 、 状 況 が わか りや すい よう に 、1. で は 、 医 者 と 患者 の 会 
ай, П. Cla, 先生 と 学生 の 会 話 に し まし た 。 練習 する うち に 、 こ の 2 つの 言い 方 の 使い 分 
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けが 理解 で きる よう に な る で し て Ds 最初 に | よう に | が 入っ て いる か どう か チェック 
させ て 、 そ の あと で 、 も う 一 度 テ ー プ を 聞か せ 、 そ れ ぞ れ の 動詞 を 書か せま す 。 書 く の に 
時 間 が か か る の で 、 テ ー プ は 止め な が ら 使用 し て くだ さい 。「 一 くだ さい | の 前 に は テ 形 、 
[一 よう に し て くだ さい 」 の 前 に は 辞書 形 が 来 て いる こと に も 注意 きせ ます 。 こ こ で は 
К 一 な いよ うに 」] は 取り 上 げ て いま せん 。 

それ ぞ れ の 会 話 の 状況 が よく 理解 で き て いる こと が 大 切 で す 。 (スク リプ トゥ 147 ペー ジ ) 


80 忘れ な いよ うに 書い て お きま す 


目的 の 「 一 よう に 」 
学習 目的 

「A よ うに B す る | と いう 構文 を 開い て 、A は ぐ く 目 的 > ヶ >、B は くそ の た め の 行 為 > と い 
う 意味 関係 が わか る 。 
留意 点 

「 よ うに 」 の 前 に は 可能 形 や 否定 形 が 来る こと が 多い で す 。 それは 、 く 話し 手 の 意志 で 決 
め ら れ な いこ と > に 「 よ うに 」 が 接続 する か ら で す 。 

練習 で は 、 前 半 部 分 | 一 よう に 」 まで を 聞か せ 、 そ の 目的 に あっ た 後半 部 を 選ば せま す 。 
学生 が すぐ に で き な い よう で あれ ば 、 ビ ー プ 音 で テー プ を 正 め る 必要 が ある で し ょ う 。 そ 
の 後 で 、 全 文 を も う 一 度 聞 いて 自分 の 答え を 確認 させ て くだ さい 。 これ は 予測 の 練習 で 、 
予測 し て 聞く 、 つ まり | 頭 で 聞 く 」 こと が 大 切 で す 。 

ここ で は 以下 の よう な 表現 を 取り 上 げ ま し た 。 


県 る まう に に 聞こ える よう に 。 鬼 〆 る よう に 、 EE まま に を な る よう に 
Бл Е. ЖЕЛ» О. 次 と さき な に まう EE。 Herve 5 (с, 
ころ ば な いよ うに 、 風 邪 を ひか な いよ うに 、 聞 こえ な いよ うに 


( み リ プ ト ッ 149 ペー ジ ) 


Ol お 人 金 が な く て 買え ませ ん で し た 


RA - EBO [~T] 


学習 目的 
ГАС, B] の 文型 を 聞い て 、A が 原因 ・ 理 由 を 示し て いる の か 、 そ う で な い の か を 、 
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1 指導 の 手引 


区 別 で きる 。 
留意 点 

ГАС, В] の 文型 で 、A と B の 意味 関係 が すぐ つか め る た め に は 、A の テ 形 が よく 聞 
き と れ る 必要 が あり ます 。 練 習 6. 8. は 倒置 に な っ て いる こと を 指摘 し な いと 理解 で き な い 
学習 者 も いま す 。 

クラ ス 全 体 で 答え 合わ せ を する と 、 学 習 者 の 意外 な 誤解 な ども 発見 で きま す 。 


(スク リプ トー- 150 ペー ジ ) 


62 子ども に そう じ を させ ます 


使役 (1) 
学習 目的 
使役 文 を 聞い て 誰が 実際 の 動作 を する か が わか る 。 
留意 点 


| (私) は B に 一 させ ます 」 と いう 文 で は [M] は 文 に 現れ て いま せん 。 学 生 は 助詞 「 に 」 
を 聞い て 判断 し ます 。 解答 用 紙 に は (私 ) と いう 形 で 示し て あり ます 。「( 私 は )」 で 始ま る 
文 以 外 は すべ て |「A が B に きせ る 」 と いう 形 を と っ て いま す の で 、 実 除 に 動作 を する の は 
常に B に な り ま す 。 数 多く その 形 を 聞く こと に よっ て 、 使 役 文 の 構造 を 定着 させ る 練習 で 
Wa 

ここ で 取り 上 げた 動詞 は 以下 の も の で す 。 


94. HI. FCS. BI. ЕЭ. He, Ro. Bo. 
deara., Jeo О 4S BOCA. WS. BIS, 笑う 


(スク リプ ト - 151 ペー ジ ) 


бз ちょ っ と 待た せ て いた だ け ま すか 


® 使役 2) @ 


学習 目的 
使役 形 を 使っ た 許可 を 求め る 表現 と 使役 形 を 使わ な い 依 頼 や 加 告 の 表現 を 聞き 、 誰 が 動 
作 を する か が わか る 。 


49 


留意 点 

「~ て くだ さき さい 」 は 相手 に 動作 を 促す 依頼 や 忠告 の 表現 で す が 、「 使 役 形 + て くだ さき さい 」 
は 「 相 手 ] で は な く て 「 自 分 ] が 何 か す る た め の 許 可 を 求め る 表現 で 、 そ れ ぞ れ 動 作 を す 
る 人 は 異な り ま す 。 使役 形 の 音 に 聞き な れる と と も に 依頼 表現 、 許 可 を 求め る 表現 を 短い 
会 話 文 を 聞く こと に よっ て 習得 させ る こと を ね ら っ て いま す 。 

ここ で 取り 上 げた 表現 は 以下 の も の で す 。 


| 話し 手 が 動作 を する も の | させ て くだ さい 」 
「 一 きせ て くだ さい ませ ん か 」 
「~ き させ て いた だ け ま すか 」 
| とき 8! て いた だ きた の ん で すけ ど 」 
「 一 させ て も ら っ て も いい で すか 」 
[一 させ て いた だ きま す ]」 
聞き 手 が 動作 を する も の [一 て くだ さい 」「 一 た ほう が いい で す よ 」 
| - て いた だ け ま すか | | 一 て いた だ け ま せん か 」 


(Ж? ТУ > 151 ページ) 


84 これ 使わ せ て も ら え ませ ん か 


© 依頼 の 「~ し て くれ る か 」 「~ さ ませ て くれ る か 」 BE @ 


学習 目的 

依頼 文 を 聞い て 、 誰 が 動作 を する か わか る 。 
留意 点 

[し て も いか] [し て くれ る か か] | ~~ ミ せ て くれ る な か | な ど 種 々 の 依頼 文 を 聞い て 、 
誰が 動作 を する か わか る よう に し ます 。 依頼 文 は 多様 な の で 、 あ ら た まっ た 言い 方 、 く だ 
けた 言い 方 を 合わ せ て 、 練 習 の 前 に た バリ エー ショ ン を 確認 する と いい で し ょ ds. 

「 一 し て くれ る 」「 一 きせ て くれ る 」 な ど で は 、… 部 分 が 使役 形 か どう か に 注意 する こと 
が 大 切 で す 。 ま た 、「 一 し た い 」「 一 し て ほし い 」 の 対立 に 加え て 、「 一 部 分 が 使役 形 か ど 
うか で 、 動 作 主 が 違っ て くる の で 、 同 様 に 注意 する こと が 必要 で す 。 

ここ で 取り 上 げた 表現 は 以下 の も の で す 。 
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1 指導 の 手引 


| る を で くれ る 」 「= 人 きせ な て だき wd 
「~ き させ て くだ きい ませ ん か 」 

[= きせ て も ら を ませ ん か | 

「 一 きせ て も ら っ て も いい で し ょ うか ] 
| て も いら ゅ で し 1 うか | 一 て も よろ し ゅ で すか 」 
| 一 た いん だ けど | 一 きせ て ほし いん で す が 」 
聞き 手 が 動作 を する も の 。 「 一 て くれ る 」「 一 て くれ な い 」 

|= て も ね を た ませ ん か | みて で だ な だけ まず 二 」 
| こ て い た だ け な ぃ で し ょ うか 」| て は し いん で すけ ど 」 


「- て いた だ きた いん で す が 」 
(スク リプ トー 153 ペー ジ ) 
бэ カメ ラ を こわ し て し まっ た ん で す 


© 「~ て し まう 」 @ 


話し 手 が 動作 を する も の 


学習 目的 

Гро В -by Гео | =» ге шл фа Ет 
言い 方 を 聞い て 、 そ の 意味 が わか る 。 
留意 点 

習得 の 遅い 学習 者 の 場合 は 、 以 下 の 音 の 変化 の 形 を 復習 し て か ら 始 め る と いい で し ょ う 。 


| で で し まっ た | | こち ゃ っ た ]」 [= て に あう = ちまう 
「~ で し まう 」 っ 「~- ヒ じゃ っ た |」 | 一 で し まっ た | っ [ол |] 


クラ フラ ズ スズ で = て で て し じ ま うこ で まっ た | の 部 分 を すま すず | | 一 まし た | {Фә Се) 
と どん な 達 い が ある の か な ど 話 し 谷 っ て も に に で し ょ う 。 (スク リプ ト っ 154 ペー ジ ) 
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96 いい ん じゃ な い 


Ө г-и 
学習 目的 
| 一 と 思う 」 と いう 機能 を 持つ 「 一 ん じゃ な い 」 の 意味 を 理解 し 、 話 者 の 意見 が わか る 。 
留意 点 
「 い いん じゃ な い 」 | や すい ん じゃ な い 」「 わ か っ た ん じゃ な い 」|」 な ど 、 よ く 日 常 会 話 で 
使わ れる 表現 で す が 、 な れ て いな い 学 習 者 は 否定 の 意味 に 理解 し て し まい ます 。「 ん じゃ 
な ゅ | が | と 加 う 」 と いう 意味 で 使 あ れ て いる こと 、 そ し て | 一 ん 上 ゃ な い 」 の 部 分 が 
1 つめ の か た まり と し て 提 ら ちえ らち れる よう に 指導 し て くだ さき ゅ 。 (スク リプ トゥ 156 ペー ジ ) 


97 行く ん じゃ な いか と 思い ます 


「 と ん じゃ な い が ガ こ と 思う 」 
学習 目的 

| 一 ん じゃ な いか と 思う | の 部 分 が か た まり と し て 捉え る こと が で き 、 話 者 の 意見 が わ 
が る 。 
留意 点 

前 の 「 い いん じゃ な い 」 の 練習 と 同じ 形式 の 練習 で す 。 

| ん じゃ な いか と 思う |」 と 「 こん じゃ な いと 思う 」 で は 意味 が 違い ます 。「 一 ん じゃ な 
いか と 思う 」 A [r] が 聞き 分 け の ポイ ント に な る の で す が 、 何 回 も 聞い て 「- ん じゃ な 
いか と 思う 」 の 部 分 を 1 つの か た まり と し て 提 え る よう に 学習 者 に 指示 し て くだ さい 。 
(スク リプ トッ ゥ 158 ペー ジ ) 


99 写真 を と られ まし た 


使役 と 受身 | 


学習 目的 

使役 文 や 受身 文 を 聞い て 実際 に 動作 し た 人 が 誰 な の か わか る 。 

留意 点 

受身 文 や 使役 文 を 聞い て 、 誰 が する の か 、 誰 が され る の か 、 誰 が 命じ し た り 、 許 可 し た り 
する の か 、 と いっ た 人 間 関 係 を つか む の は 、 かなり 難し いよ う で す 。 助詞 、「 が 」 「 を 」「 に 」 
と 動詞 の 形 に 注意 を 向け させ な が ら 、 聞 か せ て くだ さい 。 1 . で は 、 単 文 を 聞い て この 関係 
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1 指導 の 手引 


を 聞き 分 け ま す 。 最 初 に 質問 文 が あり ます 。 その 後 、a 一 d の 文 を 聞き な が ら 、 先 の 質問 
に 対し て それ ぞ れ 「 は い |」 か 「 い いえ | を 選び ます 。 やり方 を よく 確認 し て か ら 始 め て く 
Raw, П. で は 、 会 話 を 聞い て その 状況 を つか ん で か ら 、 こ の 状況 説明 を 正しく 説明 し て 
いる 文 を 選び ます 。 (スク リプ ト み 159 ペー ジ ) 


89 シャ ワー を あび に 行く と ころ な ん だ : 


学習 目的 
[~E ARE] を 含む 文 を 聞い て 、 ど の 場面 を 説明 し て いる か が わか る 。 
留意 点 
[と ころ だ | の | 一 | に は 、 動 詞 の 辞書 形 か | 一 て いる | か 夕 形 が きま す 。 辞書 形 の 
と き は 今 か ら そ の 動作 を する こと を 表し 、| 一 て いる 」 の 形 の と き は 今 そ の 動作 を し て いる 
こと を 表し 、 形 の と き は 今 そ の 動作 を し た こと を 表し て いま す 。 こ こ で は 、。 そ の 動作 を 
順番 に 示し た 絵 を 見 て 、 ど の 段階 か を 選び ます 。「 一 と ころ ] の | 一 ] の 部 分 を よく 聞く よ 
に させ ます 。 こ こ で 取り 上 げた 動作 は 以下 の 通り で す 。 


シャ ワー を 浴び に 行く 手紙 (返事 ) を 書く | 
浴び て きた 書い た 
浴び て いる 
Tae YS カレ ー を 作っ て いる 
で て る (Еэ 7 
Lt 


( ス み リプ トッ 161 ペー ジ ) 


90 レポ ー ト を 書か な けれ ば な り ま せん 。 o 
|「 一 な けれ ば な ‘SEL な きゃ 」 な ど © 


学習 目的 
| 一 な けれ ば な ら な い 」 の さま ざま な 変形 を 聞い て わか る 。 
留意 点 


話し こと ば で は 「 一 な けれ ば な ら な い 」 は さま ざま に 変化 し ます 。|「 一 な けれ ば な ら な い 」 
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の 1 一 な けれ ば 」 の と ころ は 、「 一 な くち ゃ 」「 一 な きゃ 」「 一 な けり ゃ 」 と 変化 し ます 。 こ 
こ で は | 一 な くち ゃ 」 Е [Г-та] の 2 つ を 練習 し ます 。 ま た 「 な ら な い 」 の 部 分 は 、 
|「 な り ま せん 」「 い け ま せん 」 と いう マス 形 の 他 に 、「 な ん な い 」「 い け な い 」 な どの 言い 方 
が あり ます 。 ま た 、 こ の 部 分 は 省略 され る こと も あり ます 。 こ うし た こと ば は 日 常 の 生活 
で 非常 に よく 使わ れ ま す が 、 学 習 者 に は 理解 し に くい で し ょ I. どの 形 も 意味 は 同じ で す 
か ら 、 練 習 で 音 に な れる よう に させ ます 。I. は 動詞 の 部 分 を 選択 する も の で す が 、 FOB 
い に 気 が つく よう に する 練習 で す 。 II. は 動詞 の 部 分 を 書く こと に よっ て 、「 一 な きゃ な ら 
な い 」 の と ころ より その 前 の 部 分 の 方 が 、 意 味 の 理解 に は 重要 で ある こと を 知ら せる 練習 
сӯ. П. 8. の 「 送 ん な きゃ 」 の よう に 「 ら 」 が 「 ん 」 と 発音 きれ て いる こと に も 言及 する 
と いい で し ょ よう 。 

ここ で 取り 上 げた 動詞 は 以下 の も の で す 。 


練習  . 書く 、 見 る 、 覚 える 、 来 る 、 働 く 、 使 う 、 
持っ て 行く 、 帰 る 、 勉 強 す る 
練習 II. 手伝う 、 返 す 、 行 く 、 払 う 、 飲 む 、 相 談 す る 、 


洗濯 する 、 読 む 、 送 る 


(スク リプ トー 162 ペー ジ ) 


これ か ら 出 か け な き ゃ ならない ん で す 
「 と な きゃ や ゃ ならない 」 など 


学習 目的 

| 一 し な けれ ば な ら な い 」| の さま ざま な 変形 を 含む 会 話 を 聞い て 意味 が 理解 で きる 。 
留意 点 

ここ で は 男女 の 会 話 を 聞き 、 そ の 中 で 使わ れ て いる 「 一 な きゃ な ら な い 」 な ど を 理解 し 、 
女 の 人 が 何 を し な けれ ば な ら な いと 言っ て いる か を 動詞 の 辞書 形 で 書き ます 。 自然 な 会 話 
な の で 一 度 聞 いた だ け で は 難し いか も し れ ま せん 。 何 度 か 聞か せ て も いい で し ょ う 。 ど の 
練習 も 、 会 話 の 最後 に 女 の 人 が 「 一 な きゃ 」 の 形 を 使っ て いま す 。 会 話 の 後半 の 女 の 人 の 
こと ば に 特に 注意 し て 聞く よう 指示 し て も か まい ませ ん 。 こ こ で 取り 上 げた 主 な 動詞 は 以 
の も む の で す 。 
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1 指導 の 手引 


出かけ る 、 帰 る 、 勉 強 す る 、 遊 ぶ 、 入 れる 、 


書く 、 返 す 、 終 わら せる 、 で きる 


(スク リプ トー- 163 ペー ジ ) 


02 レポ ー ト は 書か な く て も いい で し ょ うか 


@「 一 な けれ ば な ら な い 」 「~ な く て も いい 」 @ 


学習 目的 
| 一 な けれ ば な ら な い | と 「 一 な く て も いい 」| の 意味 の 違い が わか る 。 
留意 点 


会 話 を 聞い て 、 男 の 人 が それ を し な けれ ば な ら な い の か 、 し な く て も いい の か を 判断 す 
る 練習 で す 。「 一 な けれ ば 」 の 部 分 の 音 は 変化 し や すい の で す が 、 こ こ で は それ が た くさ ん 
使わ れ て いま す 。 ま た 反対 の 意味 に な る 「 一 な く て も いい 」 も 入っ て いま す 。 会話 は 自然 な 
話し こと ば な の で 、 難 し いも の も あり ます 。 聞 く 前 に 、 練 習 の 各 文 を 読ん で 発音 と 意味 を 確 
認 し た り 、 テ ー プ を 繰り 返し 聞い た り し て くだ さい 。 こ の 言い 方 に な れ て いな い 場 合 は 前 の 
課 を 学習 し て か ら こ れ を や る と いい で し ょ う 。 ここ で 取り 上 げた 動詞 は 、 以下 の も の で す 。 


mi. #6, BY. VS. ЗАЗ ЧУС. BAS, Дати ШТ | 


(スク リプ ト き 164 ペー ジ ) 


03 日 本 語 を 勉強 する た め に 来 ま し た 


原因 と 目的 の 「~ だ め ( に )」 © 


学習 目的 
「A た め ( に ) В] 文 を 聞い て A が 原因 か 目的 か わか る 。 


「A た め ( に ) B] の A が 動詞 の 辞書 形 の と き 、 目 的 の 意味 に な りや すい で す 。A が 名 詞 
の 場合 は 「 の |] が 必要 で す 。A が 動詞 の 否定 形 、 過 去 形 、 イ 形容 詞 、 ナ 形容 詞 の と き は 、 
原因 の 意味 に な りや すい で す 。 練習 1. と 2.、 練 習 3. と 4. は それ ぞ れ 同じ 動詞 を 使っ て 、 
A と B と の つなが り の 違い が 明確 に わか る よう に 工夫 し て あり ます 。 練習 する うち に 学習 
効果 が 上 が る は ず で す 。 例 1.2. を 使っ て 文法 の 確認 を する と いい で し ょ う 。 
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な お 、 習 得 の 遅い 学習 者 に は 、 途 中 で テー プ を 止め て 選択 肢 を 読ん だ り 、 選 ん だ りす る 
時 間 を 与え て くだ さい 。 (スク リプ ト - 165 ペー ジ ) 


04 引っ こし な の に まだ か た づけ て いま せん 


© 「 一 (な ) の で 」 「 一 (な ) の に 」 


学習 目的 
ГА (な ) の で B」 ETA (な ) の に B」 の A を 聞い て 、B を 予測 する 。 
留意 点 


ГА (な ) の で B」 の 文 は 、A に B の 理由 と な る も の が 入り ます 。 一 方 「A (な ) の に B」 
の 文 は 、A か ら 当 然 予測 きれ る こと に 反する こと が B に 来 ま す 。 練習 1. か ら 4. ま で は 「A 
(な ) の で B|」 ETA (な ) の に B」 の 2 つの 文 を ペア で 提出 し て 、 そ の 違い が よく わか る 
よう に し まし た 。 そ れ 以 降 の 学習 効果 を 上 げ る た めで す 。 

な お 、 習 得 の 遅い 学習 者 に は 、 途 中 で テー プ を 止め て 、 選 択 肢 を 読ん だ りす る 時 間 や や 選 
ん だ りす る 時 間 を 与え て くだ さい 。 (スク リプ トー 166 ペー ジ ) 


05 雨 が ふっ た ら 中 止 で すか 


@ [~E5) ~T] @ 

学習 目的 

[「A た ら B」 と 「A て も B」 の A を 聞い て 、B を 予測 する 。 
留意 点 

「A た ら B」 の 文 と 「A て も B」 の 文 と が 出 て 〈 る 会 話 で 、B を 予測 し ます 。「A て も B」 
が 先 に 出 て くる 会 話 は 、 練 習 1. と 6. だ け で 、 他 の 会 話 は 全部 、「A た ら B」 で 始ま り 、 会 
話 の 相手 が 「A て も BB」 を 使い ます 。「A た ら B」 è [ATSB] が 同じ 会 話 の 中 で 使わ れ 
る こと に よっ て 、 そ の 使わ れ 方 の 違い が わか りや すく な り 、 学 習 効果 が 上 が り ま す 。 

な お 、 習 得 の 遅い 学習 者 に は 、 途 中 で テー プ を 止め て 選択 肢 を 読ん だ り 選 ん だ りす る 時 
間 を 与え て くだ さい 。 (スク リプ ト っ 167 ペー ジ ) 


読む な ら か し て あげ る 


Ө [~85) 「~ だ ら 」 $ 
学習 目的 
「A な ら B」 と 「A た ら B」 の A を 聞い て 、B を 予測 する 。 
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1 指導 の 
留意 点 

この 練習 で は 「A な ら B] の 場合 A の 動詞 は 非 過 去 、「A た ら B] の 場合 A の 動詞 は 過去 
に し て あり ます 。 ま た 、 練 習 1. と 2.、 練 習 3. と 4. は 同じ 動詞 を 使っ て IA な ら Bl」 と 「A 
LEB] が ペア で 出し て あり ます 。 そ の 使わ れ 方 の 違い が よく わか り 、 学 習 効果 が 上 が り 
ます 。 

な お 、 習 得 の 遅い 学習 者 に は 、 途 中 で テー プ を 止め て 、 選 択 肢 を 読ん だ り 選 ん だ りす る 
時 間 を 与え て くだ さい 。 (スク リプ ト - 169 ペー ジ ) 


07 田中 さん が 入れ た ん で す よ 


学習 目的 

何 が 質問 の 焦点 な の か に よっ て 、「 は 」] [D] が 選ば れ て いる こと が わか る 。 
留意 点 

「 は 」「 が | を 聞き と っ て 、(  ) に 入れ させ ます 。 自然 な 日 本 語 で は この よう な 助詞 は 
あぁ まり は っ きり 聞こ えな い の で 、「 は 」「 が 」 を 聞き と る た め に は 、 文 脈 が よく わか り 、 ど 
こ に 聞き と る べき 情報 の 焦点 が ある の か が わか っ て いな けれ ば で きま せん 。 こ こ で は 、 質 
問 の 焦点 や その 質問 に 対す る 返答 の 情報 が 主 部 に ある と き は 「 が 」、 述 部 に ある と き は 「 は ]」 
と いう こと を 理解 させ ます 。 例 えば 、 例 1. の 「 こ の コー ヒー、 お いし いで すね 。 誰が 入れ 
た ん で すか 。」「 こ れ 、 田 中 さん (が ) 入れ た ん で す 。」 と いう 返答 で は 、「 田 中 さん 」 が 焦 
点 で すか ら 、「 が | と な り ま す 。 例 2. | あれ 、 田 中 さき ん は ? |] と いう の は 「 ど こ に いま す 
D | が 省略 され て いて 、 こ の 省略 され て いる 部 分 に 質問 の 焦点 が あり ます 。 こ れ に 対す る 
答え 「 田 中 さん (は ) 今 、 コ ー ヒ ー を 入れ て いま す 。」 は 、 述 部 の 情報 が 大 切 で すか ら 、|「 は 」 
Ои (スク リプ ト 170 ペー ジ ) 


08 1 時 間 も 待た され た ん だ 


Ө 使役 と 使役 受身 Ө 
学習 目的 
使役 と 使役 受身 の 聞き 分 けが で きる 。 
留意 点 
使役 と 使役 受身 の 区 別 は 初級 で は か な り 難 し いで し ょ う 。 こ こ で は 、 会 話 を 聞い た 後 、 
使役 また は 使役 受身 を 使っ た 文 で 、 会 話 の 内 容 に つい て 質問 が 出 ま す 。 会 話 は 、 一 度 聞い 
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た だ け で は 難し いか も し れ ま せん 。 繰り返し 聞か せ て くだ さい 。 ど ん な 場面 の 会 話 か な ど 
確認 し な が ら 進 め て か まい ませ ん 。 質問 の 文 が 使役 な の か 使役 受身 な の か に よく 注意 し て 
聞く よう 指示 し て くだ さい 。 

この 質問 の 文 で 使わ れる 使役 と 使役 受身 の 形 は 、 以 下 の も の で す 。 


待た な せる 、 手 伝 わ せ る 、 飲 ませ る 、 す わら せる 、 歌 わせ る 


待た され る 、 飲ま され る 、 買い に 行か され る 、 や め さ せ られ る 、 
持た され る 、 払 わ さ れ る 、 さ せら れる 


(スク リプ ト 172 ペー ジ ) 


09 駅 ま て 送り まし ょ うか 。 - 
© [~FLASAI 「 て ませ ん ガ 」 など Ө 
学習 目的 

「 一 まし ょ うか 」 | 一 ませ ん か 」 を 聞い て 、 誰 が 動作 を する か わか る 。 
留意 点 

「 一 ませ ん か 」「 一 な い 」 (| 食べ ませ ん か 食べ な い 」) は 誘い を 表す 表現 で す 。 一 方 、 
「 一 まし ょ うか |] | 一 ( よ ) う か 」 (持ち まし ょ うか / 持 と うか |) は 申し 出 を 表す 場合 を 、 
誘い を 表す 場合 の 両方 が あり ます 。 文 を 聞い た と き に 、 自分 が 誘い を 受け て いる の か 、 申 
し 出 を きれ て いる の か が わか る よう に する 練習 で す 。 

読 い の | 一 まし ょ う 」 は 知っ て いて も 、| 一 まし ょ うか 」 に 申し 出 の 表現 が ある こと を 知 
ら な い 学 習 者 は 多い の で 、 練 習 の 前 に 確認 する と いい で し ょ う 。 ま た 、〈 く だ けた 言い 方 の 
[=a] や 「 一 ( よ ) う か | は 、 聞 き な れ て いな い 学 習 者 も 多い の で 、 同 様 に 確認 する と 
ee で し ょ う 。 (スク リプ ト - 174 ページ) 
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2 ANIJ 


た だ えら 
正しい も の を 迄 ん で くだ さめ 。 
な か や ま が くせ い 
І. 例 中 山 さ ん は 学生 で す 。 
や ま だ せん せい 
。 山田 さん は 先生 で す 。 
りゅう が くせ い 
ミカ さん は 留 FETT. 
た な か が くせ い 
田中 さん は 学生 で す 。 
りゅう が くせ い 
. サ リー さん は 留 FETT. 


= GS о = 


П. 例 Ша дла АЕ, 
せん せい が くせ 


田 四 きん は 山田 先生 の 学生 で す 。 

‚ サリ ー き ん は 田中 さん の 友だち で す 。 
だ い が ゅ う が く せい 

ミカ さん は 千葉 大 学 の 留 学生 で す 。 


ШЕЕ О сЗ, 


らせん せい に 【 


‚ 木村 先生 は 日 本 大 学 の 先生 で す 。 


л A O мын 


な か や ま せん も ん けい ざい 
Ш. 例 中 山 さ ん の 専門 は 経済 で す 。 
た な か せん せい き むら せん せい 
. 田中 さん の 先生 は 木村 先生 で す 。 
せん も ん きょう いく 
ミカ さん の 専門 は 教育 で す 。 
くに 
、 サ リー きん の 国 は イギリス で す 。 
わ だ せん せい せん も ん か が く 
. 和田 先 生 の 専門 は 化学 で す 。 
せん せい PE だ せん せい 
ミカ さん の 先生 は 山田 先生 で す 。 


1 
2. 
3 
4 
5. 


BELO Ж®|{, 例 の よう に X を つけ て くだ さい 。 


例 1 貼 山 さん は 学生 で す 。 
例 2 中 山 さ ん は 先生 じゃ あり ませ ん 。 
練習 

1. 田中 さん は 学生 で す 。 


6r 


о a Nn wo я® бә Ей 


た な か せん せい 
. 田中 きん は 先生 じゃ あり ませ ん 。 


サリ ー さ ん は 暫 学生 で す 。 
マリ きん は 日 本 人 じゃ あり ませ ん 。 
田中 きん は る が 流 大 学 の 学生 じゃ あり ませ ん 。 


。 サ リー きん は 田中 きん の 友だち で す 。 


らせん せい 


、 木 料 先生 は 経済 の 先生 で す 。 


NS LIGA X) ROW 学生 で す 。 

な か や ま き な らせん せい ES 

Шаа за, 
マリ ミ さん は イギリス の 留 学生 ト ゃ あり ませ ん 。 


Pa 
例 1 
例 2 
練習 


Ji 
Alen ЫЕ CT. 


トー 
= 
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KO Con SS OU ® б> ES 


き か っ こ か 
а Ж ) に ひら が な を 書い て くだ さい 。 


中 出さ ん は 学生 で す 。 
が くせ い 


中 山 さ ん は 筑波 大 学 の 学生 で す 。 


な か や ま 

う が く せい 
ミカ さん は カナ ダ の 留 学生 で す 。 
な か や ま き むら せん せい が くせ い 
中 山 さ ん は 木村 先生 の 学生 で す 。 
た な か に ほん だ い が く が く せい 
田中 さん は 日 本 大 学 の 学生 で す 。 


、 サ リー さん は 田中 さん の 友だち で す 。 


な か や ま 


。 牛山 さ ん も 田中 さん の 友だち で す 。 


くに 
ジョ きん め の 国 は イギリス で す 。 


サリ ー き ん の 国 も イギリス で す 。 


せん も ん きょう いく 
ミカ さん の 専門 は 教育 で す 。 


第 4 課 


2 の リト 


た だ 172 じ そら 3 
ЧК лт T(E. 


are: に ひゃく ご じゅ う 


例 1 
練習 


例 2 


じゅ う は ち は ち じ ゅ うい ち 
b. 
ご じゅ うろ く ろく じゅ うど ご ろ っ ぴ ぱ ゃ く ご 
56 а. 605 
ろく じゅ うき ゅ う きゅう じゅ うろ く きゅう ひゃく ろく 
2. h, 
よん じゅ う は ち * よん ひゃく じゅ う は ち よん ひゃく は ち 
J К. 
ひゃく じゅ う ひゃく じゅ うい ち 
110 m, 
さん びゃく ご じゅ う さん びゃく ご さん ぜん さん じゅ う ご 
о. 305 р. 3,035 
は っ ぴゃ くい ち は っ ぴゃ くじ ゅ う は っ ぴゃ くじ ゅ うい ち 
Г. S 
せん ろ っ ぴゃ く せん ひゃく ろく じゅ う いち まん ろく せん ひゃく 
1, 600 и. 1,160 У, 16, 100 
に ひゃく ろく じゅ うな な に せん ろ っ ぴゃ く な な 
X., ? 
な な せん は っ ぴゃ く ご じゅ う な な まん は っ せん ご ひゃく 
9 2 ° 9 


か 
ね だ ん を 書い て くだ さい 。 


例 1 男 : 


に じゅ ゆう ご えん 


練習 


= 例 2 男 : い くら で すか 。 
ieee 女 : 100 円 で す 。 


> BEX о, 


ご じゅ うえ ん 


al PTT 


SARE, OLE CTR, 
は ち じ ゅ う ご え ん 


円 Cd 


10. 


cme 


12, 


13. 
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+e хаж ха хаяа JE мха Fe хни хә He yM 


ET VER Beg 


に ひゃく えん 


AZE, 200 門 で す 。 


as し で すか 。 


は っ ぴゃ くき ゅ うじ ゅ うえ ん 


円 KA А 


DE Wi Sor, 


せん きゅう ひゃく は ち じ ゅ うえ ん 


‚ あれ は ほ 、 1, 980 円 で す 。 


これ 。 VAX らち ら で す か 。 


ろ っ ぴゃ く ご えん 


‚кб їй 005 Pet, 


s KER Da 


ひゃく さん じゅ う は ちえ ん 


円 Суы 


: い くら で すか 。 


に せん さん びゃく きゅう じゅ うえ ん 


х. 2, 390 Н 


LEVAS Бъ 


よん せん ご ひゃく ろく じゅ うえ ん 


交信 4, 560 円 で ござい ます 。 


い А ら で す か 。 


きゅう せん ひゃく は ち じ ゅ うえ ん 


< е で へ 9, 180 門 に を なり ます 。 


"いく でしょ うか 


いち まん さん ぜん えん 


Sze. 18,000 HCS 


・ お いく ら で す か 。 
ご せん じゅ う ご え ん 
: は いらい 、 ぜ ん ぶ で 、 5,015 Bice) $F. 


・ い くら で すか 。 


よん まん は っ せん さん びゃく えん 


ая 48,300 円 に な り ま す 。 


K DELE IP 
いち まん ご せん きゅう ひゃく は ち じ ゅ うえ ん 


Ct. 


(Wk ら で て で すか 。 
(22 е. PAC 67.3500 Ect, 


ろく まん な な せん さん びゃく えん 


交え を 選ん で くだ さい 。 
女 : アメ リカ へ 行き ます 。 

、 男 : だ れ と 。 
втрое, 


女 : 本 を 買い まし た よ 。 2. 

з: 何 の 本 。 i, 
Thy aa Pig ee Е 2 。 
男 : それ 、 い くら 。 3, 
女 : 切手 を 買い まし た 。 4. 

男 : いく ら の 切手 。 й. 
男 : 何 枚 。 a 
男 : どこ で 。 8, 


ш ш ЖШ аж х 


2 ADT 


кыы л 
; 何 を 見 ま |。 な か 。 
だ と se 


65 


第 7 課 きのう よみ まし た か 


て きとう え えら お な Ж な ん Р えら 
適当 な 絵 を 選ん で くだ さい 。 同じ 絵 を 何 度 も 選ん で いい で す 。 


例 1 男 : 田 中 さん は 見 ます か 。 例 2 女 : き の う 読み まし た か 。 
女 : ええ 、 見 ます 。 Howie, HAE CLE. 
練習 
1. 男 : うち へ 帰り ます か 。 
女 : いい え 、 帰 り ま せん 。 
な か や ま み 
2. 男 : 中 山 き ん も 見 ます か 。 
女 : ええ 、 見 ます 。 
だ い が く き 
3. 男 : あし た 大 学 へ 来 ま すか 。 
女 : ええ 、 来 ます 。 
4. 男 : きのう 東 京 へ 行き まし た か 。 
女 : は い 、 行 きま し た 。 
まい に ち よ 
5. B: 毎日 読み ます か 。 
女 : ええ 、 読 み ま す 。 
6. B: 手紙 を 出し まし た か 。 
女 : は い 、 出 し まし た 。 
7. 男 : これ 、 買 いま すか 。 
女 : ええ 、 買 いま す 。 
8. 男 : きのう 勉強 し まし た か 。 
女 : いい え 、 勉 強し ませ ん で し た 。 
9. 男 : 田中 さん も 書き ます か 。 
女 : いい え 、 書 きま せん 。 
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10. 


12. 


13; 


14. 


15. 


16. 


17. 


18, 


18, 


20. 


я ях шх ах ах их их шх SS ах F 


な か や ま き 
: 中 山 き さん は 聞き まし た か 。 
き 
- ええ 、 聞 きま し た 。 
: あし た も 行き ます か 。 
: ええ 、 行 きま す 。 
き 
: きのう 来 ま し た か 。 
: いい え 、 来 ませ ん で し た 。 
か 
・ きのう 書き まし た か 。 
か 
: ええ 、 書 きま し た 。 
た な か か 
: 田中 さん も 買い ます か 。 
: いい え 、 買 いま せん 。 


よ 


・ き の う 読 み ま し た か 。 
よ 
SWZ. 読ま せん 分 し た 。 


て が み 


: 毎日 手紙 を 出し ます か 。 
vee. PL УА 


: きのう 、 聞 きま し た か 。 
: いい え 、 聞 きま せん で し た 。 


な か や ま 


: 中 山 さ ん も 帰り ます か 。 
・ ええ 、 帰 り ま す 。 


2 ATIT 
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第 8 課 WATI 


でき なら 2 дь | 
適当 な 絵 を 選ん で くだ さい 。 


例 1: 
例 2 : 
練習 

f 


MM. 
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女 
B 
女 
男 
女 
5 
女 
5 
。 男 : いく つ で すか 。 
女 
5 
女 
5 
女 
B 
女 


よ に 
すい ませ ん 。 4 人 な ん で すけ 
5 つ お 願い し ます 。 
な ん めい さま 
男 : 何 名 様 で すか 。 
БА, 
ご めい さま 
: は い 、 5 名 様 で すね 。 


ж Ж 


みっ 
: 3 つ で すね 。 
> Д. むっ 
к いい え 、 違 いま す 。 6 つ で す 。 


: すい ませ ん 。 ⑥ つ で すね 。 


4 つ で す 。 

・ 8 つ で すか 。 

: いい え 、4 つ で す 。 
何 枚 で すか 。 

: 7 枚 で す 。 
・ い く つ 食 べ ま し た か 。 
к 5 つ 食 べ ま し た 。 


10. 


12, 


яти ияш 


ye ш of Ye У а 


sa De 


ふた 


a Se 
ふた 
е7 


< ふた 
“елу Оч, 


な ん まい 
・ 何 枚 で すか 。 


じゅ うま い 


: 10 枚 で す 。 


な ん に ん 


: 何人 で すか 。 


し ち に ん 


TATT, 


な な に ん 


人 で すね 。 


> (avr, そう т, 


ここ の ね が 
2 E 9 つ お 願い し ます 。 
: は い 、9 つ で すね 。 


や っ 
Plas th. а 8 つ 。 
や っ 
“уз. Р だ 3 だ 。 


> My つ 食 べ ま し た か 。 
ひと 
: 1 つ で す よ 。 


2 スク リプ ト 


oS Co a oS ш к w ES — 


v н„ e e о ы о кн о ы 
сә eo} оо = ер) сл A Co D トー с 


だ り の や じ る し みぎ の や じ る し 


か つつ を 書い て くだ さい 。 
きん は サリ ー き ん に 時 計 を も らち いま し た 。 
だ ち に 時 計 を あげ まし た 。 


Ў 


(< 


ひ 
© 
H 


. サ リー さん に プレ ゼン ト を あげ まし た 。 

.、 サ リー さん は 友だち に 手紙 を も らい まし た 。 
山田 さん は 友だち に 切手 を あげ まし た 。 

„ サリー さん に 本 を も ちい まし た 。 

。 則 田 さん は 友だち に ノー ト を 借り まし た 。 
山田 きん は サリ ー さ ん に 辞書 を 貸し まし た 。 
アリ さん は 友だち に お 人 金 を 借り まし た 。 

. サ リー さん に お 人 金 を 借り まし た 。 

アリ さん に ラジ オ を 貸し まし た 。 

‚ 先生 は 学生 に 日 本 語 を 教え ます 。 

和田 先生 は 学生 に スペ イン 語 を 習い ます 。 
サリ ー さ ん は 山田 さん に ひら が な を 習い まし た 。 
山田 きん は サリ ー さ ん に 漢字 を 教え まし た 。 
. サ リー さん に コン ピュ ー タ を 習い まし た 。 

. サ リー さ ん は 友だち に 手紙 を 出し ます 。 
サリー さん に 手紙 を 出し まし た 。 

. サ リー さん に 手紙 を も らい まし た 。 

. サ リー さん に 手紙 を 書き まし た 。 

. ア リ さ ん は 先生 に 手紙 を 書き まし た 。 

‚ サリー さん と アリ さん に 手紙 を も らい まし た 。 


6o 


BR 田中 さん は きっ 


えら あと た し 
テー プ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その後 で 確か め て くだ さい 。 
た な か きっ て 
例 1 田中 さん は 切手 を Y 
た な か きっ て か 
田中 さん は 切手 を 買い まし た 。 


かい まし だ 


な か や ま と うき よう 
例 2 中 山 さ ん は 東 RAV 
な か や ま зарэ 
中 山 さ ん は 東 京 へ 行き まし た 。 


1. サリ ー き ん は 国 へ ヘマ 
くに Д. 
サリ ー さ ん は 国 へ 帰り まし た 。 


2. サリ ー さ ん は 国 で 
くに べ ん き ょ う 
サリ ー き さん は 国 で 勉 強し まし た 。 


た な か 
3. 田中 さん は うち へ \ 
田中 さん は うち へ 帰り まし た 。 


た な か 
4. 田中 さん は えん び つ を YW 
た な か 


田中 きん は えん ぴ つ を も らい まし た 。 


5, 中 山 き ん は 新聞 を w 
中 山 き ん は 新聞 を 読み まし た 。 


た な か ぎん こう 
6. 田中 さん は 銀行 へ W 
た な か ぎん こう い 
田中 さん は 銀行 へ 行き まし た 。 


な か や ま 
7. 中 山 さ ん は テレ ビ を や 〒 
な か や ま 


中 山 き さん は テレ ビ を 見 まし た 。 


た な か だ い が く 
8. 田中 さん は 大 学 へ W 
た な か だ い が く き 
田中 さん は 大 学 へ 来 ま し た 。 


7О 


2 AIVTE 
9. サリ ー き ん は すし を 
サリ ー さ ん は すし を 食べ まし た 。 


た な か 


10, 田中 さん は 本 屋 へ 
ex 


田中 さん は 本 屋 へ 行き まし た 。 


や ま だ に ほん 、 
11、 山国 さ ん に 目 А 
習い まし た 。 


12 中山 さ ん は は が き を ツ 
中 山 き ん は は が き を 出し まし た 。 


13, 手紙 は 


UL: た な か 
oN 
辞書 は 田中 さん に に 貸し まし た 。 


18, Лесин 銀行 で V 


DAL 
16, サリ ー さ ん に 漢字 を 
か ん じ EL 
サリ ー さ ん に 漢字 を 教え まし た 。 


あ た 
І = АСА RATEZ O, その後 で 確か め て くだ さい 。 


例 1 電話 が や 電話 が ありま す 。 
例 2 tory ね こ が い ます 。 
練習 
1. 時 計 が w 時 計 が あり ます 。 
2. DAV か ざさ が あり ます 。 


jä 


П, 7— プ を 聞い て か ら 正 し い 方 を 選 BLP, 


о wa =) б DT FS WL 


例 1 


練習 
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| 


: PH 


お と と We 


" の 
Е OW 


くる ま 


. HOV 


x 
コピ ー 機 が Y 


子ども が Y 


きっ & て ん 


. 喫茶 店 が 補 


お ん な 


。 女の子 が VY 
0. 


て あら 
お 手洗 に が Y 


あそこ 
めそ こ に 


э DA ほん 
Мо ЫС AAW 


Еа e 
ч ピー 機 が あ ) Ооу» 


和男 の 人 が い 89, 


犬 が いま す 。 


車 が あり ます 。 


コピー 機 が あり ます 。 
Те», 
Boa ду!) ET. 


女の子 が いま す 。 


お 手洗 い が あ り ま す 。 


(т 


た し 
その 後 で 確か め て く 〈 く だ さい 。 


ご 
у aoe 


12 & 


邊 の 上 に 本 が あり ます 。 


田中 さん の 部 屋 に サ 
田中 きん の 部 屋 に サ 


き むら せん せい ВА 
の FG 


むら せん せい 525 


Bes 
Run 


mii 前 に バス 停 が ツ 
駅 の 前 に バス 停 が あ ые 


2 Ач 
リー まがい ます 。 


こ サ リー さん が て 
木村 先生 の 研 Зе 室 に 


サリ ー き ん が いま す 。 


Жа は テレ ビ の と な り に 〒 
は デレ ルビ の と なり だ あり ます 。 


2 ANID 


な か や ま けん きゅう し つ 
Te PUSAR FE BICW 
けん きゅう し つ 


中 山 さん は 研 完 室 に いま す 。 


せん せい VOIR Bz 
8, コン ピュ ー タ は 先生 の 机 の 上 に や 〒 
せん せい оя BR 
コン ピュ ー タ は 先生 の 机 の 上 に あり ます 。 


絵 を 見 ながら テ ー プ を 開い て 、 正 し いも の に は 〇 、 間 違っ て いる も の に は X を 書い 
て で で だき ks 
例 1 部 屋 の 中 に 男の子 が いま す 。 
例 2 机 の 上 に 花 が あり ます 。 
練習 
1. 部 屋 の 中 に ね こ が い ます 。 2. 部屋 の 中 に つが あり ます 。 
з. テレ ビ の 胎 に 花 が あり ます 。 4. テレ ビ の 左 に 雑誌 が あ り ます 。 
5. 女人 の 後ろ に 女の子 が いま す 。 6. 女 の 人 の 前 に 犬 が いま す 。 
т. 机 の 上 に 本 が あり ます 。 8. 机 の 下 に ラジ カセ が あり ます 。 
9. 男の子 の 近 теср が いま す 。 w の 子 の と な り ( < 女の子 が いま す 。 


x き た だ えら 
І. 絵 を 見 な が らち テー プ を 聞い て 、 正 し いも の を 選ん で くだ さい 。 
Gl 女 : す いま せん 。 電 話 は どこ で し ょ うか 。 
で ん わかい だ ん ちか 
男 : 電話 は 階段 の 近く に あり ます 。 
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練習 


1. Z 
% 
д, Ж. 
B 
ig: he 
% 
4. 女 
5 
5. x 
5 


П. 
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А 


а Ж 


G 
・ あ の う 、 お 手 
て あら 
: お 手洗 に は 、 


ш ху Ж ах EJ ах 


、 で ん も З 
: あの う 、 電 語 は どこ で し ょ うか 。 


で ん わ 


へ ん で ん Ъ 
この 辺 に 、 電 話 、 лч. 
で ん わ で ん Б 


: 電話 で すか 。 電 話 は 、 階 段 の 上 に あり ます 。 
- すい ませ ん 。 電 話 あ り ませ ん か 。 
: 、 電 話 。 机 の 右 に あり ます よ 。 
: あの う 、 電 話 は どこ で し ょ JD 
: あの 机 の 上 で す 。 


で ん わ 


: すい ませ ん 。 電 話 は どこ に あり ます か 。 

・ 電話 は 、 え えと 、 あ 、 あ の 机 の 左 に あり ます 。 
絵 を 見 な が らち テー プ を 聞い て 、 正 し いも の を 選ん 
: すい ませ ん 。 本 屋 は どこ で し ょ うか 。 

: 本 屋 は 、 デ パー ト の 左 に あり ます 。 


ぎん こう 

: 銀行 は どこ で し ょ うか 。 
ぎん こう 

・ 銀行 は H、 レ スト ラン の と な り に あり ます よ 。 


びょう いん 


079. wee len) Ete, 
びょう い みぎ 
: 病 院 は 、 デ パー ト の 右 に あり ます 。 


: すい ませ ん 、 сой НА ) зад, 


ゆう びん きょく 


・ 郵便 局 は 、 デパ バート の 前 に あり ます 。 


あら 


洗 
こう えん 
公民 


- 革 車場 は 、 公 園 の と な り に あり ます 。 


に は ど に でしょ うか 。 
な か 
園 の 中 に あり ます 。 


か い だ ん し た 
・ 電話 は 、 え えと 、 あ 、 階 段 の 下 に あり ます よ 。 


で て だ る さい; 


2 スク リプ ト 


BUR きく 、 だ べ る 、 こ る 、 す る 


た だ z えら 
正しい 絵 を 選ん で くだ さい 。 
き た 
例 a. 女 : 聞 く <。 ПУ АЕ Н Ss, 
き た 
男 : うん 、 聞 く 。 男 : うん 、 食 べ る 。 
練習 
っ か 、 T 
I. a, &: 5. В. 2 OLCK, 
つか お よ 
H 使 2 У су 
あ の 
©, Жж. 4. A: BR, Lees. 
あ の 
Ж: Ax Gall De B.D Ax. Е 
は や ね け 
П. а. wi Sl BS. Б. @ lity. 
ね け 
BA ac Bt Aw IES 
R は い Ж 
の Т. SE DAS. d. A. Se wp И 
ал Ab. 男 : うん 、 待 っ 。 
Ш. а. 女 : きょう 出す 。 b, Жок Ла. 
だ お し 
に ews ПО» 男 *: う ん 、 教 える 。 
ちゅ う も ん た な か f 
©. С ТИ. et bo а. X: 田中 さん に あげ る 。 
男 うん 、 注 丈 す る 。 男 : うん 、 あ げ る 。 


第 15 課 か いて くだ さい 


何と 言っ て いま すか 。 4 、 b、c の 中 か ら 正 し いも の を 選ん で くだ さい 。 
例 1 書い て くだ きい 。 例 2 消し て くだ さい 。 
練習 

1. し て くだ さい 。 2. 食べ て くだ さい 。 


か え っ か 
3. Jeo CVS, 4 . 使っ て くだ さい 。 


お か 
Б. 起き て くだ さい 。 6. 買っ て くだ きい 。 


T. 飲ん で くだ さい 。 в. 来 て くだ さい 。 

9. 消し て くだ さい 。 10, 読ん で くだ さい 。 
ll, 待っ て くだ さい 。 12. 出し て くだ さい 。 
13. 行っ て くだ さい 。 14. 書い て くだ きい 。 


Ib, すず お っ て くだ さゆ 。 


か っ こ 


この 人 は 和 何 を し ます か 。 正 し い 絵 を 選ん で (  ) に アル ファ ベッ ト を 書い て くだ 
きい 。 
例 1 どう ぞ 食 べ て くだ さい 。 M2 ここ に ず すわ っ て くだ きい 。 
練習 
これ を 買っ て く < だ さい 。 
すみ ませ ん 。 教 えて くだ さい 。 
開け て くだ さい 。 
а こ で 勉強 し て < だ さい 。 


これ を 飲ん で くだ さい 。 
これ に 乗っ て {JES Vy 
消し て くだ きい 。 

ここ に 入っ て くだ きい 。 


SJ О 65 = 
com A N 


第 17 課 お 金 が ありま せん か が からかい ませ ん 
テー プ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その 後 で 確か め て くだ さい 。 
例 1 お 人 金 が あり ませ ん か ら ヤ 
お 人 金 が あり ませ ん か ら 、 本 を 買い ませ ん 。 


例 2 国 の 友だち が 来 ま すか ら Y 
国 の 友だち が 来 ま すか ら 、 浅 草 へ 行き ます 。 
練習 


1. あし た テス ト が あり ます か ちら マヤ 
あし た テス ト が あり ます か ら 、 き ょ う の 和 夜 勉強 し ます 。 


2 スウ リプ ド 


へ ゃ 
2. きょう 部 屋 に いま すす から 
きょう 部 屋 に いま すか ら 、 電 話し て くだ さい 。 


か 
3 き 。 き の う ヨ ンピュータ を 買い まし た か ら m 
か か ね 
きのう コン ピュ ー タ を 買い まし た か ら 、。 きょう) お金 が あり ませ ん 。 


こ ЕА 


が わか り ませ ん か ら Y 
が お か り ま せん か ら 、 ЖЕ 語 で 話し て < だ さい 。 


に まほ 


Н Ж 


= ы: 
Lee 


けい ざい ほん 
5. きのう 経済 の 本 を 買い まし た か ら ツ 
けい ざい ほん 


きのう 経済 の 本 を 買い まし た か ら 、 きょう 読み ます 。 
に ち < g 
6。 あ し だ た は 日 よう 日 で すか ら 〒 
に ち び だ い が く い 
あし た は 日 よう 生 で すら 。 犬 学べ へ 行き ませ ん 。 
Бен 
т. 電車 


で ん し 
電車 


DH”) ERHARD Ё № 

が あり ませ ん か ら 、 バ ス に 乗っ て くだ さい 。 
びょう いん い 

. 病院 へ 行き ます か ら 〒 


びょう いん 


表 院 へ 行き ます か ら 、 タ クシ ー を 呼ん で くだ さい 。 


оо 


て きとう え 
適当 な 絵 を 選ん で くださ 
あたら 
І. 例 し で す 。 
練習 
ふる むず か な が 
1. 古い で す 。 2. ШЕТУ, 3, BACT, 
し ず か ん た ん お も 
4 . 静か で す 。 5, ИСТ, 6. 重い で す 。 
み じ か ゆう めい 
1, aC", 8。 う る さい で す 。 9. 有名 で す 。 


10. お も し ろ い で す 


П. 1 お も し ろか る を を 。 例 2 お も し ろく あり ませ ん 。 


練習 
お お 
1. きい じゃ な か っ た 。 2. Эсе GW, 
AUD し ず 
3 、 短 か りら な 。 4. PI CLI 
か ん た ん ふる 
5. 簡単 じゃ な か っ た 。 6. 古く あり ませ ん 。 
| > る 
T. つた ОСУ» Si. 軽い 。 
た か 
9, 高かっ た で す 。 10。 お いし く な か っ た 。 


хак: 2 дё ) 
適当 な 絵 を 選ん で くだ さい 。 
た か 
例 1 ж Аа ин 


BA Z 


例 2 日 本 語 HIREL ‹ な いで ずれ ね 。 


練習 

1. この か ば ん は あま り 大 きく な いで すね 。 

2. この 荷物 は 軽く あり ませ ん 。 

3. この 時 計 は 安かっ た ん で す よ 。 

4. ここ は 本 当 に 静か で すね 。 

5. きのう の テス ト は 簡単 で し た 。 

6. ここ は と て も きれ いで すね 。 

T. と な り の 部 屋 が うる さか っ た ん で す 。 

8. きのう 大 学 の 食堂 へ 行き まし た 。 お いし か っ た で す よ ょ 。 
9. これ 、 あま り 重 く な いよ 。 

10. きのう の 喘 画 ョ は 長かっ た で すね 。 

ll, この 辞書 は よく な いで す よ 。 

12, この 本 、 高かっ 8 

13, 7 きのう の テテ ビビ は あや も る ぐ な か た で す 。 
14. あの スカ ー ト は 短い で すね 。 

15. あれ 有名 で す よ 。 見 まし ょ う 。 


NI 
Co 


16. きのう 映画 i を 見 まし た 。 か "as だ で す よ 。 
17. 私 の 車 は ち К と 逢い ん で すけ Ce 


正しい 絵 を 選 кде а, 


例 


ЕЕ 
о oo ч Do e WW н. R 


トー 
= 


う ち へ 帰っ て 、 勉 強し ます 。 


ご は ん を 食べ て 、 お 金 を 払い まし た 。 

ここ に 名 前 を 書い て 、 は ん こ を 押し て くだ さい 。 
= 来 て 、 こ の いす に すわ っ て くだ さい 。 
事務 室 へ 行っ て 、 йз а. 

サリ ー さ ん に 電話 し て 、 開 きま す 。 


カレ ー を 作っ て 、 友 だ ちと 食べ ます 。 


с [Y 
ey 


ご 


と し ょ か ん い か 
。 図書 館 に 行っ て 、 ビ デオ を 借り まし た 。 
で ん き け ね 
.。 み な さん 、 電 気 を 消し て 寝 て くだ さい 。 
か べ ん き ょ う 
„ ケー デコ ーー を 簡 り て 、 秩 し まし た 。 


DZ e 
に 帰っ て 、 ご は ん を 作り ます 。 


第 21 課 へ や で お 茶 を の み ま し た 


T 


例 


練習 


la 


x えら 
ー プ を 開い て か ら 、a か b か 選ん で くだ さい 。 


た な か os oS 

田中 きん は 部 屋 で 

た な か aS ちゃ の 

田中 きん は 部 屋 で お 茶 を 飲み まし た 。 


し ょ か 


と > ん 

あし た は 図書 館 で ヤ 
と し ょ か ん 
E 


а 


し ょ か べ ん き ょ う 


あし た は 図書 館 で 勉強 し ます 。 


Z KAIJ 


あと た し Е 
その 後 で 確か め て くだ さい 。 
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きょう し つ 


2. サリ ー さ ん は 教 =” 
サリ ー さ ん は 教室 に いま す 。 


CU むし っ まえ 

4, 事務 室 の 前 で YW 
CU ё LO Zz 
事務 室 の 前 で 待ち ます 
で ん し ゃ な か 

Б. $ で 


Л “и は 本 屋 に WY 
で ん わ ほん や 
電話 は 本 屋 に あり ます よ 。 


5. < ッッ セー ここ EV 


メッ セー ジ は こ に 書い て Сее л, 
と うき ょ うえ き 
9. バス は 東京 駅 で WV 
と うき ょ うえ き 
バス は 東京 駅 で 乗り ます 。 
ほん と し ょ か ん 
10, この шт 
ほん と し ょ か ん 
この 本 は 図書 館 で 借 Oe し た 。 


正しい 時 刻 を 選ん で ‹ だ さい 。 


I. 例 1 男 : 今 、 何時 で すか 。 


女 : 10 時 10 分 で す 。 
練習 


бо 


10. 


練習 


に è 


а 時 
TO. 


9 時 


いち じ 


1 時 


2 жоу 


に じゅ っ ぷん Б Ù ご じゅ っ ぷん alee ge 
20 分 で す 。 2 Like 50 分 で まん 3 4 時 40 分 で す 。 
じゅ っ ざん Б じ ご ふん me 展 sig ө у= ы 
0 分 で す 。 Б. ЕБ СУ» 6. 2 時 45 分 А 
じゅ う ご ょ ん し ち じ さん じゅ う ご ょ ん じゅ うい ち È "20 4 
5 ee 8. TR 35 分 で す 。 9. М 時 2 分 で す 。 


re B うに ふん 
а の CF 
よん ぷん 
hel, 2. 
ута 
時 DC 2 が て Yiw э. 


よん じゅ うに ふん 
Д2 ТЕЧ» 8. 


CEM I 


で 


第 23 課 10 時 か ら で す 


例 の よう 


例 1 


例 3 


B 
Ус: 


ш + He = ха 


1 

時 5 

2 KEDA. 何時 で すか 。 
男 : 2 時 12 


さん È さん じゅ うさ ん ぷん 


5 時 6 分 で ぐす 。 3, Shy 26 СЗ, 
うに じ は っ ぷん は ち じ 
"12 時 8 分 で す 。 б. ри 時 で す 。 


È さん じゅ う は っ ぷん じ じゅ うろ っ ぷん 


よ 
4 時 38 分 で す 。 9. 7 時 16 分 で す 。 


し る し v 
に 印 を 入れ て 《 だ さい 。 


な ん È い 
・ 何時 に 行き ます か 。 


し ち じ は ん い 


7 時 半 に 行き ます 。 


ZAU 。 ね 
: APR CABS TD, 
| じゅ うい ち じ は ん 


L БРЕ. 


な ん じ 
・ 何時 まで で すか 。 
に U 
ЗЕТЕ CCF е 
な ん じ は じ 
何時 に ЕЕЕ り ます が 。 
いち È 


: 何時 に 開き ます か 。 


: 4 時 に 開き ます 。 


例 2 男 : 何時 か ら で すか 。 
ж: 10 時 か ら で す 。 


な ん じ 
男 : 何時 か ら 
は ち じ は ん 
女 : 8 時 半 か ら 
な ん じ お 
男 : 何時 ご ろ 終 わる ん で すか 。 
2y 
Же. 5 時 ご ろ で す 。 
な ん じ а 
男 : КА CRS すか 。 
女 ・ 


じ の 


6 時 10 分 に 来 ます 。 
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と し ょ か ん BAU な ん じ お 
5. 図書 館 は 何時 まで 。 h. 男 : 何 時 ご ろ 起 きま し た か 。 
よる < じ は ん し ち じ に じゅ っ ぷん 
: MOREE CH. KTR 20 oS CT. 
В ひる や す な ん じ な ん È 
l: : BIRA NEARED? bE CCH D, 


うに じ じゅ う ご ふ ん 


ゆう いち È じゅ うど ご ょ ふん 
12 時 15 分 か ら 1 時 15 分 まで で す 。 


じゅ ぎょ う BAL な ん じ 
・ こ の 授 業 は 何時 か ら 何 時 まで で すか 。 
し ち じ よん じゅ っ ぷん 


< У じゅ っ ぷん 
: 7 時 40 分 か ら 9 時 10 分 まで で す 。 


Хш хи J H 


た だ 和 か Е 
正しい 数 字 を 書い て くだ さい 。 
じゅ うに が つ に じゅ うさ ん に ち 


例 12 月 23 日 


いち が つつ いた ち し が つよ っ か が に が つみ っ か 

a, LAI Db. 4 日 C, H 
ろく が つと お か し ち が つ じゅ うろ くに ち は ち が つ ここ の か 

10 日 в. ҮН 16 H f 8A 9H 
さん が つみ っ か ご が つい つ か く が つ ふ つ か 

g. H i, 3.458 i, IRZ H 
じゅ う が つ よう か じゅ うい ち が つ むい か じゅ うに が つ な の か 

1; WASH к. ft! AGE i, 2 ATEH 
に が つじ ゅ うに に ち ろく が つじ ゅ うい ち に ち し ち が つ は つ か 

m, 2 2 H m ОИН о. (208 
く が つ に じゅ う は ち に ち じゅ うに が つじ ゅ うく に ち し が つ に じゅ う よ っ か 

Р. 9 28 Н Чы 12 A 19 Н まあ 人 24 Н 
さん が つじ ゅ う は ち に ち は ち が つ に じゅ うし ち に ち 

S 。 月 18 日 を 。 SAH 27 H 


い い れい まる ずっ > 

lL. し た いと 言っ て いま すか 。 し た く な いと 言っ て いま すか 。 例 の よう に 〇 か X か 書 | 

wt (aM, 

みず の か 
例 1 水 が 飲 みた いで す 。 例 2 あれ は 買い た く な いで す 。 
練習 
et 
1. BEDERALY TT, 
2. あし た は 行き た く な いで す 。 


82 


2 ADIF 
3. うち へ 帰り た いで す 。 
4 is 
5 = は すわ り た く な いで す 。 
5 RARE Leet, 
7 
8 
9 


ii 


、 箇 中 きん に は 会 いた く あ り ま せん 。 

‚ 切符 を 予約 し た いで す 。 

あの 人 に は 相談 し た く あ り ま せん 。 
10. 先生 に お 願い し た いで す 。 


て きとう 


П. 適当 な 絵 を 選ん で くだ さい 。 

例 1 ) ち へ 帰り た いん で す が 。 例 2 すわ り た く な いで す 。 
練習 I- 1 

‚ これが 使い た いで すね 。 

日 本 で は 働き た く な いん で す 。 
ピー ル は 飲み た く な いん で すけ ど 。 
あの 人 に に 会 いた いで すね 。 

Р いっ し ょ に 旅行 し た いで すね 。 
あれ は 買い た く な いで すね 。 

р その 本 が 読み た いん で す 。 

あし た は 行き た く あ り ま せん 。 

‚ あの 人 に あげ た いん で す 。 

. 早く 寝 た い ん で すけ ど 。 


о © ч の OT Fe WD н 


トー 
ав) 


練習 - 2 
ы жы fase veda 
も う 働き た く な いよ 。 


は や 


‚Мейо, 


ビー ル は 飲み だ さそ 次 だ けど 
ひと 

_ あの 人 に あげ た いん だ 。 

あし た は 行き た く な いん だ けど 。 


сэ Ge б> в 


10. 


BUR あ だ ま が いだい ん で 


ほん 


よ 
. その 本 、 読 みた い 。 
か 
„ あれ は 買い た く 〈 く な いね 。 
OF 5 
。 いっ し ょ よ に 旅行 し た いね 。 


ひと あ 
あの 人 に 会 いた いね 。 


か っ こ まる 


女 の 人 は 「~ ん で す 」 を 使っ て いま すか 。 使 っ て いた ら 、( ” ) に 〇 を 書い て くだ 


8 Ko 
例 1 


練習 
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男 


TE E FE FE Ж ш FE 


き 
Ж эд б ош 例 2 男 : あし た 米 ま すか 。 
あ た ま いた き 
: 頭 が 痛い ん で す 。 ЛА ЖЕЗ, 


ОСТ ЫЛ ӘУ. 
ЗТ せん し ゅ うか 
(22% DARSA CT. 


: も し も し 、 山 本 さん で すか 。 
ДӘ ул. 山本 で す 。 


Bs. Hieber, 
いま > 
: あ 、 す み ま せ ん 、 今 か ら 出 か ける ん で す 。 


えい 


が ya 
:・ あ し た 、 い っ し ょ に 映画 に 行き ませ ん か 。 
と も い 
・ ああ 。 あ し た は 友だち の すす ち へ 行く ん で す 。 


CESU 
ML КОБЕ ИРА, 
: あ 、 い いで すね 。 行 きま し ょ う 。 
TEGU RA Ce 
ね た だ し の か ば ん が が ない ん CT. 


2 スク リプ ト 


7. 女 : も し も し 。 
Sith, ググ タン ТОЛДУ СС ОНДУ» 
ば 
女 : あの 、 あ し た の 晩 、 予 約 し た いん で すけ ど 。 
8. 男 : 田中 さん は 、 い ませ ん ね 。 
た な か ぴょ うき 
女 : ええ 、 田 中 さん 、 き の うか ら 病 気 な ん で す 。 
ほん 
9. BH: その 本 お も し ろ い で すか 。 
女 : ええ 、 と て も お も し ろ い で す よ 。 
や まだ で ん わ 
10. 男 : 山田 さん に 電話 し た 。 
で ん わ ば ん どう 
女 : いい え 、 電 話 番号 が わか ら な いん で す 。 
ず 
11。 男 : サリ ー ミ さん の アパ ペー ト は 静か で すか 。 
し ず 
女 : ええ 、 と っ て も 藤 か で す よ 。 
らい げ つ か いし ゃ 
12. 男 : ぽく は 来 月 会 社 を や め る ん で す よ 。 
女 : えっ 、 や め る ん で すか 。 


どう け 


か っ こ し い か 
їз (  ) に 動詞 の 「 な い 形 | を 書い て くだ さい 。 


か え 
例 まだ 帰ら な いで くだ さい 。 


練習 
1. 行か な いで くだ さい 。 2. まだ 来 な いで くだ きい 。 
3. これ に 乗ら な いで くだ さい 。 4. 立た な いで くだ さい 。 
5. 言わ な いで くだ さい 。 6. 待た な いで くだ さい 。 
т. 見 な いで くだ さい 。 8. 死な な いで くだ さい 。 
9 . まだ 買わ な いで くだ さい 。 10. DO CHE COREL, 


た だ え えら 
П. 正しい 絵 を 選ん で くだ きい 。 
は い 
例 еле АЛТ Cee, 
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練習 


Sow н 


け 
あっ 、 消 きる ない で くだ さい 。 
Lee ST Cre CK だ きめ 。 
д 


ここ に 正 め な いで くだ さい 。 
つか 
これ は 使わ な いで くだ さい 。 


か 

書か な いで くだ さい 。 
は な Р 
ЫА 
し 


閉め な いで くだ さい 。 
お く 
遅れ な いで くだ さい 。 


бо aq = N 
{ 


a か b か 選ん で くだ さい 。 

あぁ の 、 ペ ン を 持っ て いな いん で すけ ど 、 え ん ぴ つ で 
a, 書い て も いい で すか 。 

Bi, 消 し て も いい で すか 。 


例 
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あの う 、 ち ょ っ と 甘い ん で すけ ど 、 ヒ ー タ ー を 


а. つけ て も いい で すか 。 
け 
b. 消し て も いい で すか 。 


き 
„ まま せん 、 こ れれ 、 コ ピー し だ いん で すけ ど 、 コ ビー 機 


つか 

a. 使っ て も いい で すか 。 
け 

Б. 消し て も いい で すか 。 


いた 


あ た ま 
ちょ っ と 頭 が 痛い の で 、 
か え 
а, 表し て も ゆい で すか が 。 
か え 
b. 帰っ て も いい で すか 。 


、 かき が な らん で すず が 。 COSS 


か 

а. 借り て も いい で すか 。 
か 

Б. 貸し て も いい で すか 。 


10. 


КЕГЕ 


2 スグ クリプト 


き 
。 来 て も いい で すか 。 
‚ 行っ て も いい で すか 。 


えい が за, わた し 

. 映画 に 行く ん で すか 。 私 も いっ し ょ に 
а 
b 


か 
~ Lil, ЗАЛАА, Sve Foe Pre, 


は い 

а. 入っ て も いい で すか 。 
は ら 

Б. 払っ て も いい で すか な 。 


ひと 


„ R ZAJAS ET ao 1 つ 


な 
а, 習っ て も いい で すか 。 
b. も らち っ て も いい で すか 。 


の が は た ん ここ に 
お 

a. 押し て も いい で すか 。 
お 

b. 置い て も いい で すか 。 


に ね で ん き 
も う 寝 る の で 、 電 気 を 
か 
а. 貸し て も いい で すか 。 
け 
b. 消し て も いい で すか 。 


せん せい し つも ん 


先生 、 あ の 、 ちょ っ と 質問 
a, 聞い て も いい で すか 。 
Be し て も いい で すか 。 


て も いい で すか 


z. み な か え ら 
絵 を 見 て a、b、c の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


す 
例 1-1 a. 吸 っ て も いい で すか 。 倒 人 -2 と いい え 、 す ね お わら な いで くだ きい ゆら 。 
す 
b. す わっ て も い ゆい いで すか 。 b. い いえ 、 吸 わな いで くだ さい 。 
と し て も le で すか 。 Cl し な いで くだ きい 
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a. あ の 、 吸 っ て も いい で すか 。 


の 
a. い いえ る 、 吸 わな いで くだ さい 。 


1-1. 1-2. 
す す 
b. あ の 、 住 ん で も いい で すか 。 b. い いえ 、 住 まな いで くだ さい 。 
c. あ の 、 す わっ て も いい で すか 。 と いい ゆい え 、 す わら な いで くだ さい 。 
お в 
2-1. a. 起 き て も いい で すか 。 2-2, a いい x 起き な いで で さだ きい 。 
あ 
b. つ け て も いい で すか 。 b. い いえ る 、 開 け な い で くだ さい 。 
あ 
c. 開 け て も いい で すか 。 Ge いい 、 つ け な い で くだ さい 。 
あ は い 
3-1, aa 開け て も ゅ いい で すか 。 8-2. a いる ADI AT E aN, 
あ 
b. つ け て も いい で すか 。 b. い いえ 、 開 け な い で くだ さい 。 
は い 
c. 入 っ て も いい で すか 。 CMs „ОЭ ee С だ さい 。 
け か 
4-1. a. 消 し て も いい で すか 。 4-2.a. い いえ る 、 貸 さ な い で くだ さい 。 
か し 
b. 貸 し て も いい で すか 。 b. い いえ 、 閉 め な いで くだ さい 。 
し け 
c. 閉 め て も いい で すか 。 Cc- い いえ 、 消 さき な いで くだ さい 。 
5-1。a. こ れ 、 す て て も いい で すか 。 5-2、a. い いえ 、 す わら な いで くだ さい 。 


Bot. LC Peers, 
これ 、 す わっ る て も いい で すか か 。 


bk を 、 し な いで くだ きい 。 


eWwez すす て な W で く だ きい 。 


Ф な か えら 
絵 を 見 て a、 b、c の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


例 1 a. 開い て いま す よ 。 例 2 а, 開い て いま す よ 。 
D。 つ い ゆい て ゆい ます よ 。 b。 つ で ゆま す よ 。 
с. 消え て いま す よ 。 с. 消え て いま す よ 。 

練習 | 

1. а, 消え て いま す よ 。 2. a, Hes te. 

b. つい て いま す よ 。 b. 消え てい ます よ 。 
с. 閉まっ て いま す よ 。 с. 開い て いま す よ 。 
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ЧА 


db. BETS EE. 
b。 消 えて いる よ 。 
、 閉まっ て いる よ 。 


А 閉まっ て る 。 

DTS. 
x 

ЗНА А. 


開い て いま すね 。 
атт, 
‚ 落ち て いま すね 。 


а, 閉まっ て る 。 
消え て る 。 

。 著 ち て る 。 
消え て いま す 。 
т 開い て いま す 。 
в Т а 


10. 


12. 


2 スタ リプ に 


A. 開い て いる よ 。 
閉まっ て いる よ 。 
„ つい そめ や る よ 。 


„ つい て い 生 すね 。 
開い て いま すね 。 
消え て いま すね 。 


а. つい てい ます よ 上 。 
閉まっ て いま す よ 。 
。 消 を えて いま す よ 。 


а. 落ち て ます よ 。 

消え て いま す よ 。 
、 閉まっ て いま す よ 。 
a, 閉まっ て いま す よ 。 


‚ 落ち て いま す よ 。 
。 消 を て いま す よ 。 


は い まる は い pa か 
[= て en る | | Cepia! が 入っ て いる と き は の 〇 の 、 入 っ て いな いと TE を 書い 
TA гс" 


例 


練習 


も 
1. 男 : ペン 、 持 っ て いま すか 。 
も 
女 : いい そえ 、 持 っ て いま せん 。 


男 : あの 人 、 知 っ て いま すか 。 
女 : いい え 、 知 り ませ ん 。 
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10. 


12. 


go 


ха хаж хаж хиа ха ха хиа ха FE JE YE 


TO 開き まし た か 。 
:・ ええ 、 き の う 聞 きま し た 。 


き 
У Pe まし か 。 
き 
・ ま だ 、 聞 いて いま せん 。 
- きのう 、 行 きま し た か 。 
: ええ 、 行 きま し た 。 
: も う 、 行 きま し た か 。 
‘Wie. ы ше Т 


けっ こん 


: 結婚 し て る 。 
> Ridge で ます 


けっ こ 
: いつ 結婚 し た ん で すか 。 
せん げ つ 
HLEA CI, 


は じ 

-VIn 始ま うっ う て い る 。 
いま は じ 

ee SRE) Se, 


ee 
е. ОЗ, 


よ 


: うう ん 、 ま だ 読ん でない 。 


よ 
: あ 、 そ れ も う 読ん だ 。 


か ん È し 
この 漢字 、 知 っ て いま すか 。 
L 
知り ませ ん 。 

か ん Ù し 
この 漢字 は 知っ て る 。 

し 

fu 知っ て る 。 


2 AAS 
て が み 2 
13. В: b ILE 
だ 
Ж: ал, ЖЕШС ШАРА 


14. 男 : 手紙 、 も う 出 し た 。 
女 : あし た 出し ます 。 


まる は い ば ぱつ 


[= て る | = で て いい ない] が 入っ て いる と き は C 〇 、 入っ て いな いと き は X を 書い 


で で だ きい 。 
а くる ま も 
例 男 : ね え 、 車 持っ て いま すか 。 
き ょ ね ん も いま も 
女 : 去年 持っ て いた けど 、 今 は 持っ て いな いん で す 。 
< か ん じ な ら 
・ も うこ の 漢字 、 習 いま し た か 。 


らい し ゅ うな ら 


па. СТЬ ЗЕН ЕВУ, 


な か 


: 田中 さん 来 ま し た か 。 
a a 


bo 


FRL Cea TI., 


= 

: 子ども め の と き 、 ど こ に 住ん で いた ん で すか 。 
す 

RM AISA Ces LE 


co 
ха ха ха ğ M 
сч се + 
М, 
Ка 
中 
i 
Ti 
Ў 
бах 
Е 
94 
и 
гу 
> 


よ く 
・ レ スト ラン の 予約 、 き ょ うす る ん で すか 。 
x < 
: 予約 。 も う し まし た よ 。 き の うし た ん で す 。 
は い 
ч も 7 お ふろ 入っ les 


いま は い 


SC te TAT ET. 


+ 細 y Æ 


QI 


わた し 。 な ま 


7. 男 : 私 の 名 前 、 も う 忘 れ た ん で すか 。 
ЕР 5 ぬい いえ 、 忘れ て いま せん 。 
くに PA 
8. 男 : アリ さん 、 も う 国 か ら 帰っ た ん で すか 。 
女 : さあ 、 き の う は まだ 帰っ て いま せん で し た けど 。 
9, 男 : ヒー ター つい て る 。 
ee уу ОС Sie. 
じ しょ あたら 
10. я: この 辞書 、 新 し いで すね 。 
女 : ええ 、 ま だ ぜん ぜん 使っ て いな いん で す 。 
li, 男 ) サ リー さん に も ち う プレ ゼン ト あ げ ま し た か 。 
女 : まだ 買っ て な いん で す 。 
12, E: あれ っ 。 ポ ー ル ペン が な い 。 どこ か な あか 。 
お 
Жл ел ЫЕ Г, 
すず き けっ こん 
13. 男 : サリ ー さ ん は 鈴木 さん と 結婚 する ん で すか 。 
けっ こん 
女 : え っ 。 サ リー さん は も う 粘 婚 し て いる ん で す よ 。 
14. 男 まだ 終わ っ て いな いん で すか 。 
いま は じ 
女 ^S ええ 、 今 始ま る ん で す 。 
は じ 
15. 男 ・ ま だ 始ま っ て な いん で すか 。 
いま お 
女 : 今 終わ っ た ん で す よ 。 


第 33 ЕЕ 先生 は いつ 日 日 本 に Е а 


せい がく せい 


先生 と 学生 が 話し て いま す 。 学生 が 使っ て いる 尊 散 語 er Tae ae 


ん で 、 書 いて くだ さい 。 
ү» < た の б> 5 
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グズ クリ アト 
例 学生: グリーン 先生 、 先 生 は いつ 日 本 に いら っ し ゃ いま し た か 。 
先生 : 今年 の 4 月 で す 。 
1. 学生 : 先生 、 あ し た は 何時 まで 研 R 案 に いら っ し ゃ いま すか 。 
先生 : あし た で すか 。 1 時 ご ろ ま で いま す よ 。 そ の 後 会 議 が あり ます か ら 。 


ч せん せい QT ひ な に 
2. 学生 : 先生 は 休み の 日 、 何 を な さい ます か 。 
先生 : うー ん 、 そ う で すね 、 子 ども と いっ し ょ に テニ ス と か 。 


3. 学生 : 先生 、 こ こ か ら 駅 まで は 、 バ ス で いら っ し ゃ いま すか 。 
先生 : いや 、 車 で す 。 

4. 学生 : 先生 は お 酒 を めし あがり ます か 。 
先生 : いた え 、 ぜ ん ぜん だ め な ん で す よ 。 

5. 学生 : 先生 は この 映画 を ご 覧 に な り ま し た か 。 
先生 : ええ 、 お も し ろ い 映画 で すね 。 

6. 学生 : あし た の コン パ で は 、 何 を めし あがり ます か 。 
先生 : そう で すね 、 サ ンド イッ チ と ピザ が いい で すね 。 


せん せい いま な ん 


7. 学生 : 先生 、 今 何 て お っ し ゃ た ん で すか 。 
先生 : 来週 、 試 験 を し ます 。 


が くせ い 


ТЕКТИ つい て 話し て いま す 。 どの 動詞 の 尊敬 語 を 使っ て いま 
すか 。 下 か ら 選 ん で 書い て くだ きい 。 
[いる 行く 来る 食べ る 飲む 言う 見 る する ] 
Bl 学生 : あ の う 、 木 村 先 生 は 会 議 で すか 。 
事務 員 : いや 。 で も 、 す ぐい らっし ゃ いま す よ 。 
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せん せい いま け еж 


њод, ЖИЕНИ FE SS で すか 


БА ж 


< 


ゝ ま か い ぎ ち ゅ う 


: いや 、 研究 室 に は いら っ し ゃ いま せん よ 。 今 、 会 議 中 で すか ら 。 


き むら せん せい P や す 

: すみ ませ ん 。 木村 先生 は きょう お 休み で すか 。 
す 

・ ええ 、 か ぜ で 休む とお っ し ゃ っ て いま し た 。 


: 木村 先生 生 は どちら で すか 。 
図書 


き で 仕事 を な さっ て いま す 。 


こじ ゅ っ ぽ 
=: う の か コン әх 9 JP 20 本 で いい で すか 。 
せん せい が た 
・ ああ 、 そ う で すね 。 発生 方 も めし あがり ます か ら 


- あの う 、 木 村 先 生 は お すし を めし あがり ます か 。 
・ ええ 、 よ くめ し あがり ます よ 。 


- あの 、 木 村 先 生 は どちら で し ょ うか 。 


き むら せん せい 


: 木村 先生 。 あ 、 あ そこ で す 。 テ レビ を ご 覧 に な っ て いま す よ 。 


し ゅ う むら せん せ v 


: 今 週 は 、 森村 先生 の 授業 な いん で し ょ うか 。 


か い 


a ee 公議 が ある の で 、 アメ グリ カ み へ ゆい も っ しゃ っ た ん で ず 。 


た だ えら 
どの が よく な いで か 。 必 し いち の を 本 ん で くだ さき ゆ の 。 


例 


練習 


医者 : 
аж: 


どう まし た が か が 。 
いた 
あの 、 お な か が 痛い ん で す 。 


だ うし まし だ か 。 
・ ころ ん で 、 手 に けが を し た ん で す 。 


WC で шуй 


2 AAS 


は な 
Be: ちょ «9 と 鼻 が 。 


8. Bas PU LS Lee, 
С みぎ みみ いた 
患者 : きのう か ら 、 右 の 耳 が 痛い ん で すけ Р, 


4, 本 者 に だ うし か た ん で すか 。 
よる あ た ま Wk 
患者 きのう の 夜 か ら 、 頭 が 痛い ん で す 。 


а. Ba どう な さゆ まし た か 。 
いた 
患者 : の ど が 痛い ん で す 。 


б. RA: PILIL 
じ TAL? の あし 
Baa) 肖 寺 車 に 乗っ て いて 、 こ ろ ん で 上 走 に けが を し た ん で す 。 


T Bae. УБЛ, 
は いた 
患者 : この 歯 が 痛い ん で す 。 


#„ Be £9 Le Lee 
Bb も の è と し мй 
患者 : 重い 物 を 持っ て 、 腰 が 痛く な っ た ん で す 。 


0 EA Т Аы А 
つか か た いた 
思 着 ロロ シ ピュ ー タ を 使っ て いて 、. 局 が 痛 て な っ た ん で す 。 


か い わ 
AZ 
25 п 


を 聞い て くだ さい 。 そ の 後 で 、 正 し い 文 を 4、b、c か ら 選 ん で くだ さい 。 
BO 女 : 人 鈴木 さ ん 、 ど こ へ 行く の 。 
男 : ああ 、 病 院 。 ち ょ っ と か ぜひ いた ん だ 。 

a, 鈴木 さん は 病院 へ 行っ た の で か ぜ を ひき まし た 。 

b. 鈴木 さん は 病 院 へ 行っ た の で よく な り ま し た 。 


すず き びょう いん 


с. 鈴木 きん は か ぜ を ひい た の で 病院 へ 行き ます 。 
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練習 
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ey 


a 


すず き し ゅ くだ い 
: 鈴木 さん 、 ど うし て 和 宿題 を し な か っ た ん で すか な 。 
ね つ 
・ す み ま せ ん 。 き の う は 熱 が あっ た ん で す 。 


すず き ね つ し ゅ くだ い 

а, 鈴木 さん は 熱 が あっ た の で 和 宿題 を し ませ ん で し た 。 
すず き し ゅ くだ い ね つ 

b. 鈴木 さん は 宿題 を し た の で 熱 が あり まし た 。 
すず き ね 2 し ゅ くだ い 

с. 鈴木 さん は 熱 が あっ た の で 和 宿題 を し まし た 。 


: サリ ー さ ん 、 国 へ 帰る ん で すか 。 


は は ぴょ うき 


‚ ええ 、 母 が 病気 な ん で す 。 


くに DR か あ びょう き 
а, サリ ー さ ん は 、 国 へ 帰る の で お 母さん が 病気 で す 。 
か あ びょう き くに か え 
b. サリ ー さ ん は 、 お 母さん が 病気 な の で 国 へ 帰り ます 。 
か あ びょう き くに か え 
Cc サリー さん は 、 お 母さん が 病気 な の で 国 へ 帰り ませ ん 。 


すず き ほん か 
・ 鈴木 さん 、 本 は 買い まし た か 。 
ほん や $7 
>・ ゆえ 。 ま だ で す 。 本 屋 が 休み だ っ た の で 。 


すず き ほん か ほん や St 
а. 鈴木 さき ん は 、 本 を 買っ た の で 本 屋 が 休み で し た 。 
すず き ほん や ӯ ほん » 
b. 鈴木 さん は 、 本 屋 が 休み だ っ た の で 本 を 買い ま (502 
すず & ほん Ф や す ほん か 
с. КААЛ. 本 屋 が 休み だ っ た の で 本 を 買い ませ ん で し た 。 
すず き B 
: 鈴木 さん 、 ご 飯 を 食べ な いん で すか 。 
LESES 
22. FANIGA УО, 
すず き に 
а. BAS Aah thie OO THX EEA. 
すず き 
b. 鈴木 さん ( は 食欲 が あっ た の で 食べ ま ea 
すず き 
с. 鈴木 さん は は 食べ た の で 食欲 が あり ませ ん 。 
すず き Pig 
鈴木 さん いで よね 。 


` ре 
3 あ 
Ж д ae potash Ж, кыны or 


ЗЕ 
а, о СС, 
あつ ま ど あ 
b. 暑い の で 窓 を 開け まし た 。 
あつ ま ど あ 
с. 閉 い の で 窓 を 開け ませ ん で し た 。 


б. 


例 


А 


男 : 
mak 


yu хаж ха ха yE yE ха 


2 スズ クリプト 


こん ば ん 


: 今晩 、 カ ラオ ケ に 行く 。 
B- 


いや あ 、 今 晩 は ちょ っ と 。 あ し た 試験 な ん だ 。 
а. あし た 試験 な の で カラ オケ に 行き ます 。 
b. カラ オケ に 行く の で あし た 試験 が あり ます 。 
с. あし た 試験 な の で カラ オケ に 行き ませ ん 。 


サリ ー さ ん は 何と 言い まし た か 。 下 か ら 選 ん で くだ さい 。 


サリ ー さ ん か ら 電 話 あ り ま し た か 。 (はい) 何 て 言っ て まし た か 。 
きょう は 遅く な る と 青 っ て いま し た 。 


: サリ ー さ ん か ら 電 話 あ り ま し た か 。 (はい) 何 て 言っ て まし た か 。 
: どう ぞ よ る し て と 中 っ て で きま し た 。 

: サリ ー き ん か ら 電 話 あり まし た か 。 (は い ) HCH TH LIM. 
・ あし た 会 いた いと 言っ て まし た 。 


・ サリ ー さ ん か ら 電 話 あ り ま し た か 。 (は い ) 何 て 言っ て まし た か 。 
: 楽し か っ た と 言っ て まし た 。 

: サリ ー さ ん か ら 電 話 あ っ た 。 (うん ) 何 て 言っ て た 。 

: どう も あり が と うっ て 言っ て た 。 


な ん 


А, р い 
: サリ ー き ん か ら 電 話 あ っ た 。( う ん) 何 て 言っ て いた 。 
・ 今 、 駅 に つい た っ て 言っ て た 。 


: サリ ー さ ん か ら 電 諾 あっ た 。( う ん) 何 て 言っ て いた 。 


に じ か ん ま 


・ 2 時間 待っ кытыт. 


で ん わ な ん 
: 准 リー きん か ら 電 話 あ っ た 。 (ЭА) 何 て っ て た 。 
к è PŽ い 
・ 2 時 に 帰っ た っ て 言っ て た 。 
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8. 男 : サリ ー さ ん か ら 電 話 あ っ た 。( う ん ) 何 て っ て た 。 
女 : 国 へ 帰る っ て 。 
で ん わ Чч な ん 
9, 男 : サ リー さん か ら 電 話 あ っ た 。( う ん) 何 て っ て た 。 
Ў 
女 : 元気 だ っ て 。 
で ん わ Ө な ん 
10. 男 : サリ ー さ ん か ら 電 話 あ っ た 。 (うん) 何 て っ て た 。 
x: うん さき なら SS て 


か っ こ けい よう し 、 か 


І. 絵 を 見 な が ら テ ー プ を 聞い て (  ) に 形容 詞 を 書い て くだ さい 。 
例 高い 山 で すね 。 


練習 

くら みち き み じ か 

1. 暗い 道 が ある か ら 気 を つけ て 。 2. 短い か み が い いよ 。 
ひろ へ や す ふる 

к US 4, あの 吉 い ビル の と な り で す 。 
か ん た ん まち い 

5 。 ас н. 6. に ぎ や か な 町 に 行き まし た 。 

ひく か 
7. Bd し ろ い 映画 を 見 ま Utes 8, 低い テー ブル を 買い まし た 。 


П. {уе [va | か | な | か Го) | を 書い て くだ さ い 。 いらない と き は 、X を 入れ 
CRS, 
ПШ あれ は や さ し い テス ト で し た 。 


げん き © 

L. UMS агр ДӘ 

ゆう めい だ い が く 
2. あれ は 有名 を な 大学 で す よ 。 

みどり か 
3. きのう 緑 の バ ッ グ を 買い まし た 。 
4. お いし い コ ー ヒ ー が 飲み た いで すね 

みせ し ず みせ 
5 。 А 
ほ 

6. 日 本 は せま い 道 が 多い で す 。 
7 


す 


も う 少 し 大 きい セー ター、 あ り ま すか 。 


2 AMIT 


び な 
8. た ん じ ょ う 日 に きれ いな 花 を も らい まし た 。 
о. あの 人 は うる きい 人 で すね 。 


せん し ゅ う 


10, 先週 、 お も し ろ い 映画 を 見 まし た 。 


І. a か b か 選ん で くだ さい 。 
例 アメ リカ の は ほう が 日 本 より 広い で す 。 
練習 


у 電車 の ほう が タク シー g Е 速い で す 。 

Я 東 京 の ほ う が 京都 よ り に ぎざぎざ や か で す 。 

うど ん より そば の ほう が お いし いで す 。 

В Ae り 地球 の ほう が 大 き いで す 。 

赤 の は う が 青 よ り い いで す 。 

‚ 東京 より パリ の ほう DENCH. 
пре り 東 京 の ほう が 物価 が 高 いで す 。 
自転 車 の ほう が 車 よ り 便利 で す 。 

、 今 週 より 来週 の ほう が ひま で す 。 

これ より あれ の ほう が お いし いで す 。 


KGD) oC SJ 〇 > ol ーー co bo єк 


トー 
= 


п. 正しい も の に は ひ 〇 、 間 違 まっ て いる も の に は X を 書い て くだ さい 。 
例 ピー ター さん は サリ ー さ ん より 背 が 高い で す 。 
練習 
サリ ー さ ん は 田中 さん より 前 Padi CF. 
アリ さん は ピー ター さん より 年 上 で す 。 
木村 きん は サリ ー さ ん より か み が 短 いで す 。 
田中 さん は 木村 さん よ り 背 が 高い で す 。 
アリ さん は 木村 さん よ り 年 上 で す 。 
ピー ター さん は サリ ー さ ん より 年 下 で す 。 


ер) сл Pc co bo ーー 
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第 40 課 も うお 買い に な り ま し だ か 


お ん な ひと 


か どう し じ し ょ けい か 
女 の 人 の 使っ て いる 動詞 の 辞書 形 を 書い て くだ さい 。 


例 1 


例 2 


TOO 


に 
NOS Bie ey oe 


ял шх жх ах жх BH BH SR 


pe | 


ほん か 
あの 本 、 も うお 買い に な り ま し た か 。 


・ どう ぞ お 使い くだ さい 。 
・ あ 、 す いま せん 。 


: も う 少 し 、 お 待ち に な り ま すか 。 
Ai そう ます 


: コー ヒー、 お 飲み に な り ま すか 。 

・ あ 、 す いま せん 。 い た だ きま す 。 

: どう ぞ お 入り くだ さい 。 

: じゃ 、 し つれ いし ます 。 

: この 本 、 も う お 読み に な り ま し た か 。 
Weg. まだ だ な ん で すす 。 

: きのう 田中 さん に お 会 い に な り ま し た か 。 
: ええ 、 お 元気 で し た よ 。 

: お 疲れ に な り ま し た か 。 
Wg. だ に ヒエ です 

: どう ぞ お すわ り に な っ て くだ さい 。 
: あの あ 、 す いま せん 。 


: 半 お か り に な り ま し た か 。 
АЗА SE es os 


10. 


SMB この 家 は や ね が チヨ コレ ー ト で す 


みぎ 


右 と 
例 
練習 


A Оо N н 


ほん は や し せん せい 
УА TI TIP いい 本 で すね 。 


le お ん が く き 
LIV TER. BMS tT) StL, 
(hes кча, 


нх Æ X 


ひだ り 


左 の こと ば を 線 で むす ん で くだ さい 。 
この 家 は や ね が チョ コレ ー ト で す 。 


この 家 は ドア が ビス ケッ ト で す 。 
いえ ま ど 
の 家 ( は 窓 が に ーー か ar ae 


Y 


いえ 
、 こ の 家 は ほか べ が キャ ン デ ィ ー で す 。 
. = OR は テー ブル が お せん べ い で す 。 


Y 


せん せ v 


私 の 先生 は 目 が 大 きい で す 。 


わた し せん せい 


。 私 の 先生 ! は 足 が 短 いで す 。 


私 の 先生 は か み が 少 な いで す 。 


| Ж уйа ў, 
、 Ж 京 は 人 と 車 が 多い で す 。 


と うき ょ う TALS AAD 
東 京 は 電車 が 便利 で す 。 


。 と の ヨー ド ほ ポケ テット が だ くき ん あり ます 。 


この コー ト は も ちょ っ と そ で が 長い で す 。 
この ヨー ド は デザ イン が あま りり よく 女 い で す 。 


"の 本 林 先生 が お 書き に こっ た た ん で すま 


2 スク リブ トド 


IOI 


a か b か 選ん で くだ さい 。 
あめ 
例 あし た 雨 が 降っ た ら 、 ど うし ます か 。 


練習 


L; 


10. 


TO2 


あつ 
暑かっ た ら 、 どう =o ДЬ 


ざと お 
きょう 仕事 が 終わ っ た ら 、 ど うし ます か 。 
か ね e] 
‚ お 金 が な か っ た ら 、 ど うし ます か 。 
、 熱 が あっ た ら 、 ど うし ます か 。 
に も つ = 
‚ 荷物 が 来 r な か っ た ら 、 ど うし ます か 。 
や ま だ 
‚ 山田 きん が いな か っ た ら 、 ど うし ます か 。 
部 屋 が 暗 i “юу Эй 
さむ А 
‚ 寒かっ た ら 、 ど うす る 。 


部 屋 が きれ い だ っ た ら 、 ど うす る 。 


ゃ す 
スー パー が 休み だ っ た ら 、 ど うす る 。 


rs с ® с ® єс ® = Ss 


oS © >> 89 O S о Жж 


№ 


с 


. 電気 


ヒー ター を つけ ます 。 
ヒー ター を 消し ます 。 


か いも の 


‚ 質物 を し ます 。 

. 任 事 を し ます 。 
友だち に 貸し ます 。 
友だち に 借り ます 。 
‚ 休み ます 。 


は た ら 


. 働き ます 。 

‚ 電話 を し ます 。 

‚ 荷物 を 送り ます 。 
山田 きん と 話し ます 。 
。 他 の 人 と 話し ます 。 


で ん き 


を つけ ます 。 
を 消し ます 。 


Ше Sa 


oh, 
ae = 


ЕН, 
。、 モ セー チ ナー まつ 08 す 。 
ЕЕЗ ТЕТ 
. そ うじ し ます 。 
. そ うじ しま せん 。 
‚ スー パー ムー 生き ます 。 
スー パー へ 行き ませ ん 。 


2 メス メ ウ リプ に 


さん が 意見 を 言い ます 。 4 か b か 選ん で くだ さい 。 
すず き むず か 
例 A : 鈴木 さき ん 、 こ の 本 は 難し いで すか 。 
鈴木 ええ 。 YW 難し いと 思い ます 。 
練習 


すず き た な か К. 
1. А HR As ШФААЛ &> Ээ +З 
< お も 
鈴木 に えん 。〒 来 る と 思い ます 。 
すず き ほん 
2. А  : 鈴木 さ きん 、 こ の 本 は いい で すか 。 
お も 
鈴木 : ええ 。 いい と 思い ます 。 


いま きょう し つ 


すず き た な か 
3. A ааа 教室 に に ます か 。 
鈴木 : いい え 。 いな い と 思い ます 。 


すず き や まし た げん き 
4. 入替 本 さん 、 Ы は 元気 で すか 。 
鈴木 : ええ 。 元気 だ と 思い ます 。 


すず き ひと 、 け っ こん 
5. А 鈴木 さき ん 、 あ の 人 は も う ) う 結婚 し て いま すか 。 
けっ こ 3 も 
鈴木 : いい え 。w 結 婚 し て いな いと 思い ます 。 


すず き と し ょ か ん いま あ 
6. А : 鈴木 さ ん 、 図 書館 は 今 開い て いま すか 。 
あ お も 
鈴木 : ええ 。 ヤ 開い て いる と 思い ます 。 


すず き X 、 や す 
7. A  : 鈴木 きん 、 あ の デパ ー ト は きょう 休み で すか 。 
et お も 
鈴木 : ええ 。 ヤ 休み だ と 思い ます 。 


8. А : 鈴木 さん 、 あの 映画 は いい で すか 。 
鈴木 : いい え 。 ヤ よく な いと 思い ます 。 


すず き た な か か え 
9. А : 鈴 木 さ ん 、 田 中 さん は も う 帰 り ま し た か 。 
か え お も 
鈴木 : A 〒 マ 帰っ た と 思い ます 。 
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10, А KEA, これ 何だ と 思い ます か 。 
鈴木 : うう ん 。 ヤ 食べ 物 だ と 思い ます 。 


絵 を 見 て き 、b、c の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 
て い 
Ш 男 A : バ ス 使 は どこ で すか 。 


こう さて ん 


HB: あの 交差 点 の 手前 に あり ます よ 。 


> 


E> 


se 


BA : 倍 号 の 先 で すね 。 


2. 糧 A【 す みあ ま サ ん 。 デ ペー ト は どこ で し SR 
男 B : この 道 を まっ すぐ 行く と 、 あ り ま す よ 。 
男 A : この 道 を まっ すぐ で すね 。 


ざん だ どう 
3. 男 A : あの 、 人 銀行 ど こ で し ょ うか 。 
ふた め こう さ て ん みぎ ま 5 
男 B : ええ っ と 、 2 つつ 目 の 交差 点 を 右 に 曲がる と あり ます よ 。 
ふた сат ぎ 
男 A : あ 、 2 つ 目 の 交差 点 を 右 で すね 。 


4. BAL COW に 銀行 が あり ます か 。 
BB: Ld. ойо Еі ま が る と 、 公 園 が ある ん で すけ と 
こう えん 


その 公園 の 向かい に あり ます よ 。 
BA: 公園 の 向かい で すね 。 


5、 男 A : あの 、 バ ス 停 は どこ で し ょ うか 。 
男 B : その 角 を 曲がる と 、 あ り ま す よ 。 
男 A : 角 を 曲がる ん で すね 。 


ro4 


第 45 課 


2 スク リガ ナド 
: この 辺 に ペ ス 停 あ り ま すか 。 
64 ойе к 度 る と あり ます よ 。 
: あ 、 橋 を 渡る ん で すね 。 


: あの 、 部 便所 は どこ で すか 。 
AW oe К あの 歩道 橋 を 濾 度 る と すぐ あり ます よ 。 


は どう きょう 


- 歩道 橋 を 渡る ん で すね 。 


へ ん ぎん こう 
- あの 、 こ の 辺 に 銀行 あり ます か 。 
みち ひだ り が わ 
この 道 を まっ すぐ 行く と 、 左 側 に あり ます よ 。 
- まっ すぐ 行っ て 、 左 で すね 。 


はやく 帰 つ だ ほう が いい で す よ 


お ん な 


て きとう 


女 の 人 は どん な ア ドバイ ス を し まし た か 。 適 : 』 な 方 を 選ん で くだ さい 


例 1 


例 2 


a i 


ая Æ 


тх жх жх ах 


k 


は や く 帰 っ た ほう が いい で す よ 。 


129, 
か 
・ そ れ は 買わ な い ほ うがい いで す よ 。 


(in で う です か 。 じゃ あ 。 


し 
・ ド ア を 閉め な た は うがい いね ちよ 。 
Re tee 


(Y 
Sy 


н. 車 で 行か な い ほ う が いい わ よ 。 
9. 


た な か み 
・ こ れ 、 田 中 さん に は 見 せな い ほ うがい いよ 。 
・ あ 、 そ うか 。 
つか 
・ コ ンピュータ を 使っ た ほう が いい で す よ 。 
- 972 Ws 
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10. 


第 46 課 お き て か ら コ ー ヒ ビー を 飲み まし た 。 


テー 


例 1 
例 2 
練習 


ev あ 
・ う る さい か ら 、 窓 は 開け な い ほ うがい いよ 。 
ああ Эш 


AVS せつ めい 7 
> 美 語 で 説明 し た だ ほう が いい よ 。 
65. “Ee 


いま 


き 
・ それは 、 今 、 決 め な い ほ うがい いで す よ 。 
5 を うす で ず すずか 。 


は や в 
・ あ し た は 、 早 く 〈 く 起き た ほう が いい よ 。 
К を うだ ね 。 


や ちゅ う も ん 
・ と の 本 屋 で は 、 注文 し な いら ほう が いい で す よ 。 
そ 


2 Be HK С 
・ 示 テル は 早く 予約 し た ほう が いい で す よ 。 
фы AI で すか 。 


мх ах шх ах BH BF 


か っ こ 


き じゅ ん ば ん っ か 
プ を 聞い て 、 順 番 を ( ) に 書 ほ て くだ さい めい 。 
朝起き て か ら 、 コ ー ヒ ー を 飲み まし た 。 
テレ ビ を 見 る まえ に 、 手 紙 を 書き まし た 。 


し ん ぶん BS 
‚ 新聞 を 読ん だ あと で 、 テ ニス を し まし た 。 
‚ バス に 乗る まえ に 、 お 人 金 を 払い まし た 。 


ой かえ CURA べ ん き ょ う 
家 に 帰っ て か ら 、 5 時間 、 勉 強し まし た 。 
È Ùr kal せん も ん ほん EA 
. 辞書 を 買っ て か ら 、 専 門 の 本 を 読み まし た 。 
ま ど 


E あ 
‚ だ たばこ を 吸う まえ に 、 窓 を 開け まし た 。 


くす り か ょ うい ん 


v い 
. 楽 を 買う まえ に 、 病 院 に 行き まし た 。 


えい が 


食事 を し た あと で 、 映 画 を 見 まし た 。 


2} ASPs 


で で ん わ 
8. 出かけ て か ら 、 電 話 を し まし た 。 
だ い が く は い 


9. 大 学 に 入る まえ に 、 働 きま し た 。 
10. ドア を 開け て か ら 、 電 気 を つけ まし た 。 


ひと えら 
AA から 是 の どの 人 で すか 。 選 ん で くだ さい 。 
た か は し CAD で ん わ 
例 高橋 きん は 電話 ボッ クス で 電話 を し て いま す 。 
練習 


deg 
2. 
З. 
4. 
о. 
б; 
7 


こう えん 


こばやし = 
小林 きん は 公園 で 絵 を か いて いま す 。 
ふじ も と BEEZ ФЕ て い № 
藤本 さん は 男 の 人 で 、 バ ベ バス停 で バス を 待っ て いま す 。 
や ま も と お ん な ひと ある 
山本 さん は きれ いな 女 の 人 と いっ し ょ に 歩い て いま す 。 
し みず 
清水 さん は ベン チ に すわ っ て ギタ ー を ひい て いま す 。 
さか い て い と けい み 
酒井 さん は バス 停 で 時 計 を 見 て いま す 。 
け ほ よ 
三宅 さん は ベン チ に すわ っ て 本 を 読ん で いま す 。 
に ちい お ん な Z & са 
За Ао ВОІ соТ, 


か っ こ ひだ り の や じ る し みぎ の や じ る し か 


これ は サリ ー き ん と 山田 さん の 会 話 で す 。( ) に ご か つ を 書い て 
(FSM, 
例 山田 : サ リー さん 、 き れい な 花 で すね 。 ど うし た ん で すか 。 
サリ ー : 鈴木 さん が くれ た ん で す 。 
練習 
1. 山田 : サ リー さん 、 た くき さん チョ コレ ー ト 持っ て いま すね 。 
サリ ー : ええ 、 ボ ポ ボーイ フレ ンド に あげ る ん で す 。 


や ま だ と けい 
2. サリ ー : 山田 さん 、 そ の 時 計 い いで すね 。 
山田 : そう 。 田 中 さん に も らち っ た ん で す 。 
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や ま だ し や し ん いち まい 
3。 サ リー : 山田 さん 、 こ の 写真 1 枚 く れ ま せん な か な 。 
ШЕ 5 る ち る ん 、%WUVv で すま 。 サザ サリー きん 。 どう ぞ 。 


4. 山田 : わあ 。 サ リー さん 、 す て き で すね 。 ど うし た ん で すか 。 
すず 
サリ ー : これ 。 鈴木 き ん が くれ た セー ター な ん で す 。 


や ま だ ほん か 
5 サリー て 山田 きる る 、 こ の 本 どこ で 買っ た ん で が 。 
か き むら せん せい 
山田 : これ は 、 買 っ た ん じゃ な いん で す 。 木村 先生 が くだ さっ た ん で す 。 


き むら せん せい えい が きっ & 


6. サリ ー : 木村 先生 に 映画 の 切符 を いた だ いた ん で すけ ど 、 い っ し ょ に 行き ま 
せん か 。 
ШЕ さえ る < My です 


7. WH : 大 きい ケー キ で すね 。 
き な らせん せい 
サリ ー : ええ 、 木 村 先 生 に さしあげ る ん で す 。 
や ま だ { し ょ 
8。 サ サー: 山国 きん 、 そ れ 。 い ゆい 評 書 で すね 。 
山田 : そ う 。 サ リー さん 、 じ ゃ 、 あ げ ま す よ 。 
サリ ー : わあ 。 ど う も あり が と う 。 山 田 さん 。 
9. WH : サ リー さん 、 こ の お 工 子 も ら っ て も いい で すか 。 
サリ ー : ええ 、 ど う ぞ 、 食 べ て くだ さい 。 
10. 山田 : サ リー きん 、 こ の イン ド の 切手 、 く れ ま せん か 。 
が リー ? ae xia CF de 


第 49 課 山田 さん が 行っ を きつ さて ん で す 


( ue ) に a か b か 書い て “くださ Me 
や ま だ 
例 NMR TOALETI A 


TA が くせ い い きっ て ん 


だ い が く ちか き 
男 : これ 、 大 学 の 近く に ある 喫茶 。 学生 の と きよ く 行 っ た ん だ 、 こ の 喫茶 店 。 


тоё 


練習 


Ni 


リリ 
・ う ん 。 含 か ら こ の 論文 読む の 。 


部 
5 
a 
b 


: この 古い アパ ー ト に 
す 
: アリ さん が 住ん で いる ん で す よ 。 


や まだ い きっ Š て ん 

а. これ は 山田 さん が 行っ た 喫茶 店 で す 。 
Фк だ u きっ さて ん 

b. これ は 山田 さん が 行く 喫茶 店 で す 。 


ほん a 
EAA суу) 
と し ょ か ん か 
・ あ あ 、 図 書館 で 借り た ん だ 。 
9. CFs 


тү, 


» ЗАА 
а, これ ほ ザ リー さん が 読ん жс, 
Qe 大 は は サリー る た の 読む 論文 で す 。 


ず えい が 


木 さん 、 こ の 映画 、 知っ て る 。 
С 今度 見 る ん だ 、 友だち と 。 
1 れ は 鈴木 さん が 見 る 映画 て が 
これ は 鈴木 さん が 見 た 映画 で す 。 


: サリ ー さ ん 、 こ の お 菓子 、 ど う し た の 。 
: これ 、 私 が 作っ た の 。 お いし いわ よ 。 


а. これ は サリ ー さ ん の 作っ た お 菓子 で す 。 
b. これ は サリ ー さ ん の 作る お 菓子 で す 。 


+ 
だ れ が 住ん で いる の か な 。 


ЕД 
a, CUT U БАТ ч реч", 


b. これ は アリ さん が 住ん で いる ア ペ パート CH. 


2 メグ クリ プ ド 
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し ゃ し ん ひと А 
Р СОБИ, Йй SHS Cth, 


ほっ か い ど 


25 あ 
男 : 北海 道 で 会 っ た ん で す 。 
ほっ か い ど う あ ひと 
а. これ は 北海 道 で 会 う 人 で す 。 
ほっ か い ど う あ ひと 
b. これ は 北海 道 で 会 っ た 人 で す 。 


。 Ж. 9. 11564450), 


女 : ちがい ます よ 。 こ れ は 田中 きん に あげ る ん で す よ 。 
а. これ は 田中 さき ん に あげ た プレ ゼン ト で す 。 
b. これ は 田中 きん に あげ る プレ ゼン ト で す 。 


テー 


例 1. 


練習 


IIo 


き えら あと rU 
プ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その後 で 確か め て 〈 く だ さい 。 


えき まえ と うき ょ うえ き 

ERA CSAR èW 例 2. 東京 駅 で バス に WY 

えき まえ お と うき ょ うえ き 

駅 前 で バス を 降り ます 。 東京 駅 で ベス に 乗り ます 。 


お お さか U こう き 
. 大阪 まで 飛行 機 で ヤ 


お お さか ひこ うき ы 
大 阪 ま で 飛行 機 で 行き まし た 。 


田中 さん は タク シー を Y 


田中 きん は タク シー を 呼び まし た 。 


と し ょ か ん 
サリ ー さ ん と 図書 館 で ヤ 
と し ょ か ん あ 
サリ ー さ ん と 図書 館 で 会 いま す 。 
えき な か や ま 
駅 で 中 山 さ ん を WY 
えき な か や ま み 
駅 で 中 山 さ ん を 見 まし た 。 
だ い が く じ な っ 
学 の 事務 室 で YW 
だ らい がく р むし つ そう だ ん 
事務 室 で 相談 し まし た 。 


10. 


П, 


12, 


13, 


14, 


15. 


16, 


だ い が く 


eee ee 


だ い が く 


大 学 の キャ ン パ ス を 歩き まし た 。 


ОБАМ 

まっ すぐ 行っ て あの 橋 を 渡 渡っ て くだ さい 。 
まっ すぐ 行く と 橋 が ヤ 

まっ すぐ 行く と 橋 が あり ます 。 


。 DPA haw 


いい アパ ー ト を 見 つけ まし た 。 


ボー ル ペ ン CV 
か 
ポー ルン ペン で 春 い て で て て くだ きい 。 


Ж Ле и 2 
か 
ポー 一 ル ペン を 貸し て 《 だ きい 。 


お も し ろ い 本 を 
お も し ろ い 本 を 読み まし た 。 


ほん た な か 
この 本 は 田中 さん に YY 
ま に な か 
この 本 は 田中 さん に も らい まし た 。 
な か や ま 
山 さ ん は 部 屋 を ツ 
な か や ま 
中 山 さ ん は 部 屋 を きれ い に Lee. 
いり ぐち で ん き 
Oa жу 
いり で ぐち で ん き 
入口 の 電気 が 消え ま (Де 


部 屋 の 電気 を Y 
部 屋 の 電気 を 消し まし た 。 


2 API 


III 


к ほん 
17. 日 本 の 円 が VY 
に ほん 


日 本 の 円 が 高く な り ま し た 。 


か ね 
18. だ ん だ ん お 金 が YW 
か ね すく 

だ ん た だ ん お 金 が 少 み く な り ま し た 。 


し て も ちっ た 人 に O を つけ て くだ きい 。 
例 1 田中 さん が 日 本 語 を 教え て くれ まし た 。 
例 2 田中 さん が サリ ー さ ん に 英語 を 教 ん て も らい まし た 。 
練習 


。 ア リ さ ん は 田中 さん に 本 を 買っ て あげ まし た 。 
ほん か 


アリ さん は 田中 さん に 本 を 買っ て も らい まし な た 。 
先生 が プレ ゼン ト を 送っ て くだ さい まし た 。 
先生 に プレ ゼン ト を 送っ て さき し あ げ まし た 。 
田中 さん が ドア を 開け て くれ まし た 。 

田中 さき ん が サリ ー さ ん に ドア を 開け て あげ まし た 。 


. 妹 は 田中 さん に 部 屋 を を うじ し し て も らい まし た 。 


いも うと 


、 妹 が 田中 きん の 部 屋 を そう じ し て あげ まし た 。 
E T ИК 
0. 母 が セー ター を 選ん で くれ まし た 。 


п. 先生 に 日 本 の 料理 を 作っ て いた だ きま し た 。 
12. 先生 に 日 本 の 料理 を 作っ て き し あ げ ま し た 。 


に ほん 


13. 先生 が 日 本 の 料理 を 作っ て くだ さい まし た 。 

14. 田中 き ん が 友だち の 仕事 を 手伝っ て あげ まし た 。 
5. 田中 さん は 友だち に 仕事 を 手伝っ て も らい まし た 。 
16. 友だち に 仕事 を 手伝っ て も らい まし た 。 


= 2 eo яа ж т жє о сз ы а 


— 


LIZ 


2 ADIT 


動詞 が 可能 形 の 時 は 〇 を 書い て くだ さい 。 

例 1 サリ ー さ ん は 漢字 が 100 読 め ま す 。 

例 2 私 は と うふ は 食べ ませ ん 。 

練習 

. サ リー さん の アパ ー ト に 行っ た けど 、 会 えな か っ た よ 。 
仕事 が た くさ ん ある か ら 、 ま だ 帰れ な いん だ よ 。 

きのう 、 徐 遅 くま で 勉強 し た の で 、 朝 起き られ な か っ た 。 
きのう カラ オケ で 歌 を 歌っ た 。 

と な り の 部 屋 が うる さく て 寝 ら れ ま せん 。 

日 本 の 着物 が 着 た いん で す が 。 

みな さん 、 旅 行 の 予定 が 変わ り まし た よ 。 

お 酒 は 好き で す が 、 日 本 で は 飲み ませ ん 。 

スプ ー ン あり ます か 。 ま だ 、 は し が 上 手 に 使え な いん で す 。 
10. 橋 が こわ れ て いた の で 、 渡 れ な か っ た ん で す 。 

11. まだ 疲れ て な いか ら 、 休 み ま せ ん 。 

12, この 着物 は あし た の パー ティ ー で 着 ま す 。 

13, 家 か ら 大 学 まで 歩い て 10 分 で 行け ます 。 

14. あし た 、 ク ラス に 来 られ な いん だ 。 

Е に 車 を 止め だ いん で す が 。 


с won oo OT 中 CH KO н 


第 53 課 作 つ て くれ ませ ん か 
男 の 人 が し ます か 。 女 の 人 が し ます か 。 す る 方 に 〇 を 書い て くだ さい 。 
Gl 女 : 作 っ て くれ ませ ん か 。 

wees. 


練習 


II3 


10. 


11. 


12. 
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н 


шх fe жх шх ах жх жх ш ху жх uy ам 


: すみ ませ ん 、 こ れ 見 て も いい で すか 。 
К 

: ここ に 送っ て いた だ け ま すか 。 

・ は い 。 

: これ 、 ち ょ っ と 使っ て も いい で すか 。 
: ええ 。 

: ね え 、 あ れ 、 と っ て も ら え な い 。 
ла 

: ま ど 開 け て も いい 。 

ш 

: ね え 、 ち ょ っ と 来 て くれ る 。 

эү УТА 

: これ 読ん で も いい で し ょ うか 。 
タブ 

: も っ と 説明 し て くだ さい ませ ん か 。 
: は い 。 


: 少し 手伝っ て も らち えま せん か 。 
ee” de oP 

: も う 帰 っ て も いい 。 

9 As 


し ゃ し 
: 写真 を と っ て も よろ し いで し ょ うか 。 


a 


: ドア 閉め て くれ な い 。 
РУ 


18, 


14. 


15。 


2 スウ リプ ド 


と 
> その か ば ん 、 取 っ て いた だ け ま せん か 。 
ЖО 
か 
ги ПЕ аву ae 
ne a 


か 
これ 買っ て も いい 。 


е 


まえ БУ な か えら 
| て みる 」| の 前 の 動詞 を a 、b、c の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


例 


Жз 
: 友だち が 来る か ら 作 っ た ん で す よ 。 ち ょ っ と 食べ て みて くだ さい 。 


B 


хаях EJ EŞ Æ = а Ж 


わあ 、 カ レー で すね 。 


き 
・ す み ま せ ん 、 こ の セー ター、 雪 て みて も いい で すか 。 


を の め の め ュー スス お お いし めい 。 

の 
"て で うう しゃ 、 ち ょ っ と 飲ん で みて る も いい ゆか な 。 
‚ль この ドア 、 こ ね あれ て いる の か な 。 

あ 
・ じ ゃ 、 ぼ ぼく が 開け て みる よ 。 
くに 

・ ピー ター さん の お 国 は 。 
JARS Pew СУ, 
: わあ 、 そ う で すか 。 行 っ て みた いな 。 
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TEES хах EX 


к ほん けい ざい ほん 
・ すみ ませ ん 。「 日 本 の 経済 | っ て 本 さき が し て いる ん で すけ E, 
・ ちょ っ と 待っ て くだ さい 。 調 べ て み ま す か ら 


ペー トー バシ の 意 PE С, маа Б. 

Sa 

・ ほ ん と に いい ん だ か ら 一 度 開い て みて くだ さい よ 。 
: この コン ピュ ー タ 、 中 山 さ ん の で すか 。 

: うん 、 き の う 買 っ た ん だ 。 

: わあ 、 ち ょ っ と 使っ て みて も いい で すか 。 


第 55 課 ふく し ゆ ゅ う を し て お きま す _ 


KOK [~THS) を 使い まし た か 。「 一 て お く 」 を 使い まし た か 。 


例 
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男 : 
УД 


Tuu хи ха ха хиш 


あぁ きっ て テス ト を し ます 。 
じゃ 、 復 習 を し て お きま す 。 


:・ だ た だ いま 。 あ あ 、 お な か が すい た 。 
[ao RA ッ チ 作っ て お いた よ 。 

: お 母さん 、 ば ぼく の 人 弁当 どこ 。 

・ も う 、 か ば ん に 入れ て あり ます よ 。 


サリ ー さ ん 、 あ し た は で ゼミ の 発 表 が あり ます ね 。 


: ええ 、 き ょ う 発 表 の 練 習 を し て お きま す 。 


oom まで て まし よう 
: ぬえ 、 和 を の まま に し て お いて くだ ぎゅ ゆい 。 


: 新幹線 、 す われ る か な 。 
: 席 は も う 予 約 し て あり ます か ら だ いじ ょ うぶ で す よ 。 


2 ADI 


е 
だ ば こ 、 WoC а Cre, 


すず き い 
Rc A. どこ やろ 行っ か の が か を 。 
くる ま と 
- あそこ に 車 が 止め て あり ます けど ね 。 


さん じ 


か い ぎ 
・ 3 時 か ら 会 議 が ある ん だ けど 、 い す は 。 
な ら 
1095 рес до лы ўз, 


と も く 
・ あ し た 友だち が 来る ん だ 。 
: 攻 を 部 屋 ま を 3 うじ し て お いた ほう が いい わあ よ 。 


10. 


Хш JE JE ха хая 


まる 


І. Гете 6) ょ 言っ て いま すか 。 | て m く | と 当っ て いま すか 。 ど も ら か 所 ( 〇 ま 


書い て く だ さい 。 
例 1 映画 を 見 て きま し た 。 
ゆう 


例 2 夕ごはん を 食べ て 行き まし ょ う 。 


練習 

5 パン を 買っ て きま す 。 
友だち に 聞い て きま し た 。 

サリ ー さ ん が 借り て いき まし た 。 
子ども た ち を 呼ん で き て くだ さい 。 

コー ヒー を 飲ん で いき まし ょ う 。 

お 人 金 を お ろ し て き て くだ さい 。 

終わ っ た ら そ うじ を し て いっ て くだ さい 。 


で ん わ 


. 電話 を か け て きま す 。 


Оо © ч б л = Ww kh н 


LTV 


は な も 
10. パーテ ィ ー に 花 を 持っ て いき ます 。 


お ん な ひと 


П. 女 の 人 の 言っ て いる 動作 は 、 а, b、c の どの 意味 で すか 。 選 ん で くだ さい 。 
例 男 : 駅 の 近 くに お いし そう な 店 が ある よ 。 
WES OS で タタ ご ・ は ん 食べ て いき まし ょ の 


練習 
1. 男 : あ 、 も う パ ン な いよ 。 
か 
wits, 員 っ て で てき て て 。 
さむ 
2. Bs Bz, 
わた し a き 
女 : 私 は だ いじ ょ うぶ 。 た くさ ん 着 て きた か ら 。 
3. 男 : テニ ス の ラケット 、 貸 し て くれ る か な 。 
か 
女 : ご めん な さい 。 き の う サ リー さん が 借 り て いき まし た 。 
4. 男 : ご は ん 、 で きた 。 
Zz よ 
女 : 々 ええ 、 子 ども た ち を 呼ん で き て くだ さい 。 
と お つか 
5. B| まだ 遠い の か な 。 疲れ た な あぁ あ 。 
きっ さて 
女 : そう ね え 、 あ の 喫茶 店 で コー ヒー で も 飲ん で いき まし ょ うか 。 
り ょ こ う Сәл) 
6. B: mer?) 準備 
ぎん こう か ね 
女 : 終わ っ た わ 。 ね え 、 銀 行 で お 金 を お らし て き て 。 
7, BI ご めん ご めん 、 ず いぶ ん きた な くし て 。 
女 : いい けど 、 終 わっ た ら そ うじ し て いっ て ね 。 
た っ きゅう びん 
8. 男 : 宅 急 が 届い て いる っ て メモ が ある よ 。 
あ 、 Сс も se 取っ て < ro 
た な か お そ 、 きん じゅ っ ぷん OR 
9, 男 : 田中 さん 、 遅 いな 。 も う 、 30 分 も 待っ て る よ 。 
で ん お 
女 : ほん と ね 。 ち ょ っ と 電話 を か け て くる わ 。 
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2 スタ リプ ト 


か ん が 


10. B: あし た の パー ティ ー の プレ ゼン ト 、 考 えた 。 
わた し は な も 
女 : うん 、 私 は 花 を 持っ て いく 〈 pe 


お ん な ひと っ か えら 
女 の 人 は どちら を 使い まし た か 。 a か b か 選ん で くだ さい 。 


き 
例 1 女 : だ れ が 来 ま し た か 。 例 2 女 : だ れ か 来 ま し た か 。 
た な か き ГАР 
男 : 田中 きん が 来 ま し た 。 男 : は い 、 田 中 さき ん が 来 ま し た 。 
練習 
1. 女 2 だ れ か いま すか 。 
Hirn, ghirati. 
2. 女 : だ れ が いま すか 。 
き むら 
男 : 木村 さん が いま す 。 
3, 女 : だ れ か 待っ て いる ん で すか 。 
男 : は い 、 ア リ さ ん を 待っ て いる ん で す 。 
4. с: だ れ が 待っ て いる ん で すか 。 
男 : アリ さん が 待っ て いる ん で す 。 
ま 
5. 女 : だ れ か 待っ て いる ん で すか 。 
や やまもと # 
男 ・ ええ 、 山 本 きん が 待っ て いる ん で す 。 
6. 女 : 何 が 入っ て いま すか 。 
男 : くつ が 入っ て いま す 。 
7. 女 : 何 か 入 っ て いま すか 。 
男 : いい え 、 何 も 入っ て いま せん 。 
な つや す い 
8. 女 : 夏休み 、 ど こ か 行き まし た か 。 
男 : いい え 、 ど こ に も 行き ませ ん で し た 。 
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10. 


11. 


12. 


8. 


14. 


15. 


# Ey $Н Уг шуу шж о А) JE な 


な つや す 
・ 夏 休み 、 ど こ か 行っ た 。 


ほっ か し 


JAn 北海 道 へ 行っ た ん だ 。 


: どっ ち を 選 ELT, 


・ どっ ち も 選 ば な か っ た 。 
えら 
・ ど っ ちか 選ん だ 。 
えら 
: うん み 、 こ っ ちず を 選ん だ 。 
な に み м 
・ 何 が 見 える 。 
ib じき ん Ко а 
ЕШ 2 Ф.К 


な に 


: 何 か 見 える 。 


: うう ん 、 何 も 見 えな い 。 
どれ が 好き 。 

фа れ が 好 さ 。 

: どれ か 使っ て みる 。 

: うん 、 こ れ 使っ て みる 。 


І20 


: あし た 何 する の 。 
・ : これ を 読も う と 思う A 


: あ し た デパ ペー ト に 行く ん で すか 。 


22. (DPBBSER 


LS ACH. 


tt 信 どう し ます の py 
Б РЧ aS 
こう ん 、 も う 帰 ろう と 思い ます 。 


を 


か 
= 
= 


いて くだ さい 。 


10. 


р 


12, 


мх ш жх ах ах Oe EJs шу ш ху ШШ 対 


2 。 EU Ss. 
つか お も 
これ を 便 お うと 思う ん だ 。 


ふく = 
„х= 4 =O. 決ま っ な た 。 
き お も 
А Е У аря 


くに か まえ 
・ 国 へ 帰る ん で すか 。 

z お も 
Lk, で も まだ 飛 よ うと 想っ て や ます 。 


し ご と 
‚ 儲 事 。 ま だ や る ん で すか 。 
お も 
、 いえ 、 も う 定 め よ うと 思う ん で す が 。 


ほん か 
・ あ の 本 、 買っ た 。 
NS か z お も 
コラ た ん 。 (к ea ALE Eo 


Dz 
: まだ 帰り ませ ん か 。 


е お も 
を VISLE Cak J ERa i 


: あし た 何 を する ん で すか 。 


お も 


: 友だち に 会 お うと 思っ て いま す 。 

・ きのう 遅かっ た わ ね 。 

: う ん 。 き ょ う は 早く 寝よ うと 思う ん だ 。 
: どれ を 買う の 。 こ れ 。 

: うん 。 こ れ に し よう と 思っ て いる ん だ けど 。 
: 田中 さん は 知っ て る ん で すか 。 
: いえ 、 あ し た 言 お うと 思い ます 。 


2 スタ リプ ド 


TZI 


第 59 課 だ くさ ん 食べ ろ と 言 つて いま し だ 


めい れい けい けい か 
命令 形 で すか 。「 一 ( よ ) う 」 形 で すか な 。 〇 を 書い て < IFES, 
例 1 女 : 山 田 き さん は 何 て 言っ て まし た か 。 
男 ・ た くさ ん 食べ ろ と 言っ て いま し た 。 
Ж 7 な い 
例 2 女 : 山 田 さ ん は 何 て 言っ て まし た か 。 
た い めい 
男 こ た くき さん 食べ よう と 言う て いま し た 。 
練習 
ゃ ま だ 
Le ш. еы ま 何 て 言っ て いま し た か 。 
は や 
男 : 早く 帰ろ うと 言っ て まし た 。 
や まだ な ん LA 
2. KI 山田 さん は 何 て 言っ て いま し た か 。 
は や か え v 
P o ШЕР => TELE. 
や まだ 
3. ж: 山田 さん は 何 て 言っ て まし た か 。 
いま で わ 
男 : 今 電話 し ろ と 言っ て まし た 。 
や ま だ な ん № 
4. 女 : 山 田 き ん は 何 て 言っ て まし た か 。 
いま で ん わ 
男 : 今 電話 し よう と 言っ て まし た 。 
や ま だ な ん у 
5。 女 : 山 田 さ ん は 何 て 言っ て まし た か 。 
いま v 
HiS оао а Tao CS Le. 
PER な ん № 
6. Ж: 山田 さん は 何 て 言っ て まし た か 。 
いま v 
男 : 命 すぐ でろ うっ て 言っ て まま し た 。 
や ま だ な ん い 
7. KI 山田 さん は 何 て 言っ て た 。 
き い 
男 : み ん な に 聞け っ て 言っ て た 。 
や まだ な ん い 
8. KI 山田 さん は 何 て 言っ て た 。 
き い 
g: みん な に 聞こ うっ て 言っ て た 。 


122, 


2 RAIDS 

や ま だ な ん v 

ж: 山田 さん は 何 て 言っ て た の 。 
Oi ges い 

男 : 旅行 は や め よ うっ て 言っ て た 。 
ゃ ま だ 

ПОК 山田 さん は 何 て 言っ て た の 。 
男 : 旅行 は や め ろ っ て 言っ て た 。 


tiie нй асле. a b IBA THEN. 
例 山田 さん は 田中 さん が 買っ た 本 を 読み まし た 。 


1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
6 . 
9 


US ALES Aho te 7 ERNE |. 

山田 さん は 田中 さん が 書い た レポ ー ト を 読み まし た 。 

. 田 申 さ ん が と っ た 写真 を 山田 さん は 見 まし た 。 

‚ 山田 さん は 田中 さん が 買っ て きた ワイ ン を 飲み まし た 。 
田中 きん が くれ た テー プ を 山田 さん は な くし まし た 。 
山田 さん は 田 申 さん が な お し た 自転 車 に 乗り まし た 。 

‚ 田中 きん が くつ を 買っ た デパ ー ト へ 山田 さん は 行き まし た 。 
田中 さん が 英語 を 教え た 人 に 山田 さん は 会 いま し た 。 

。 田 さん は 田 店 さん が 貸し て くれ た 詳 午 を な くし まし た 。 

。 田中 さき ん が いつ も 行く 食堂 で 山田 さん は ご は ん を 食べ まし な た 。 


= 
= 


次 の 文 に は 「 の 」 が 「 こ と 」 が あり ます か 。 選 ん で くだ さい 。 ど ちら も な い 時 は 「X 」 
を 選ん で くだ さい 。 
例 1 音楽 を 聞く の が 好き で す 。 
例 2 普 楽 が 好き で す 。 
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Ж 
06 


‚ 敬語 は 難し いで すね 。 

、 散 語 を 使う の は 難し いで すね 。 

„ あの レス ト ラン が 高い の は 有名 で す よ 。 

. あ の レス トラ ン は 有名 で す よ 。 

. サ リー さん は 料理 が 上 手 で す よ 。 

‚ サリー さん は 料理 を 作る の が 上 手 で す よ 。 
山田 きん が サリ ー さ ん と 歩い て いる の を 見 まし た 。 
山田 さん と サリ ー さ ん を 見 まし た 。 

. 橋本 さん を 待っ て いま す 。 

. 橋本 さん が 来る の を 待っ て いま す 。 

. 田中 きん が 病気 な の を 知っ て いま すか 。 

。 田中 さん を 知っ て いま すか 。 

、 熱 森 さ ん が 歌 を 歌っ て いる の が 聞こ えま し た 。 
きれ いな 歌 が 聞こ えま し た 。 

‚ 趣味 は テニ ス を する こと で す 。 


о won бс) л A WH LW he 


к к к = ы 
> wD кєк の 


15 
し ゅ み 2ай 

16, 趣味 は テニ 入 で す 。 
せん も ん 

17. 専門 は ロボ ッ ト で す 。 


せん も ん 


せっ けい 
. 専門 は ロボ ッ ト を 設計 する こと で す 。 


トー 
CO 


まる 


女 の 人 が し ます か 。 す る 方 に 〇 を 書い て くだ さい 。 
例 1 男 : 写 真 を と り た いん で す が 。 
女 : えっ 、 私 の で すか 。 困っ た な あお 。 
どちら が 写真 を と り ま すか 。 


BAND LETS. 


例 2 男 : あの 、 す いま せん 。 写 真 を と っ て ほし いん で すけ ど 。 
Boe. WIC Tk 
どちら が 写真 を と り ま すか 。 
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練習 


mis 


уў 


: この 料理 食べ て みて ほし いん だ けど 。 
AR も ちろ ん 。 


どちら が 食べ ます か 。 


な に 


だ た 
А Ctl 食べ て みた に な あ 。 Wir, 
Л ОМК 


どちら が 食べ ます か 。 


し けん こん ぱん SABES 
・ あ し た 試験 が ある か ら 今 晩 は 勉強 し て お きた いん で す 。 
а 


きょう 


どちら が 間 強し ます か 。 


りょう し ん 


あ 
・ ば く の 両 親 に 会 っ て ほし いん で す 。 
> үз, 


りょう し ん あ 
どちら が 両 親 に 会 いま すか 。 


も の 


い 物 に 行っ て き て ほし いん だ け ど 。 
o わか っ ба よ o 

か も の Be 
どちら が 買い 物 に 行き ます か 。 


< 
ж 


・ ち ょ っ と トイ レ に 行っ て お きた いん だ 。 
わか っ た 


どちら が トイ レ に 行き ます か 。 


で ん わ 
・ ち ょ っ と 電話 を か け て きた いん で 。 
Ы Мз р 


どちら が 電話 を か け ま すか 。 


で や だ 
>・ ひ まだ っ だ ら 、 手 信 っ て ほし いん だ けど 。 
92 она 上 。 


どちら が 手伝い ます か 。 


2 スク リプ ト 
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10. 


14, 


12. 


ees Used 2 お も 
: 家族 を 旅行 に 連れ て いき た いと 思っ て いま す 。 
: そう で すか 。 


> ぞ く 0:69 つ 
どちら が 家族 を 旅行 に 連れ て いき ます か 。 


ee いそ つか 
: この 仕事 は 急ぐ か ら 、 コ ンピュータ を 使っ て ほし いん だ 。 
: は い 。 わ か り ま し た 。 


どちら が コン ピュ ー タ を 使い ます か 。 


うた うた 
TO. CORK CIILA で すけ E. 
esse ое 


どちら が 歌い ます か 。 


BABA お く 
も し も 調度 の ロゼ セー を 送っ で は し じい ん で すず が 。 
は お わ お がかり ま も た 。 


お く 
どちら が コピ ビー を 送り ます か 。 


第 63 課 さい ふ を と られ だ ん で す 


э 


次 の 


例 1 


例 2 
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b 。 うけ み け い まる か 

話 に 受身 形 が ある と き は 〇 を 書い て くだ さい 。 
な に 

:・ 何 を さがし て いる ん で すか 。 


と けい 


お 
* 時 証 。 き っ まき こと 区 軒 い た ん だ けど 、 ま た な くし た の か な あ 。 


5 どう し た の 。 
: さい ふ を 取ら れ た ん で す 。 


いま 


いそ が 
“т. TCL UST 

й ] А が くせ いし ご と 
(WAZ, FEL EDS, 学生 に 体 事 を だ の た ん だ が ら 。 


< 


ゝ ま い 


s そ が 
: 今 、 忙 し い 。 


いそ が せん せい Ge 
: うん 。 と て も 忙し いん だ 。 先生 に この 仕事 た の まれ た ん だ 。 


10. 


LL, 


12. 


yp 


= жї ха жх as uy yumu хә ym y 


2 ОШ? 


- りー きた めじ た の = 伺か いら こと と あっ た の 。 


せん せい 


か 
аа. 


じょう ず 


: サリ ー さ ん 日 本 語 が 上 手 に な っ た っ て 、 み ん な が ほめ て いま し た よ 。 
"まあ 、 BAG. うれ し いわ 


こん ば けん べ ん き ょ う 


: 今晩 いっ し ょ ( こ 試験 筋 強し よう よ 。 
: だ め 。 山 田 さん に 映画 に き そ わ れ て いる の 。 


ど a 
TEOS =F, TILES, 
た な か 
う ね え 。 田 中 さん も さそ っ て み ま し ょ う よ ょ 。 


あ 
9:4 о 


ん し ゃ BAR 


е 電車 で 女 の 人 に ふま れ て 、 まだ 痛い ん で す 。 


Ж どう し た ん で すか 。 
> ュー イシ を ガ が スム あん だ ん で す 。 


だ うし だ の 
こ し ず い 
・ と な り の 子ども が うる さい か ら 静 か に し ろ っ て 言っ た ん で す 。 


だ うつし た の 
い し ゃ い 
・ 医 者 に た ば こ は だ め だ っ て 言わ れ た ん で す 。 


どど た の 
か ん じ わら 
: 病 字 、 ま ち が え て みん な に 笑わ れ だ た ん だ 。 


わら 
・ ど うし て みん な 笑っ て いる ん で すか 。 


い わ 
アリ さん が お も し ろ い こと を 言っ た の で 、 笑 っ て いる ん で す よ 。 


ャ スケ 


第 64 課 先生 に し か られ だ ん だ 
男 の 人 が 使っ て いる 動詞 の 辞書 形 を 書い て くだ さい 。 
例 AE oe А 2А 


せん せい 


男 : 先生 に し か られ た ん だ 。 


練習 
1. 女 : どう し た ん で すか が 。 
男 : カメ ラ と さい ふ を と られ た ん で す 。 
こん ば ん 
2. XK: 今晩 ひま 。 
すず き えい が 
男 * う うん 、 鈴 木 き ん に 映画 に き そ わ れ た ん だ 。 
3. 女 ぶ こと ゆめ コジ クビ ピュー ツジ どう! か の 。 
3 と うと 
和男: 第 に こわ され た ん だ 。 
7 いそ が 
Ды es р у. WSL, 
х せん せい ほん や く 
男 : うん 、 先 生 に 翻訳 た の まれ た ん だ 。 
5。 女 : サリ ー さ ん いっ し ょ に 行く っ て 言い まし た か 。 
こと 
AD UA 町 お られ だ たよ 。 
6. KI どう し た ん で すか 。 
あさ は や お 
Be Ba gS SHA CT, 
や ま だ いぬ Я 
7. ki 山田 さん の 犬 ど うし た ん で すか 。 
男 : 車 に ひか れ た ん で す 。 
8. Жж: どう し た ん で すか 。 何 か いい こと が あっ た ん で すか 。 
に ほん ご ジ > ょ うず い 
男 : いや あ 。 日 本 語 が 上 手 だ っ て 、 先 生 に ほめ られ た ん で す 。 
だ うれ も だ が 
È て ん し ゃ 
Ml Ни. ぬ す ЖАЛЛА, CT. 
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10. 


11. 


12. 


а МОЛЕ 


どう し ル だ の い の 。 

・ サリ ー さ ん に す て ら れ た ん だ 。 
だ うし だ 

: みん な に 笑わ れ た ん だ 。 


数 
男 : 
女 
Ж 
% 
女 


まる 


TE か 
だ れ が し まし た か 。 そ の 人 に の を 書い て ん く だき ゅ 。 


例 1 


例 2 


だ 和 れ が PO まし だ か 。 Ж 
せん せい よ 
サリ ー さ ん は 先生 を 呼び まし た 。 
& 
ete Ss LA, Y 
tate È | 
サリ ー さ ん は 先生 に 呼ば れ ま し た 。 


‚ だ 札 が ば め ま し た か 。 Ж 


サリ ー き ん は 先生 に ほめ らち れ ま し た 。 


、 だれ ル が きる そい まし た か 。 定 


サリ ー き ん は 鈴木 きん に さき そ われ まし た 。 


Le 
だ れ が 叱り まし た か 。Y 


サリ ー さ ん は 子ども を し か り ま し た 。 


‚ だれ が 断わり まし た か 。 v 


サリ ー さ ん は 鈴木 きん に 過 わ られ まし た 。 


。 だ の だ の みみ ま し だ か 。 Ж 


2 
サリ ー さ ん は 鈴木 きん に た の み ま し た 。 
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10. 


Ц, 


12. 


19, 


14. 


15. 
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あぁ し 
„ だれ が 走 を ふみ ま し た か 。〒 


すず き あし 
サリ ー さ ん は 鈴木 さん に 足 を ふま れ ま し た 。 


。 だ れ が だ のみ まし た か 。 マ ヤマ 


サザ サリー ざん は アリ ん に だ の まれ まし だ 、 


わら 
。 だ れ が 笑い まし た か 。 Ж 


サリ ー さ ん は 田中 さん に 笑わ れ ま し た 。 


し ゃ 
‚ だ れ か 写真 を と り ま し た か 。 ヤ 


た な か し ゃ し ん 
ザ リ ー さ ん は 軒 中 さん の 写真 を と り ま し た 。 


だ れ が 起こ し まし た か 。 ヤ 
サリ ー さ ん は アリ さん に 起こ きれ まし た 。 


ちゅ うい 
MADER LS LEDs Y 
ちゅ うい 
サリ ー さ ん は アリ さん に 注意 され まし た 。 


だ れ が 行き まし た か 。 ヤ 
サリ ー き さん は アリ さん の うち に 行き まし た 。 


だ れ が し か り ま し だ た か 。〒 
サリ ー さ ん は 鈴木 きん に し か られ まし た 。 


だ れ が コッ プ を 割り まし た か 。 ヤ 
ず 
サリ ー さ ん は 鈴木 さき ん に コッ プ を 割ら れ ま し た 。 


だ れ が ほめ まし た か 。 ヤ w 
サリ ー き さん は 鈴木 さん の 服 を ほめ まし た 。 


2 グリ ラド 


せん せ v が くせ い 25 


けん じょう ご つか し た えら か 


ИТТИ ee eee 


CC лы =н 
[いる 行く 来る 食べ る 飲む 言う 会 う 聞く する ] 
例 学生 : も し も し 、 木村 先生 の お 宅 で し ょ う カ 
先生 : は い 、 木村 で す が 。 
学生 : 私 、 筑 波 大 学 の 学生 で 、 田 中 と 申し ます が 。 
練習 
1 . 先生 : 田 中 さん 、 も っ と ビー ル ど う で すか 。 
TE. あ 、 す みみ ませ ん 、 か か を た だ きま す 。 
2. 先生 : あし た の ゼミ は 、 こ の 教室 で 1 時 10 分 に 始め ます よ 。 
学生 : は い 。 ыктат. Tik は まい り ま す 。 
3. 先生 : これ か ら 会 議 に 行く けど 、 田 中 さん は 。 
学生 : あ 、 私 は 、 ま だ ここ に お り ま す 。 


れん らく 
4. 先生 : じゃ あ 、 あ と で 連絡 し て くだ さい 。 
BU > 
学生 : は い 、 8 時 ご ろ お 電話 し ます 。 


5. 先生 : 何 か 質 問 、 あ り ま すか 。 
ВЕДЕ [Дф 儲 い 、 レ ポー ト の と こと に つい て うか が いか いん です が 。 
先生 : は い 、 ど う ぞ 。 
6. 先生 : 田中 さん 、 こ の 本 は は 読み まし た か 。 
いま 


Ед. まだ 。 今 、 ち ょ っ と 、 拝 見 し て も いい で し ょ うか 。 
Ете К» 


せん せい め 
7. 学生 : あの う 、 先 生 。 あ し た 、 ま た お 目 に か か り た いん で す が 。 
先生 : いい で す よ 。 
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第 67 課 その 荷物 お 持ち し ます 


お ん な 


CE 


女 の 人 


例 1 


例 2 


r32 


女 
B 


хаях ES шя шх ах шд ош уху аә 


つか どう し È し ょ けい か 
が 使っ て いる 動詞 の 辞書 形 を 書い て くだ さい 。 


: 先生 、 そ の 荷物 お 持ち し ます 。 
о OPE Fe 


わた し 


・ 私 は ここ で お 待ち し て いま す 。 
ZITTI. be, bro LRA, 


Ho 
で すす ね £27 24 e, Sole рУи 
Дж Be. Pos Orie 


RONA て 


озы, сь, БЫ Ж. 
・ あ 、 す み ま せ ん 。 


: すい ませ ん 、 レ ポー ト 、 今 お 渡し し て も いい で し ょ うか 。 
а Ses wk, 

: 私 の コー ヒー、 お いし いん で す よ 。 お 入れ し まし ょ うか 。 
: いい で すね え 。 お 願い し ます 。 

: 先生 、 駅 まで お 送り し まし ょ うか 。 

: あ 、 ど う も あり が と う 。 

: すい ませ ん 、 ち ょ っ と お 聞き し て も よろ し いで し ょ うか 。 
: は い 、 何 で し ょ うか 。 

: ジョ ン さ ん 、 お 元気 で ね 。 お 手紙 、 お 待ち し て いま す よ 。 
: ええ 。 そ れ じ ゃ 、 さ よう な ら 。 

: きのう 、 木 村 先 生 に お 会 いし まし た よ 。 

: あ 、 そ う で すか 。 お 元気 で し た か 。 


‚же 


10. 


2 ADIT 


、 女 : 先生 、 そ の か ば ん 、 お 持ち し まし ょ うか 。 


Шз йз ゆい 生け っ こう で ます 


こん ば ん な ん È 


女 : あの う 、 MARRE * ろ 、 お 電話 し まし ょ うか 。 
男 : そう で すね 、 8 時 ご ろ が いい で すね 。 


つぎ せん せい が く せい えら 
次 の こと は 先生 が し まし な か な 。 学生 が し まし た か 。 ど ちら か 選ん で くだ きい ゆい 。 


例 1 
例 2 


7 
ny 


к e e ык FF a 


о on 6 © & ын 


きのう 本 を お 借り し まし た 。 


きのう 本 を お 借り に な り ま し た 。 


せん し 5 じゅ w ぎ よう 
先週 は 授 SERB お 休み に ie Le 
DARA か 
moce ee Lie Lae, 
だ ちよ う び し ん じゅ く 
日 曜日 は 新宿 へ い ある し pe きま Lia 
と し ょ か ん 
きのう 図書 館 で お 会 いし まし た 。 
ほん 


кке лыы ы, 
きのう の 夜 、 お 電話 いた し まし た 。 


ひと y ES? ぜん ざ も 
1 人 で 荷物 を 全部 、 お 持ち に な り ま し た 。 
時 ご ろ い らっし ゃ いま し た 。 


いそ が 
必 hke を た を 疾 る し ゃ っ て いま し た 。 


きのう は 家 に お り ま し た 。 


| 論文 を お 書き に な り ま し た 。 
か ば ん を お 持ち し まし た 。 
駅 まで お 送り し まし た 。 


КЫ 


その こと は 、 先 週 お 話し に な り ま し た 。 
きのう の 会 議 に 出席 な さい まし た 。 


EE 


BOR も う 京都 へ 行っ な か どう か 聞き まし た 

「 一 か どう か 」 と 言っ て いま すか 。「 一 か 」 と 言っ て いま すか 。 選 ん で くだ さい 。 
例 1 アリ さん は サリ ー さ ん が も う 京都 へ 行っ た か どう か 聞き まし た 。 
例 2 アリ ミ きん は サリ ー さ ん が いつ 京都 へ 行っ た か 聞き まし た 。 


Ж 
06 


Lo に も つ 


アリ さん は 事務 室 の 人 に 荷物 が 届い て いる か どう か 聞き まし た 。 
サリ ー さ ん は アリ さん に Hace anesthe aur, 

サリ ー さ ん は 木村 先生 が どこ に いら っ し ゃ る か 聞き まし た 。 

アリ さん は サリ ー さ ん に どん な アル バイ ト が し た いか 聞き まし た 。 
アリ きん は サリ ー さ ん に ワー プロ が で きる か どう か 聞き まし た 。 
アリ きん は サリ ー さ ん に だ れ と いっ し ょ に 住ん で いる か 聞き まし た 。 
アリ さん は サリ ー さ ん に 先生 に 相談 する か どう か 開き まし た 。 

アリ さん は すき や き を どう や っ て 作る か 聞き まし た 。 

アリ さん は コン ピュ ー タ が いつ か ら 故 障 し て いる か 聞き まし た 。 

‚ ウェ イト レス は 何 を 注文 する か 聞き まし た 。 


《⑤ con б GL A бо SS к= 


トー 
© 


第 70 課 五 白 円 し か あり ませ ん a 
会 話 を 聞い て くだ きい 。 その 後 で 正しい 文 に 〇 、 違 う 文 に X を 書い て くだ さい 。 
例 А : 1.000 円 あり ます か 。 
В: 500 円 し か あり ませ ん 。 
а. 500 円 だ け あ る 。 
せん ご ひゃく えん 


b. 1,500 円 ある 。 
ご ひゃく えん 
с, 500 円 は な い 。 
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練習 


2 スク リプ ト 


・ コー ヒー に さと うと ミル ク を 入れ ます か 。 
: ミル ク だ け お 願い し ます 。 


a. さと うだ け 入 れる 。 
b. ミル ク し か 入れ な い 。 
c。 ミ ルク だ け 太 れる 。 


うち で も 日 本 語 を 語 す ん で すか 。 

aoe. * し か 話し ませ ん 。 

а, うち で は 日本 語 を 話す 。 

b. 教室 で は 日 本 語 HERS го, 
ыз о 


с. 教室 で は 日 本 語 を 話す 。 


か 
に みな きん 東京 に 住ん で いら っ し ゃ る ん で すか 。 


と うき ょ う 
ん は 東京 に 住ん で いる 


と うき ょ う 


うと 
さ 
と 
さん は 東 京 に 住ん で いな い 。 
うと 
さ 


いも う 


と うき ょ : 


ん し か 東京 京 ! に 住ん で いな い 。 


as 


に ほん 


: 日 本 で とこ へ 行き まし た か 。 


ら 


: 奈良 し か 行っ だ こま が な AT 


な い 
а, 奈良 だ け 行 っ た 。 
。 奈 民 だ け 某 っ た こと が かない 。 


な ら 


い 
с. 奈良 に 行っ た こと が な い 。 


ov 


с 


ЭЯ 


10. 


まう が に ちよ う v 
СУАН ЕВРЕ も 休み で すか 。 
に ちよ う び 
: 日 曜日 し か 休み じゃ な いん で す よ 。 
に ちよ う U や す 
а. 日 曜日 は 休み だ 。 
に ちよ う U や す 
В. H AE 
に ちよ う U 
с. 日 曜日 だ け 休み じゃ な い 。 


みん な いま し た な か 
"が リー きん し が ませ ん で し じ し た 。 


a, みん な いた 。 
by, USA we 
と 、 立 性 さん だ けい を か っ た 。 


が な し か 読め ませ ん 。 
‚ ひらがな は 読め を い 。 
ひら が な だ け 読 め る 。 
с. 日 本 語 は ぜん ぜん 読め な い 。 


es 


* ん し ゃ 


車 あ る か な あ 。 


まだ 電 
eh も う タ クシ ー し か あり ませ ん よ 。 


™ 


まだ タク シー は ある 。 
も う タ クシ ー は な い 。 
с. 電車 も タク シー も な い 。 


つぎ か ど みぎ ま 
・ 次 の 角 を 右 に 曲がっ て くだ さい 。 
だ り 
・ あそこ は 左 に し か 曲 が れ ませ ん よ 。 


ひだ り ま 
а. 左 に 曲 が れ な い 。 
ま 
ача, 


ひだ り 


. 左 に だ け 曲 が れる 。 


第 71 課 雨 が ゅ ぬり そう で す 


2 AMIDE 


次 の 「ー そ う で す 」 は 人 か ら 開 いた こと で すか 。 自 分 の 判断 で すか 。 ど ちら か に 0 
を 書い て くだ さい 。 


例 1 


例 2 


СХ 
eS あめ ふ z 
2.2. PED t 9 CTH. 


а ях Æ 


нх шд FH ах BH 2H ая BH 


暗く な っ て きま し た ね 。 


も 
・ か さ を 持 っ て いっ た ほう が いい か な 。 
ee あめ 5 
・ 々 ええ 々 、 き ょ う は 午後 か ら 雨 が 降る そう で す よ 。 


: ケー キ 、 作 っ た ん で すけ ど 、 お 1 つど う ぞ 。 
・ わ あ 、 お いし そう で すね 。 


: 田中 さき ん 、 き ょ う 元 気 じ ゃ あり ませ ん で し た ね 。 

: ええ 、 き の う の テ スト が 悪かっ た そう で す よ 。 

が りー きん た は ゆら つも ピー ター とんと いっ | 上 に いま すず すね 。 
: ええ 、 あ の 2 人 、 来 年 結婚 する そう で す よ 。 

: 鈴木 さん は 病 院 へ 行っ た ん で すか 。 

: ええ 、 頭 が 痛く て は き 気 が する そう で す 。 


だ い が く いん 


: 山本 さん は 大 学院 の 試験 に 受かっ た ん で すか 。 
К, 


Se, б ОЛЫ О ИЕ E, 


すず き А じゅ ぎょ う き 
: 鈴木 さ eS PE ле A 
せん し ゅ う 


: 先 週 か ら 京 都 に 行っ て いる そう で す 。 


お く 
・ ジ シャ ル マ さ ん の 筐 き ん は イン ド に いる ん で すわ ね 。 
まい に ち で ん わ は な 
i Zin “COBH Bas Cres <7 ЧЕ, 


アリ きん は どこ の 人 で すか 。 


ぎゅ うに に 
SA, RD ERD, E 肉 は ぜん ぜん 食べ な いそ う で す よ 。 
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10. 


нях ж 対 


- あれ が 小林 先生 で す よ 。 

: きび し そう な 先生 で すね 。 

・ き ょ う 、 田 中 きん と 「 松 屋 ]」 っ て レス トラ ン へ 行く ん で す よ 。 
・ ああ 、 あ そこ は 究 く て 良さ そう な 店 で すね 。 


第 72 課 会 議 は 3 時 か ら で す よ 


「 一 で す よ 」 と 言っ て いま すか 。「 一 で し ょ う 」 と 言っ て いま すか 。 〇 を 書い て く 


だ さい 。 
例 1 
女 
練習 
女 
la S 
女 
32.25 
女 
4. 男 
女 
5. 5 
ome 
6。 & 
女 
E 
女 


男 : 
ta, わかり まじ な 。 0 as PSS, 


か い ぎ さん じ 
会 議 は 3 時 か ら で す よ 。 例 2 男 : 会 議 は 3 時 か ら で し ょ う 。 


や ま だ きょう と ‚дз а 
ШЕ &А, S RENCI SA CULE Э. 
: ええ 、 行 きま す 。 

や ま だ з きょう と Да 
: 山田 さん も 京都 に 行く ん で す よ 。 
A CBI 


すず き 


: あの 人 が ake 
・ あ あ 、 あの 人 で すか 。 


ひと すず き Е 
・ あ の 人 が 鈴木 さん で し ょ Э. 
Pao 


: 家賃 は 5 万 円 て らい で し ょ 3. 
Z 


: 家賃 は 5 方 円 ぐら いて です よ 。 
そう で ず まな か が 。 安い で すね 。 
を な か けっ こん 
: 田 甲 さん は 結婚 し て いる ん で し ょ う 。 
・ う ん 、 結 婚 し て る と 思う けど 。 


2 スク リプ ト 


た な か けっ こ 
: 田中 きん は 結婚 し て いる ん で す よ 。 


8. 男 
女 : そう な ん で すか 。 
9 . 男 : あの 映画 、 良 か っ た で す よ 。 
女 : そう で すか 。 じ ゃ 来 週 見 に 行き ます 。 
10. Bi あの 映画 、 良 か っ た で し ょ う 。 
女 : うう ん 、 私 は あま り 好 きじ ゃ な か っ た わ 。 
11. Ж: 図書 3 Ki Hie 日 が お 休み で す よ 。 
女 : ああ 、 そ う で すか 。 
12. 男 : 図書 館 は 日 曜日 が お 休み で し ょ う 。 
女 : 月 曜日 し ゃ な いか な 。 
13. 男 : いっ し ょ に 行っ て も いい で す よ 。 
#222. BLL, うれしい ゎ 
14, 男 : いっ し ょ に 行っ て も いい で し ょ う 。 
лл, ee 


第 73 課 先生 は も う 帰 られ まし た 


2h Zo L そん けい い み うけ み い み まる か A 
女 の 人 が 使っ て いる 動詞 は 尊敬 の 意味 で すか 。 受身 の 意味 で すか 。 〇 を 書い て くだ 


お ん な ひと 
さい 。 


例 1 男 : 先生 は 今 ど ち ら で し ょ うか 。 
女 : 先生 は も う 帰 られ まし た 。 
例 2 = гуын, 


で ん し ゃ 


女 : 電車 の 中 で きい ふ を ぬ す まれ た ん で す 。 


練習 
1. 男 : うれ し そう で すね 。 
女 : 中 山 き さん に デー ト に さそ われ た の 。 
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2。 Betts. WILY, 
女 : うん 、 ち ょ っ と 仕事 た の まれ た の 。 
3. 男 : どう し た ん で すか 。 
女 ・ き さっ き 、 先 生 に うる さい っ て 注意 され た ん で す 。 
わた し Rbt か いし ゃ 
4, Bi 私 は 8 時 まで 会 社 に いま す 。 
3 ze 
女 : ええ 、 そ ん な に 遅く まで 仕事 を され る ん で すか 。 
5. B: 田中 さん は まだ 独身 で す よ ね 。 
女 : いい え 、 半 年 結婚 され まし た よ 。 
むず か 
б. 男 ねえ ね え 、 イ ンタ ビュ ー 難 し か っ た 。 
WSU の 日 本 語 で 聞か れ て わか ら な か っ た 。 
7. 男 : 夏休み に 187 4 CHIE G ЕЙ っ て いる ん だ 。 
Ki わあ 、 海外 に 行か れる ん で すか 。 
8. 男 : あの 論文 、 お も し ろか っ た よ 。 
女 : は ん と 。 う れ し い な 。 じ つ は 、 先 生 に も ほめ られ た ん だ 。 
9. 男 : ちょ っ と 出かけ て きま す 。 
女 : 何時 ご ろ 、 も どら れ ま すか 。 
じ か ん 
10, 男 : まだ 、 時 間 あ る か な 。 
女 : いや あ 、 急 が れ た ほう が いい で す よ 。 


第 74 課 あの レス トラ ン へ 行 っ た こと が あり ます か _ 


Te сы з ы rere 
Gl 男 : あの レス トラ ン へ 行っ た こと が あり ます か 。 
女 : ええ 、 あ り ま す よ 。 
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練習 


10. 


Ха JE Fe Fe Жш ха хиа хә ха хш 


Н これ 入っ た こる 
a) Aa ee 
の 
: これ 、 飲 ん だ こと が ある 。 
に ae Бүз з 
き むら お く あ 
: 木村 さん の 奥さん に 会 っ た こと 、 あ り ま すか 。 
・ いい え 、 ま だ あり ませ ん 。 
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・ カ ラオ ケ に 行っ た こと 、 あ る 。 
いち Р 
п. ЕН 
た 
:・ お まん じゅ う を 食べ た こと 、 あ り ま すか 。 
な ん 02 
・ はい 、 何 度 も あり ます 。 
・ お すもう を 見 に 行っ た こと 、 あ り ま すか 。 
: ええ 、 2 回 あり ます よ 。 


に ほん か いし ゃ k 


: 日 本 の 会 社 で 働い た こと 、 ぁ る 。 


s う J ix TEVA 


だ い が く と し ょ か ん ほん か 
・ 大 学 の 図書 館 で 本 を 借り た こと 、 あ り ま すか 。 


> 


いち 
・ いえ 。 ま だ 一 度 も な いん で す 。 


・ ね え 、 お 金 を と られ た こと 、 あ る 。 


と うき ょ う CAL な か 


ч FE いち ど р 
・ う ん 、 東 京 の 電車 の 中 で 、 一 度 あ る ん だ 。 


が いこ く い 
・ どこ か 外国 べ 行 っ た こと 、 あ る 。 
Za き ょ ね ん は た ら 
L224, BPS Cr 4A で 働い で いま し た 。 


2 フリ アト 


I4I 


第 75 課 日 本 に 来る と き 買 つ を ん で す 


えら 
どこ で し まし た か 。 a beer CCS, 


例 
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F : 
Ж 


хая хаж JE = Fe Fe JE на хиа 


か 
その か ば ん 、 ど こ で 買っ た ん で すか 。 
に ほん 


く か 
且 本 に 来る と どき 、 買 っ た ん で すず す 。 


- その カメ タラ 、 ど こ で 買っ た ん で すか 。 
に ほん き か 
‚ BIH ES. Roars Cy. 
か ね は ら 、 
: だ ご で お 金 、 才 うん すか 。 
お は ら 
(SAP ROUSE SS. Lyk Ce Ee 
け 
кжм. Ao bee Leo 
へ ® で け 
“Ж Жы 部 屋 あ 出る と き 、 消 し まし た 。 
な ん È © 
: 何時 ご ろ 来 られ ます か 。 
い で ん わ 
・ うう ん 。 を ちら べ 打 く とき 、 電 話し ます 。 
ч た な か あ 
: きのう 腸 中 きん だ 会 っ だ ん で すか 。 
Pe ゆう びん きょく да, あ 
Z а 郵便 局 へ 行く と き 、 会 っ た ん で ず 。 
・ テ キー ラ 、 ど こ で 飲ん だ ん で すか 。 
・ メ キシ コ に 行っ た と き 、 飲 み ま し た 。 
し ゃ し ん 
COBRA РЕ БЕД CF, 
に ほん く 
Das С 日 本 に 上 涼 る と き 、 あ みん な で と っ た ん で で す 。 
うた れん し ゅ う 
・ 歌 の 練 習 し まし た か 。 
は い 
и Аа = LE Le, 
・ こ の あい だ 買っ た テー ブル 、 ど う し た ん で すか 。 
ひ こ ひと 
Ж.Ж 引っ 越す と き 、 と な り の 人 に あげ た ん で す よ 。 


2 ADIZ 


W BAFL ОО а 


aes 


а (Р її cB BER, も らい まし た 。 


第 76 課 よく 読め ば わか り ま す _ 


š えら あと た し 
テー プ ブ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その後 で 確か め て くだ さい 。 


例 


練習 


B 


せん せい 


: 先生 、 こ れ 、 ど ん な 意味 で すか 。 
Tf: 


よく 読め ば 
よく 読め ば わか り ま す 。 


た い へ ん で ん し ゃ お く 5 { 
Ke, 電車 に 遅れ そう だ 。 
: タク シー で 行け ば w 


タク シー で 行け ば 、 まだ 間 | = 合い ます よ 。 


BRED り ょ こう 
・ 大阪 へ 旅行 する ん で すか 。 
じ か ん 
: ええ 。 時 間 が あれ ば 〒 


じ か ん きょう と v 
È Èo 時間 が あれ ば 、 京 都 に も 行く つも り で す 。 


語 が ぜん ぜん わか ら な いん だ 。 
See MU IEW 
語 を 聞け ば 、 わ か る よう に な り ま す よ 。 


es 


塩 を 入れ れ ば 、 お いし く な る よ 。 


а お いし そう な ケー キ 。 

わた し た 

: 私 、 ケ ー キ きら いな の 。 食べ た けれ ば 

わた し た た 

私 、 ケ ー キ きら いな の 。 食べ た けれ ば 、 食 べ て も いい よ 。 
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な に し ざと 
6 。 B: 何 か お 佳 事 を し て いま すか 。 
女 : いい え 。 子 ども が いな けれ ば 
© は た ら 
we ん „ ども が いな けれ ば 、 働 《 く ん で すず が 。 


аса で ん し ゃ な か А わす 
7。 男 : ええ っ 。 電車 の 中 に か ば ん 誠 れ た ん で すか 。 
Zig 2, どう すれ ば ギ 
ええ 。 ど うす れ ば いい と 思い ます か 。 


らい Чы, 


8. 男 来週 の 日 曜日 、 ひ ま 。 
み 
Жї うう ん 。 スケジュ ー ル を 見 で みな けれ ば や 〒 
うう ん 。 ス メ ケ ジュ ー ル を 見 で みな けれ ば ぱ わ か ら み な い 。 


д. 男 : 毎日 、 жести, 
と 当 に ね 。 十 が 降れ ば ツ 
本 当 に ね 。 雨 が 降れ ば 少し 涼し く な る ん で す が 。 


10. 8: 日 本 語 は 好き (СӨЛ 
女 : まあ まあ で す 。 漢 字 が 難し く な けれ ば 
まあ まあ で す 。 漢 字 が 難し く な けれ ば 、 も っ と 好き に な る と 思い ます 。 
第 77 課 どう し た ん で すか 


し つ 


質問 を 開い て くだ さい 。 その 後 で 、 Fon% Жз を 聞い て 、 正しい 方 を 選ん で くだ さき 
い 。 

例 田中 きん の 着 て る シャ ツ い いで すね 。 どう し た ん で すか 。 

а. otk もら っ た だ たん で す 。 

В ТОА, 


練習 
た な か LUAS А _ 
1, BSA. SOURS Угина С EI LEACT A, 
。 かぜ を ひい た ん で す 。 
し けん 
試験 は きのう だ っ た ん で す 。 


jab) 


с 
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2 RADIJ 


た な か 


. 田中 さん 、 きのう 試験 受 (Tale で し ゃ う 。 と よる で すか が 。 


a. か を ひい た ん で す 。 
らい ね ん う 
b. また 来年 受け ます 。 


で ん し ゃ 


すず き 
. È, BRIA, 遅かっ た ね 。 も う 電車 に 問 に 合わ な いよ 。 どう 上 だ の 
A М. バス が 遅れ た ん だ 。 
タク シー で 行こ う 。 


т 


bs NADH 尾 れ た ん だ 。 


すず き お そ 、 で ん し ゃ ま あ T 
. あ 、 鈴 木 さ ん 、 „лы も う 電 車 に 問 に 合わ な いよ 。 ど うす る 。 
а 
Ь タク シー で 行こ うぅ 


は は HA. き 
pT 


は は ぴょ う 


げん 
、 元気 が あり ませ ん ね 。 ど うし た ん で すか 。 
а 
ВЭ 母 が 病気 に な っ た ん で です 


あめ 
Hy Mize, か きる は な いし 。 どう する 。 
か 
а, BS. ABD 
b 


で ん し ゃ な か 


‚ 電車 の 中 に 忘れ た らし い 。 


き 
За. ВиО А Ts で きま か か っ る た 析 。 ど うし あの 


か ん È 

а, 漢字 が よく わか っ た ん で す 。 
か ん È 

b. 漢字 が よく わか ら な か っ た ん で す 。 
くる ま 

この 車 、 ず いぶ ん きた な いな 。 ど うす る 。 
に ちょ う び b. 

а, 日 曜日 に 洗う よ 。 

b. ドラ イブ に 行っ た か ら だ よ 
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= ах шх шх ах ш ху ах ах 


He Ho соёт, 書い て くだ さい 。 
くに か え 
: 国 に 帰っ た ら 、 先生 に な る の 。 


に ほん ご 


・ え え 、 日 本 語 ROE |с な る ん で す 。 


に ほん ど ご は な 
ASKS AM AA oe Ss eae, 


ge BE 
少し 語 ぜ せる よう に を り ま し た よ 。 


: 暑く な っ た わ お ね 。 
: ほん と う 、 和 甘く な り ま し た ね 


じょう ず 


た な か 
: ね え 、 田 中 きん は 、 ピ アノ が 上 手 に な っ た わ ね 。 
Р ee 


上 手 に な り ま し た ね 。 


CUBA りょう り 
: 自分 で 料 する よう | | Оз ЙЛ? 
9 ょ うり 
hes Pe БУЕ Л 
か ら だ げん き 


ЕО) Obs, £5, もう 元気 に な っ だ 。 
げん き 
(22 tomer) ДЫ 
つか 
アープ ダ 吾 、 も 人情 え る よう に を た 。 
つか 
£2. S@ZSL93C 20 ELS, 


へ や 
Ripe, どき 。 され に な a た で し 


: ええ 、 ず いぶ ん きれ い に な り ま し た ね 


ЖАСЫ та 


と お 

љой. 58 通れ な か っ た けど 、 通 れる よう に な っ た 。 
と お 

(225 SOUPS, 通れ る よう に な りき まし た よ 。 


まえ ひろ 
ドー ト 。 サ っ と し た の 。 MWAI Gere. 
ひろ 
Aada les なり まし た ささ 


2 AJIJ 


9. 女 : なべ に 、 ス ー プ と 野菜 を 入れ て 、 や わら か く な る まで 煮 て ね 。 
男 : あ 、 や わら か く な る まで 煮る ん で すね 。 

10. Ж: 赤ちゃん 、 笑 う よ う に な っ た 。 
男 : うん 、 よ く 笑 う よ う に な っ た よ 。 


[~ よう に し て くだ さい 」 と 言っ て いま すか 、[ 一 て くだ さい 」 と 言っ て いま すか 。 
最初 に どちら か 選ん で くだ さい 。 そ れ か ら 、 そ の 前 の 動詞 を 書い て くだ さい 。 
І. 医者 と 愚者 の 会 話 で す 。 
例 1 EH: 毎日 も っ と 歩く よう に し て くだ きい 。 
患者 : は に 、 歩く よう に a 
例 2 医者 : え えっ と 、 立 っ て 、 ド ア の と ころ まで 歩い て くだ さい 。 
患者 ・ あ 、 は ほ はい 。 


くす り まい に ち の 7 
1. 医者 : この 薬 は 、 毎 日 飲む せよ うに し て くだ さい 。 
の 
患者 : は い 。 飲み ます 。 


くす り いま 


2. 医者 : え えっ と 、 こ の 薬 、 今 すぐ 飲ん で くだ さい 。 は い 、 水 。 
患者 : は い 。 


じ み 
з. RB? この 学 、 見 えま すか 。 ちょ っ と 読ん で くだ さい 。 
患者 : あ 、 読 せん で すか 。 は い 。 


ie 


ほ あか a 
4. 医者 : 本 は 明る いと ころ で 読む せよ うに し て くだ さい ね 。 
愚者: は い 、 わ か り ま し た 。 


De peer a л ЕЁ, 10 分 Ма 2, an で 休ん で くだ さい 。 
患者 : は い 。 
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た ら す 
6. 医者: そん な に 働か な いで 、 と きど き 休 むように し て くだ さい 。 
et 
患者 : ええ 、 な る べく 休む よう に し ます 。 


つぎ せん せい が く せい か い わ 
П. 次 は 先生 と 学生 の 会 話 で す 。 
た な か た な か で ん わ 
1. 先生 : あれ 、 田 中 さん が いま せん ね 。 ち ょ っ と 田中 さん に 電話 し て くだ さい 。 
で ん р 
学生 : は い 、 じ ゃ 、 電 話し て きま す 。 


わた し よる は や ね 25: < È まえ で ん わ Е 
2. 先生 : 私 は 、 夜 は 早く 寝 ま すか ら 、 用事 が ある と き は 、9 時 前 に 電話 する よう 
ме で くべ гы Sis, 
学生 に はい 。 


けっ せき れ く 
3. 先生 : いつ も 、 欠 席 す る と き は 、 連 絡 す る よう に し て くだ さい 。 
ん らく 
学生 : は い 、 ご 連絡 し ます 。 
や ま だ た な 


4. 先生 : 山田 さん 、 ち ょ っ と 、 田 中 さん に 連絡 し て くだ さい 。 


5. 先生 : 部 屋 を 出る と き は 、 電 気 を 消す よう に し て くだ さい 。 
学生 : は い 、 気 を つけ ます 。 


つぎ み で t 
6. 先生 : で は 、 次 に スラ イド を 見 ます 。 す み ま せ ん 、 電 気 を 消し て くだ さい 。 


BARE ЕЙ! = 


2 スク リプ ト 


き えら あと き た し 
テー ブ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その後 で テー プ を 聞い て 確か め て 


くだ さい 。 
わす УЯ 

例 АИА 7с 
忘れ な いよ 71 に 書い て お き Sa 
Т ほん ご じょう ず 


ie 日 本 諸 が 上 手 に な る よう に YW 


日 с. が 上 手 に - 練 習 ゅ う 


> BE 
2. Ri SABMFERZSAZLIICV 
DAU RE 、 RS 
だ た くさ ん 漢字 を 覚え る よう に 勉強 し まし た 。 
ふと 
3. 大 な いよ うに vV 
ふと あま た 
太ら な いよ うに 甘い も の は 食べ ませ ん 。 


4. も っ と よく 開 こ える よう に ヤマ 
も っ と よく 開 こ える よう に 大 きい 声 で 話し て くだ さい 。 


お 
5. この か ぎ 、 落 と さき ない よう に 
お Ww 
この か ぎ 、 落 と き な い よう に か ば ん に 入れ て お きま す 。 


6. 外 が よく 見 える よう に ツ 
外 が よく 見 える よう に 窓 を 開け まし ょ う 。 


ね む к 
7. 上 過 な な に よっ うに vV 
眠ら な いよ うに コー ヒー を 飲み ます 。 


8. ころ ば な いよ うに 
ある 
ころ ぼ な いよ うに ゆっ くり 歩き まし ょ う 。 
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9. か ぜ を ひか な いよ うに や 〒 
き 
か ぜひ か な ゆい よ うに セー ター を 才 ま し た 。 


き 
10. рн кургак ЕТ 
ちい こえ は な 
みん な に に 聞こ え な いよ うに 小さ い 声 で 話し まし ょ う 。 


第 81 課 お 金 が な SACLE (| | リリ | ぴ | 


原因 ・ 理由 を 表す [~<] の と きき は 〇 を 書い て くだ さい 。 
例 1 朝起き て 、 シ ャ ワー を あび まし た 。 
例 2 お 金 が な く て 、 買 えま せん で し た 。 

練習 


aris 気持 ち が 悪 く な っ た よ 。 
くき ん 食べ て 、 帰っ た ん だ 。 

„ ナメ ペー ト だ 行っ て 、 くつ を 買っ た よ 。 

デパ ー ト に 行っ て 、 療 れ まし た 。 

あの レト タジン 全 お We КС, 安い で す 。 

садот, Ж С. 

電話 を し て 、 友 だ ちの う ち へ 行き ます 。 

あれ ね 、 買 えな か っ た よ 、 高 く て 。 

。 負 約 し て 、 行 っ た を は うがい いで す よ 。 

ほめ られ て 、 う れ し く な り ま し た 。 

電気 を 消し て 、 帰 っ て くだ さい ね 。 

XD Ф143 5&‹ T, ПЕВА TLE. 

у 

AME с. 映画 に 行こ う 。 

バス に 乗っ て 、 友 だ ち КС Т 


со Con ao OF 中 GO м н 


= =e =e км ны ы 
Se Бә коо сз (тз 
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2 ADIA- 


a か b か 選ん で くだ さい 。 


例 1 
例 2 
練習 


о б N QO O A 6 N FF 


= ыкы ым トト a ы 
сл A WO N e ODO 


山田 さん は 子ども に そう じ を きせ ます 。 
子ども に そう じ を させ ます 。 


.。 せ すこ に 車 を 洗わ せま す 。 

山田 さん は 子ども に ゴミ を すてき せま す 。 
. サ リー さん は 第 に 手伝わ せま す 。 

‚ 社長 が 客 を 待た せま す 。 

‚ 鈴木 さ ん は 第 を 泣か せま し た 。 

‚ 両 親 は 子ども に 勉強 き せま す 。 

‚ お 母さん は 赤ちゃん に ミル ク を 飲ま せま す 。 
‚ 先生 が 学生 を 笑わ せま し た 。 


せん せい 


‚ 先生 は 学生 に 符 え を 言わ せま し た 。 

‚ けい子 さん は 両 親 を びっ くり きせ まし た 。 
コン ピュ ー タ に 計算 きせ ます 。 

з 犬 に 新聞 を 持っ て こ aes 9, 
友だち を お こら せま し た 。 


が くせ い せん せい 


‚ 学生 は 先生 を 喜ば せま し た 。 
‚ 子ども に ピア ノ を 習わ ちせ て いま す 。 


第 83 課 ちょ た っ と 待 な せ て いた だ け ま すか 


お と こ ひ 5 ん な Т ほう か 
男 の 人 が し ます か 。 女 の 人 が し ます か 。 す る 方 に ひ を 書い て くだ さい 。 


例 1 


例 2 


3 
女 : すい ませ ん 。 ちょ っ と 待っ て いた だ け ま すか 。 
ihe, Leber р 


= 
・ す いま せん 。 ちょ っ と 待た せ て いた だ け ま すか 。 
tae, VIVE EF, 


uy Æ 
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練習 


10. 
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ss us жх жх Oe жх шх әх әх ах 


: この 仕事 お も し ろ そ う で すね 。 ぜ ひ 、 や ら せ て くだ さい 。 
„ж. WW すま 


か ん た ん Lu ce 
: 簡単 な 仕事 で すか ら 。 
“Hs, じゃ あ 、 や ら せ て いた だ きま す 。 


な に い 


けん い 
・ 何 か 意見 が あっ た ら ど う ぞ 言っ て くだ さい 。 
・ じゃあ 、 あ の 。 


わた 


el い 
: 私 に も 言わ ちせ て いた だ きた いん で すけ ど 。 
な ん 
: 何で すか 。 
き ぶ ん わる や す TENA 
: 気分 が 悪 そ を う で すね 。 ち ょ っ と 休ん だ ほう が いい で す よ 。 
6 
き SA わる や す А 
: 気分 が 悪い らん で す 。 ち ょ っ と 休ま せ て くだ さい 。 
аа кес Ls 


つか 

・ こ の コン ピュ ー タ 、 使 わせ て も ら っ て も いい で すか 。 
es МСУ, 

DECE こん げ つ 
: あの 、 作 事 、 今 月 で 、 写 めき させ ぜ で て いた だ きた いん で すけ ど 、 
だ だ うし て тулга 

いち ど か ん が А 

・ る も る う 一 度 よ く 考 えて いた だ け ま せん か 。 
: 柱 M、 お あかり まし た 。 


いち どか ん が 
- すい ませ ん が 、 も う 一 度 考 えさ せ て くだ さい ませ ん か 。 
; Es, お か り ま し だ だ 。 


2 スク リプ ト 


まる 


男 の 人 が し ます か 。 女 の 人 が し ます か 。 す る 方 に 〇 を 書い て くだ さい 。 
Bl 女 : あの 、 こ れ 使わ せ て も らち えま せん か 。 


B уы 
練習 
あ 
Т.и ТУО Coie 
ог 
な まえ > 
2. 女 : こ こ に 名 前 を 書い て いた だ け ま すか 。 
F live, 
つか 
3。 女 : すみ ませ ん 、 こ れ 使 っ て も いい で し ょ うか 。 
男 : ええ 。 
き 
4. 女 : ね え 、 こ れ 聞 きた いん だ けど 。 
PE Fan 
と 
5. 女 : ね え 、 あ れ 、 取 っ て くれ な い 。 
男 ~ う ん 。 
6. ж: ここ に 送っ て いた だ きた いん で す が 。 
男 : は い 。 
7. 女 : ちょ っ と 見 て も よろ し いで すか 。 
Р Zo 
すこ せつ めい 
8. Ж: 少し 説明 させ て くだ さい ませ ん か が 。 
a Aes 
ik 
9. 女 : これ 、 読 ん で ほし いん で すけ ど 。 
Bl lke, 
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10. > まつ の とめ せ ぜ せ そ で くれ る 。 


<。 う ん 、 WAL, 


・ あし た 休ま せ て は ほし いん で す が 。 


A Zo 


i 


れん らく В = 
: 連絡 し て いた だ た だけ な いで し ょ うか 。 


А 


14, 


・ あし た 持っ て き て も ら え ませ ん か 。 
CR 


18, 


7c š 
・ あ と 少し 待た せ て くだ さい 。 
・ は い 。 


14. 


: 写真 を と ちせ て も ら っ て も いい で し ょ うか 。 


> た 。 


15, 


нях fe ах жх SH AF 


会 話 を 聞い て 、 す る こと 、 ま た は 、 し た こと を 書い て くだ さい 。 
M4 io ЛАСЫ ЖЬ 
和男 : カメ ラ を こわ し て し まっ た ん で す 。 


例 2 女 : この 仕事 、 早く や っ て し まお 3 う 。 


男 : は あい 。 
練習 
П иче 
男 : パス ポー ト 、 落 と し ちゃ っ た ん だ 。 
2. 男 : 宿 題 は 。 
が っ КУ Am や つう あ ゃ っ ゃ た 。 
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10. 


i 


12, 


хаж хаж жх хаж Fe ах ах HH х хи 


は や 
Eao 
-Da 


か ね 
・ あ の お 人 金 は 
: 使っ て し まい まし た 。 
ほん Е 

а 
・ ああ 、 そ れ 、 も うす 半 ん じゃ っ た か ら 、 

VA EF た 
・ 全 部 食べ ちゃ っ て 。 
РД ББ, 
eo Lee 

ゆび き 
・ 指 、 切 っ ちゃ っ た 。 


い 
バス 。 和 っ ちゃう よ 。 


aE OOS, 
ra GJA COA 


ほん 


読ん で し まお う と 思 


_ ot 
es жы 
に じゅ っ ぽん 
0 Ж. 買っ ちゃ お う 。 
oo УА 字 が 違 T E 


; あ 、 まち お が と ちゃ っ た 。 


A じゅ w ぎ きょう DVĚ 
・ き ょ う は 授 業 が 1 つ だ け だ よね 。 
や す 
с うん 。 信 た 選 や お お うか 。 


で が し で うみ で すね お 。 


DAEA 


о C OE 論文 を 早く 書い て し まお うと 思 


2 AIITJE 


いい よ 。 


lag CUA ДАУ, 


ほっ て いる ん で す 。 


ょ うう 


第 86 課 いい ん じゃ な い _ 


ER か ん が ちか えら 
STB AL, a、b ど ちら の 考え に 近い で すか 。 選ん で 〈 だ きい 。 
1 


・ こ の セー ター、 ど う 。 о 男 : こ の セー ター、 ど う 。 
・ い いん じゃ な い 。 女 ? よく な いん し ゃ な い 。 


Ni 


例 


例 3 女 : あし た は 。 例 4 


、 あめ 
・ 雨 じゃ な い 。 


> あめ に だ は 
あめ 
・ 雨 じゃ な いん じゃ な い 。 


あめ 


РЕ iie 
ふ 
・ 降 らち な いん じゃ な い 。 


例 5 "あし iN. 例 6 


・ 降る ん じゃ な い 。 


Х= жх х 
yE ш Ж 


よじ だ 


: 吉田 さん も 行く ん で し ょ うか 。 
行か な いん に じ な の いえん 補 し ょ りう か 。 


жх ХӘ 


た か 
・ これ 、 高 いで すか 。 
た か 
・ 高 く な いん じゃ な い 。 
えき ちか Е 
・ 駅 の 近く に ポス ト あ る か な あ 。 
・ な いん じゃ な い 。 

や ま だ す 
пы (SA. Я, 

© 
Ш Le eA ie рух, 

ч よし だ Д5 に 
きのう 吉 引 きん は 行っ た ん で まう の 
УА S LOTR, 

а よし だ ә: g 
きのう 3 宮田 きん は 行っ た だ ん で + が 。 
: 行か な か っ た ん じゃ な いで すか 。 


= жах хаж их хи 


10. 


ШЕ 


12. 


ЕК 


14, 


15. 


16. 


17. 


18. 


н А я ха Fe тї Be BH хиа хи ш уху ам 


な ん 
・ あ れ 、 何 で すか 。 
ぎん こう 
: 銀行 し ゃ な い 。 
ぎん こう 
・ あ れ 、 銀 行 で すか 。 
ぎん こう 
・ 銀行 し ゃ な いん じゃ な い 。 
ひと な に 
・ あ の 人 、 何 を し て いる ん で すか 。 
な に 
・ 何 か さがし て いる ん じゃ な い 。 
よし だ な ん さい 2 
・ 吉 田 さ ん 、 何 すぐ らい で し ょ うか 。 
わか 
・ き あ 、 ま だ 若い ん じゃ な い 。 
よし だ な ん さい に 
> 誤用 ま ん 、 伺 オチ オ ぐ で らい で し ょ うか 。 
わか 
SOx о УО Ges beer, 
や ま だ 
- 山田 さん は 。 
か え 
・ 帰 っ た ん じゃ な い 。 
や ま だ いま 
・ じ ゃ あ 、 山 田 さ ん は 今 う ち に いる か な あ 。 
・ い な いん じゃ な い 。 
か ん U 
・ リ ー さ ん 漢字 わか る か な あ 。 
・ わ か る ん じゃ な い 。 
か ん じ 
・ キ ム さ ん 漢字 わか る か な あ 。 
・ わ か ら な いん じゃ な い 。 
よじ し だ 
・ On, FHA. 
よし だ 
・ 吉田 さん じゃ な いん じゃ な い 。 


で ん き 


電気 は 。 


つい で て な いん た ん に じゃ な ke, 


2 XT 
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19. 


20. 


Cont, 使っ て も いい 。 
・ い いん じゃ な い 。 
お 
DI, Bb), 
: 終わ っ た ん じゃ な い 。 


例 2 


ш я ш ж ш од 


ш ж ш Ж Уг 48 Уг 48 ys 


ひと か ん が 、 ちか えら 
ゝ る 人 は 、a、b ど ちら の 考え に 近い で すか 。 選 ん で くだ さい 。 
た な か い 
・ 田 中 さん も 行く ん で すか 。 
い お も 
ЭЭД ТРУ ЕЕ. 


: 田中 きん も 行く ん で すか 。 


н a 行か を いん じゃ な いか と 思い ます よ 。 


た な か い 

・ 田 中 さん も 行く ん で すか 。 

い お も 

・ 行 くん じゃ な いか と 思い ます 。 


あめ 

・ 雨 、 降 る か な あ 。 

あ Ф 

: 雨 は 隆 ら な いん じゃ な いか と 思い ます 。 
3、 降 る か な あお 。 
Ж も 

eer eee 


あめ 

: 雨 、 降 る か な あお 。 

あ 

: 雨 は 隆 る ん じゃ な いか と 思い ます 。 


や ま 


СА Ж 
ШОКА О eA. で すか 。 
さむ お も 
・ 寒 いん じゃ な いか と 思う よ 。 


ez TAR 7 
: 山 の 天 気 は どう AO 


さむ 
ВЕ な いん じゃ な いか と 時 i> 1-8 


10. 


Hi, 


LZ, 


= Ти хаж Яд ш AF ER 


2 ペダ リノ に 


や ま TAR р 
- WOKRAR УЛ ЛС УЛ, 
きむ お も 
・ 寒 いと 思う よ 。 
や す 
・ あ し た は 休み で すか 。 
Te や す お も 
・ え え 、 休 み じ ゃ な いか と 思い ます 。 
et 
・ あ し た は 休み で すか 。 
や す お も 
・ 休 み じ ゃ な いと 思い ます よ 。 
や す 
・ あ し た は 休み で すか 。 
や す お も 
: いえ 、 休 み じ ゃ な いん じゃ な いか と 思い ます 。 
Ss の 7 ペー ト どう で し よう か 。 
ХА, 0 お も 
・ そ う で すね 、 便 利 じ し ゃ な いか と 思い ます が 。 
eg か ペー な うし у 
NA 0 お も 
・ そ う で すね 、 便 利 し ゃ な いと 思い ます が 。 
・ と の アメ 一 ト どうでしょう が か 。 
RA YD お も 
・ そ う で すね 、 便 利 じ し ゃ な いん じゃ な いか と 思い ます が 。 


第 88 課 写真 を と られ まし た 


えら 
I, [ize] か 「 い いえ | か 選ん で く 〈 く だ さい 。 


練習 


1. サリ ー ミ ん は 写真 を と り ま し た か 。 


例 


a 


サリ ー さ ん が 写真 を と ちせ まし た 。 


、 サ リー さん に 写真 を と ちせ まし た 。 
bi, 


с. 


サリ ー さ ん に 写真 を と られ まし た 。 
サリ ー さ ん か 写真 を と られ まし た 。 
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2. サリ ー さ ん が 調べ まし た か 。 
a, サリ ー さ ん が 調べ きせ まし た 。 
b. サリ ー さ ん に 調べ きせ まし た 。 
с. サリ ー き さん に 調べ られ まし た 。 
а. サリ ー さ ん が 調べ られ まし た 。 


з. よし こさ ん は 持っ て いき まし た か 。 
а. よし こき さん に 持っ て いか れ ま し た 。 
b. よし こき ん が 持っ て いか せま し た 。 
с. よし こさ ん に 持っ て いか せま し た 。 
4. よし こさ ん が 持っ て いか れ ま し た 。 


1. た ろう きん は 電気 を 消し まし た か 。 
a, た ろう さん が 6 電気 を 消さ せま し た 。 
Б. だ ろう さん が 電気 を 消さ れ ま Ls 
с. た ろう さん に 電気 を 消さ せま し た 。 


で ん き け 


d す 。 だ た だ ろう きん に 電気 を 消 る きれ まし た 。 


に 
た な か や ま だ せん せい で ん わ ば ん 
例 男 : 田 中 さん 、 山田 先生 の 電話 番号 、 ちょ っ と 調べ て 。 
田中 : は い 、 今 調べ ます 。 


ò 
[бл 
сч 


ょ 田中 さん に 調べ きせ まし た 。 
お と こ 


調 
а. 男 の 人 は 田中 さん に 調べ られ まし た 。 
の 人 | 
' さ ん は 男 の 人 に 調べ られ まし た 。 
1, お 父さん : よし こ 。 
ELZ  : な あ に 、 お 父さん 。 
お 父さん : ちょ っ と 、 テ レビ を つけ て くれ 。 
a, よし こ は お 父さん に テレ ビ を つけ られ まし た 。 
b. お 人 多 さ ん は よし こ に テレ ビ を つけ させ まし た 。 
с. お 父さん は よし こ に テレ ビ を つけ られ まし た 。 
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2 スク リプ ト 


2. お 母さん : た ろう 、 ち ょ っ と お 皿 を 洗っ て くれ る 。 
た ろう : うん 、 い いよ 。 (ガッ チャ ン ) し まっ た 。 和 割っ ちゃ っ た 。 
お 母さん : ああ あ 。 し ょ う が な いわ ね 。 
а. お 母さん は た ろう に お 皿 を 割ら れ まし た 。 
Б. П ОАА 
с. た ろう は お 母さん に お 皿 を 割ら せま し た 。 


— 


Ў 


з. お 母さん : よし こ 、 買 い 物 に 行っ て き て くれ る 。 
КЪ И ч 
お 母さん : そう よ 、 早 く 、 急 ぐ の よ 。 
よし こ : は あい 、 行 っ て きま す 。 
a, お 母さん は よし こ を 行か せま し た 。 
b. お 母さん は よし こ に 行か れ まし た 。 
с. よし こ は お 母さん に 行か れ ま し た 。 


第 89 課 シャ ワー を あび に 行く と ご 
適当 な 絵 を 選ん で くだ さい 。 
Bl 女 : あ 、 鈴 木 さ ん 、 ど こ 行 く の 。 

男 : これ か ら 、 シ ャ ワー を あび に 行く と ころ な ん だ 。 


すず き さん か い CAD 
bd, ULOELAKSA. 3 回 も 電話 し た ん だ けど 。 
・ ご めん 、 ご めん 。 今 シャ ワー を あび て きた と ころ な ん だ 。 
すず き 
: あれ 、 鈴 木 き ん は 
シャ ウー あび で る と ころ だ と 思う と 


х У 鈴木 さん 。 田中 で すけ ど 、 手紙 RTE, 
ラル 読ん だ よ 。 返事 も 今 書い た と ころ 。 


a y+ жх ах 


161 


すず き せん せい て が み か 
・ 鈴木 さ ん 、 PERRERA, 
“Же де Ai これ か ら 書 СЕА, 
すず き へ や 
・ わあ 、 鈴 木 さ ん の 部 屋 、 き た な いわ 。 
は い 
БАЕТУ ТЬ うた する あと ころ だ か ら め ら 。 
すず き いま は い 
n 鈴木 さん 、 今 入 っ て いい 。 
ま へ 
: いや 、 ち ょ っ と 待っ て 。 部 屋 を そう じ し て いる と ころ な ん だ 。 


: ああ 。 お な か すい た 。 
Bd いま э 
: あ 。 そ う 。 ち っ と 特 っ て て 。 今 ガ レー 作っ で いる と ころ だ か ら 。 


・ こ ん ば ん は 。 わ あ 、 い い に お い 。 
いま Dg た 
ち ェ うど よかっ た 。 今 連 三 作っ た と こる る 。 RA r 


нях жх шх ES Ех 


第 90 課 レポ ー ト を 書か な けれ ば な り ま せん 


い > た * 
L. どの 言い 方 を し て いま すか 。 4 か b か 選ん で くだ さい 。 
Bl レポ ー ト を 書か な けれ ば な り ま せん 。 


Б 
08 


| 辞書 を 見 な けれ ば いけ ませ ん 。 
つか か た BIE 
‚ 使い 方 を 覚 ん な きゃ な り ま せん 。 


あさ は や 


。 朝 早く 来 な きゃ な り ま せん 。 
EN 働か な く て は な り ま せん 。 


で ん わ 


電話 を 使わ な く ちゃ な り ま せん 。 
を 


いち じ 


Lips © に 帰 ん な くち ゃ 。 


оо = б) лп Ae SS ES н 


ご 


か っ こ どう 


Пп. 何 を し な けれ ば な ら な いと 言っ て いま すか 。(  ) に 
例 父 の 仕事 を 手伝わ な くち ゃ 。 

練習 
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か 
司 を 書い て くだ さい 。 


Чи 


女 の 人 は 何 を し な けれ ば な ら な いと 言っ て いま すか 。 
х い 。 
例 


練習 


ig 


Eu ха ха uR 


2 ADIS 


1. 図書 館 に 本 を 返さ な けれ ば な り ま せん 。 
2. すぐ 行か な く て は いけ ませ ん 。 

3. お 金 を 払わ な きゃ な り ま せん 。 

1. 楽 を 飲ま な きゃ いけ ませ ん 。 

5. 先生 に 相談 し な きゃ な り ま せん 。 

6. 日 曜日 は 洗濯 し な くち ゃ 。 

7. RED) LEDS јх, 

8. 国 の 母 に 手紙 を 送 ん な きゃ 。 


わた し № に ほん ご な お 
・ す み ま せ ん が 、 私 の 書い た 日 本 語 を 直し て くだ さい ませ ん か 。 
で 
・ あ し た で も いい で すか 。 これ か が ら 出 か け な き ゃ な ら を いん で 。 


いま な ん U 


и Да 今 何 Мо 
は ち じ よん じゅ う ざ ご ょ ん 
8 時 45 4. 
え 、 も うそ ん な 時 間 。 家 に 帰 ん な きゃ 。 
わた し に ゅ う が く し けん う 
・ 私 は 入 学 試験 に に 受かる で し ょ うか 。 
・ さ あ 、 わ か ら な いけ ど 、 も っ と 勉 強し な く ちゃ ね 。 
に ほん じん 
日 本 人 は 、 遊び 方 が 下手 だ っ て 、 先生 が お っ Lea Cei. 
ほん と う 
: 本 当 に そう よ 。 だ か ら も っ と よく 遊ば な きゃ 。 


お 一 い 、 A 降っ て きた 


メラ ec いけ な い 。 洗濯 物 、 入れ な きゃ 。 


どう し じ し ょ けい è К 
動詞 の 辞書 形 を 書い て くだ 


y$ 


ae JE хах F |S 


せん せい じゅ ぎょ う か ん た ん 


・ あ の 先生 の 授 Ж, 簡単 。 
さん じゅ うま い › 
: ぜん ぜん 。 試 験 は な いけ ど 、 レ ポー ト 、 30 枚 も 書か な を きゃ な ん な い の よ 。 


な ん に ち 


ЕРОН, 


じゅ う ご に ち 
15 H7S E; 


と し ょ か ん 
E) 


・ いけない 、 図書 El こ 本 返さ な きゃ 。 


らい し ゅ う じゅ ぎょ う や す 
・ 来 週 か ら 授 業 を 休む ん で すか 。 
いま けん きゅう いそ お 
・ え る 。 今や っ て る 研 究 を 急い で 終わ ら せ な くち ゃ な ら な いん で す 。 


けん きゅう ろ ん ぶ ん 


か だ 
研究 論文 は ワー プロ で 書い て 出す ん で すか 。 


а BRS, V= ЗСУ е 


第 92 課 レポ ー ト 


- は 書か な く て も いい で し よう か 


BES 落ち X まる PET ひと ば っ 
男 の 人 が し な けれ ば な ら な いこ と に は 〇 、 男 の 人 が し な く て も いい こと に は XX を 
шуге, 


例 


せん せい か x 
・ 先 生 、 ныне арн МЕ 
VR 実験 を し た 人 は みん な 書か な けれ ば な り ま せん 。 


いそ 
・ どう し だ の 、 そ ん な に 為 い で 。 
Ch, ど の 
: 今度 の バス に 乗 ん な きゃ な ん な いん だ 。 じゃ ね 。 


= 


こく ぎゅ うに ゅ う 


ゆ か 
: 肉 と 牛乳 と トマ ト を 買っ て き て ね 。 
: あ 、 た ま ご も 買わ な くち ゃ 。 な いで し ょ 。 
> あお 、 ま うだ っ だ お ね 。 
な つや す ч お < し ゅ くだ い 
ああ 、 上 夏休み 、 も う 終 わり ね え 。 和 宿題 や っ た 。 
・ きょう は や ら な く て も いい ん だ 。 ま だ 週間 ある か ら 
て あら ひゃく えん は ら 
: この お 手洗 い 、100 円 払わ な くち ゃ いけ な いん だ 。 


に ほん 
> J Anu 日 本 に は あま りな 選 け ど ね 。 
ひゃく えん か 
‚ じゃ 、 ち ょ っ と 100 円 貨 し て 。 


2 AZIJE 


こん ば ん えい が い 


・ ねえ 、 今 晩 映画 に 行か な い 。 
こん ば ん た な か LESU pal а いま な ん じ 
: 今晩 は 田中 さん と 食事 に 行く ん だ 。 あ 、 今 何時 。 
ろく È 
・ 6 時 。 


・ じゃ あ 、 も う 答 か な くち ゃ 。 SLES, 


の こ 
・ あ あ 、 も うお な か いっ ぱい 。 残し ちゃ だ め 。 
ぜん Fk 
ラウ ん 。 省 部 食べ を く で も いい の よ ま 。 


こん ば ん 


た か は し < q 
: 今晩 、 高 橋 さ ん が 来る そう よ 。 
か 
・ あ 、 そ う 。 じゃ あ 、 ビ ー ル 買っ と か な くち ゃ 。 
わた し か 
; Км 私 が 買っ て く る ね お 。 


じっけん 


“алк REA Fs 手伝っ て くん な いか 。 

: ええ っ 、 衝 きょう 忙し い の よ 。 

: そこ を 何と か た の も よ 。 あし た まで に 出さ な きゃ な ん な いん だ 。 
: だ め 。 自 分 の こと は 自分 で や ん を きゃ 。 


+ eee хаях FF SF AŞA 


第 93 課 日 本 語 を 勉強 する だ め に 来 ま し た 


つぎ げん いん も く て き か 
RD [~ だ め NEN は 原因 で すか 、 目 的 で すか 。 ど ちら か に 〇 を 書い て くだ さい 。 


例 1 
例 2 
練習 


=$ co CO & боо гэ е 


まる 


пей тал に 日 本 へ 来 ま し た 。 
"Ку ke 7z た め に 遅れ ま Ж уг 


、 泊 くま で 勉強 する た め に コー ヒー を 飲み ます 。 


、 お る そ べ ん き ょ う ` ね む 
きのう 遅く まで 勉強 し た た め 、 き ょ う は 眠い で す 。 
か 
コン ピュ ー タ ゲー ム を 買う た め に アル バイ ト を し まし た 。 
> べ ん き ょ う 
コン ピュ ー タ ゲー ム を 買っ た た め に 勉強 し な く な り ま し た 。 


い に ち お よ 
Жай Сталь に 毎日 泳い で いま す 。 


だ い が く 


、 交 が 死ん だ た め に 大 学 へ 行け ませ ん で し た 。 


か いし ゃ 


じ < 7 は い 
.。 字 が 下手 な た め に 、 会 社 に 入れ ませ ん で し た 。 


と し な つ 


、 今 年 の 夏 は 暑かっ た た め 、 エア コン が よく 売れ まし た 。 
田中 き ん は 会 社 の た め に 朝 か ら 晩 まで 働い て いま す 。 


義足 は 雨 の た め に 中 止 に を り ま し た 。 


せん そう 


. 戦争 の た め 、 た くき さん の 人 が 死に まだ 
、 今 年 は 雪が あま り 降 ら な いた め 、 ス キー が で きま せん 。 


テ 
例 1 


例 2 


てら 


> 
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Ж あと に 
ー プ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その後 で 確か め て くだ さい 。 
キム さん は あし た 引っ こし な の に 
ネム さん は あし た 引っ こし な を の に 、 ま だ か た づけ て いま せん 。 


ひ 
キム さん は あし た 引っ こし な の で 
キム さん は あし た 引っ こし な の で 、 忙 し いで す 。 


„ な っ と う 、 き らい な の に 


た 
な っ と う 、 き らい な の に 食べ る ん で すか 。 


„ な っ よう 。、 き らい な の で 


た 
な っ と う 、 き らい な の で 食べ ませ ん 。 


じん 
アリ オ さ ん は メキ ンコ 人 な の で 
じん 0 は な 
フリ オ さ ん は メキ シコ 人 な の で スペ イン 語 が 話せ ます 。 


は た ら 
. た くさ ん 働い た の で 


は た ら つか 
た くさ ん 働い た の で 、 療 れ ま し た 。 


ちゅ う も ん 
af ee Lees 
ちゅ う も ん こう ちゃ き 
コー ヒー を 注 XLEORMARORE Lee. 


% 
と 


ょ うい 
. 病 


ЕЭ 


JA bi 


を 行く CE 
К じゅ ぎょ う や す 
行く の で 授 業 を 休ん で も いい で すか 。 


SEE 


% 
で 


SHE 
й 


10. 


2 KAIT 


ま 
. ずっ と バス を 待っ て いる の に 〒 


ま き 
ずっ と バス を 待っ て いる の に まだ 来 ま せん 。 


た な か し けん 
. 田中 さん は 、 あ し た 試験 な の で 


た な か し けん べ ん き ょ う 
田中 さん は 、 あ し た 試験 な の で 、 き ょ う は うち て で 勉強 し て いま す 。 


ちか 
. Peo. Vv 


ちか くる ま дл, 
近い の に 、 車 で 行く ん で すか 。 


あめ SA 
了 雨 が 降っ て いる の で WY 
め a 
雨 が 隆 っ て いる の で テニ ス は や め ま し ょ う 。 


SHR 雨 が ふつ っ たら 中 止 で すか 


T 
例 


き えら あと た し 
ー プ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 その後 で 確か め て くだ さい 。 


あめ あふ ちゆ うし 
男 : 雨 が 降っ た ら 中 止 で すか 。 
あめ あふ 
女 : いえ 、 雨 が 降っ て も 〒 
あめ ふ 
いえ 、 雨 が 降っ て も や り ま す 。 


た か か 
コン ドー 高く て も 買い ます みか 。 
た か 
女 : う うん 、 高 か っ た ら ヤ 
た か か 
ん 、 高 か っ た ら 買 いま せん 。 


、 男 : ね え 、 と し を 聞か れ た ら 教え る 。 


き 
女 > うう ん 、 聞 か れ て も や ヤ 
き お し 
うう ん 、 聞 か れ て も 教え な い 。 


、 男 : 遠かっ た ら 車 で 行き まし ょ うか 。 


KC TOY 
注 く て も 歩い て 行き まし ょ う 。 


た ふと 
た 。 Be そん な に 食べ だ ら 天 りり ます Б. 
わた し © 
女 : だ いじ ょ うぶ 。 私 は いく ら 食 べ て も ヤ 
わた し た ふと 
だ いじ ょ うお 。 私 ほ い くら 食べ て も 大 ら な いん で す 。 


いそ 1 で ん し ゃ ま あ ы 
5. Bi 急い だ ら 電 車 に 問 に 合う で し ょ うか 。 
いそ 
女 : そう で すね 。 急 いで も 
いそ ま あ 
そう で すね 。 急 いで も 間に合わ な いか も し れ ま せん ね 。 


6. B: どん な に さがし て も 見 つか り ま せん 。 
女 : そう で すか 。 見 つか ら な か っ た ら ヤ 〒 
そう で すか 。 見 つか ら な か っ た らい いで す よ 。 


な つや す な に 
7. B: 夏休み に な っ た ら 何 を し ます か 。 
な つや す 
女 : 夏休み に な っ た ら 〒 
な つや す り ょ こ う 
夏休み に な っ な たら 旅行 し ます 。 


くに か え に ほん ご つか 
8. 男 : お 国 に 帰っ た ら 日 本 語 が あま り 使え な く な り ま すね 。 
に か え 
k: で も 、 国 に 帰っ て も 〒 


くに 


か え に ほん ご ë ぺん き ょ う つづ 
で も 、 国 に 帰っ て も 日 本 語 の 勉強 を 続け る つも り で す 。 


9. Bl それ 、 田 中 きん に た の ん だ ら や っ て くれ ます よ 。 


аа いく らち だ の ん CY 
で も 、。 い くぐら だ の ん で も だ めか な ん で す 。 
し ょ う が く き 
10. 男 : 奨学 金 が も わら えた ら ア ル バ イ ト を や め ま す か 。 


е し ょ う が く きん é 
kinn, ЖФА TOV 
З し ょ う が く きん = + お も 

いい える 、 装 学 金 が も ら え て も 続け よう と 思っ て ます 。 
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2 AJIJ 


き えら あと た し 
テー ブ を 聞い て か ら a か b か 選ん で くだ さい 。 そ の 後 で 確か め て くだ さい 。 


例 1 


例 2 


男 


・ お も し ろ そ うな 未だ ね 。 
> Os 


よ 
うん 、 読 む な ら \Y 
よ か 
うん 、 読 む な ら 貸し て あげ る よ 。 


ほん 
COA po LANE. 
と 
eo, Des, MAA bY 


よ > 
そう 。 じ ゃ 、 読 ん だ ら 貸し て くれ る 。 


eo . SS. 4 
・ コ ンピュータ を 買お うと 思う ん だ 。 
か 

аа нә 


か みせ 
コン ピュ ー タ を 買う な ら 、 あ の 店 が いい よ 。 


か お も 

ти БаР CRBS my Ak. 
か 

・ コ ンピュータ を 買っ た ら ヤ 


か わた し つか 
コジ シ ピュー タダ を 買っ た ら 、 和 に も 使わ あぜ て 。 


に ほん ご 


| むず か 
・ 日 本 語 、 難 し いな 。 


- いっ し ょ うけ ん めい 勉強 し た ら ヤ 


いっ し ょ うけ ん めい 勉強 し た ら 、 わ か る よう に な り ま す 。 


い に ち 


ま べ ん き ょ う 
・ ぼく の アパ ペー ト 、 う る さく て 、 毎 日 勉強 で き な い ん だ 。 
べ ん き ょ う 
PRT ZH. А 


か ん 


べ ん き ょ う =e Us 
勉強 する な ら 、 図 書館 が いち ば ん いい で す よ 。 


くに か え 


らい ね ん 

・ 来年 、 国 へ 帰り ます 。 
くに か え 

: 国 へ 帰っ た ら \Y 


D 


くに か え て が み б 
国 へ 帰っ た ら 手 紙 を くだ さい 。 
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10. 


W 


: 仕事 、 や め た いん だ 。 
・ 仕事 を や め る な ら Y 


仕事 を や め る な ら 今 が いい よ 。 


な ら 

・ ビ アノ を 習い た いら な 。 
な ら 

・ ピ アノ を 習う な ら 〒 


ょ うか い 


な ら せん せい L 
ET /@BI Gb, VEETEELT L 


な つ Z じ さん の ぼ 

夏 に は 富士 山 に 登る つも り で す 。 

& Ў さん の ば 

富士 山 に 登っ た ら \Y 

あぶ È さん の ぼ し ゃ し ん ‚ 
AES oeb BAHA RA Co TaT. ak 


a た か は し く 
・ き ょ う 高 橋 さ ん が 来る よ 。 
た か は し く 
・ そ う 。 高橋 さん が 来る な ら 、 ヤ 


た か は し く っ < 
そう 。 高 橋 さ ん が 来る な ら 、 ご ち そ う を 作ら な きゃ 。 


くる ま き きけ 

: 車 で 来 ま し た か ら 、 お 酒 は ちょ っ と 。 
くる ま き 

Ds tie BCR COV 


に くる ま き さけ の 
あ 、 そ う 。 車 で 来 た な ら 、 お 酒 は 飲ま な い ほ うがい いね 。 


WR 田中 さん が 入れ だ ん で す よ 


か っ こ 


( 
例 1 


例 2 
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A: 
・ 田中 きん は 今 コ ー ヒ ー を 入れ て いま す よ 。 


09 


өз, 


) に 「 は 」 か 「 が | を 書い て くだ さい 。 
か: 
В: 


この コー ヒー、 お いし いで すね 。 だ れ が 入れ た ん で すか 。 
た な か い 
これ 、 田 中 きん が 入れ た ん で す よ 。 


あれ 。 田 中 さん は 。 


ほん か 
この 槍 、 因 っ た ん で すか 。 
Е わた し た な か か 
WW え 、 条 じゃ を みく で 、 用 中 きん が 買っ た ん です よ 。 


10. 


18А 


12, 


13, 


た な か ほ > 
: 田中 きん は どこ で この 本 を 買っ た ん で すか 。 
た な か えき まま ほん や 9 _ 
・ 田 中 さん は いつ も 駅 前 の 本 屋 で 買う そう で す よ 。 
а じゅ う じ は ん き むら お そ 
・ あ れ 、 も う 10 時 半 で す よ 。 木村 さき ん は 遅い で すね 。 
き むら > お く 
- あ 、 木 村 き ん は 少し 遅れ る そう で す よ 。 
- みん な いま すか 。 だ れ が まだ 来 て いま せん か 。 
ら き 
の 木村 さん が まだ 来 て いな いん で すけ だ 


Ao OO. ООО, 


oe 


oe 


өз, 


ee) 


わた し き むら 
・ あ 、 私 は 木村 と も うし ます 。 


・ あの 、 社 長く ん は いら っ し ゃ いま すか 。 


し ゃ ちょ う き むら 


わた し な に 
・ あ 、 私 が 社 長 の 木村 で す が 。 何 か 。 


た な か や す 
・ あ れ っ 、 田 中 きん が いま せん ね 。 休み で し ょ うか 。 
た な か あし ほ ね お 
・ ええ 、 田 中 さん は 、 き の う 足 の 骨 を 折っ た ん で す よ 。 


あし ほ ね お 
・ そ っ 、 だ れ が 足 の 肖 を 折っ た ん で すか 。 
た な か お 
・ 田 中 さん が 折っ た ん で す よ 。 


は な も 
дах. Зад. = ЧЕ ја, だ れ が 持っ て きま た の 。 
た な か も 
・ 田 中 さん が 持っ て き て くれ た ん で す よ 。 


や ま だ な に も 
・ あ し た の パー ティ ー に 山田 さん は 何 か 持 っ て いく 。 


わた し ИНЖ も 


だ ええ 、 和 は 代 を 持っ て いく つも り よ 。 


> あ 
- お 母さん 、 ご は ん は まだ 。 
ま 
Дл ちり すく ぐだ か ん 待っ て 。 


けん た ん ちゃ ん 、 ご は ん が で きだ ね ちさ よさ 
・ わあ 。、 お いし そう 。 


2 ЖООШУ 


ェ ワ ェ 


rae ЕЕ ВАЎ ay し つも ん Ж えら 
男 の 人 で すか 。 女 の 人 で すか 。 質 問 を 聞い て 選ん で くだ さい 。 
例 1 


き き お そ 
B®, ЕЛ? Weve, Bebe eer, 
TALS お く 
女 : ご めん な さい 。 電車 が 遅れ て 。 


ま 
待た な せ た の は どちら で すか 。 


お く 
mM? Fim, ご めん 、 ご めん 、 遅 れ ち ゃ っ て 。 
いち じ か 
女 ・ ご めん じゃ な いわ よ 。 1 時 間 も 待 た され た ん だ か ら 。 


練習 
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х а ж ЧЫ 


待た され た の は どちら で すか 。 


の 
hs Oza ABL at., KATAT 


я ч йы ぜん ぜん 
‹ だれ ど れ 。 Ja LABBAL AOs 


ジュ ー ス を 飲ま され た の は どちら で すか 。 


きゃ く か 
・ お お い 、 お 客 き ん の ビー ル が な い ぞ 。 買 っ て こい よ 。 
わた し いま りょうり いそ が い 
- え 。 私 、 今 お 料理 で 忙し いん だ か ら 、 あ な た 行っ て よ 。 
v 
; iDa LEIDA, To < 57% 


か い 
ビー ル を 買い に 行か され る の は どちら で すか 。 


わる て つ だ 

: 悪い けど 、 レ ポー ト 手 伝っ て くれ な いか 。 
(ewe уугу лл улу» 

94 あり が と う 。 


レポ ー ト を 手伝わ せる の は どちら で すか 。 


: あ 、 西 村 さ ん 、 た ば こ 吸う の 。 
осе 

ぼく 。 到 ば と きら いな ん だ 
Eje じゃ あ 。 やめ る お 。 


た ば こ を や め さ せ られ た の は どちら で すか 。 


х а Ж E 


х а ж Ж 


х а Ж Ж 


2 ХОЧУ 


いっ ぽん 


さけ 
pew, BR, 6714. 
: は ゆい 、 ど う ぞ 。 
みず 
・ あ れ 、 こ れ 水 じゃ な いか 。 
さけ の 
Э WIE SABA CL Es 


水 を 飲ま せ た の は どちら で すか 。 


Ser. は や P 
(Oi. ВУ BE. 早く 帰ろ う 。 
に も つも 
25, じゃ あ 、 こ の 荷物 持っ て くれ な い 。 
お も 
(aw, Ax TM, 


荷物 を 持た きれ た の は どちら で すか 。 


わす か ね は ら 
: あ 、 さ いふ 訪れ た 。 お 金 、 払 っ て くれ な いか 。 
わた し も 
・ え 、 私 も あん まり 持っ て な い の よ 。 
あと PÅ 
・ ご めん 。 後 で 返す よ 。 


お 金 を 払わ され る の は どちら で すか 。 


で ん し ゃ 
COn, CA CA 

ひと せき 
・ あ 、1 つ 席 が ある よ 。 
は ん と だ 。 Tis Tw 5 
が まけ 。 


すわ ら せ た の は どちら で すか 。 


は くし ゅ 


た か は し ` 997 s 
САР) 高橋 きん は 、 カ ラオ ケ が 上 手 だ ね 。 
Ма CA 
じょう ず 5 А У いっ きょく うた 
: 上 手 だ で よ 。 だ か ら も う 1 曲 歌 っ て 。 
うた 
ev Bee Ге WB す 。 


カラ オケ を 歌わ せ た の は どちら で すか 。 


£73 


だ れ が し ます か 。 〇 を つけ て くだ さい 。 
Т. 
P: 


TEF 


例 1 


例 2 
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х ж 対 Ж 


хах х 


хаях хах хах FER 


: パー ティ ー の 料理 作っ た よ 。 

А, ee 
- そう 。 じ ゃ あお 、 今度 は へ や を そう じ し て ね 。 
ту を 9 うじ も ば ぼく が する の 。 


PUPS Do 
そう じ を させ られ る の は どちら で すか 。 


あめ А 
あ 、 雨 だ 。 
えき お く 
bes 駅 まで 送り まし ょ うか 。 


あめ _ 
1. 7, 
き 
・ ほ ん と だ 。 ち ょ っ と 喫茶 


“Ж.Ж 


きっ て ん 


で 休ん で いき ませ ん か 。 


・ あ あ 、 お な か すい た 。 

た い 
i Ag 食べ 行き ませ ん た が 
б ЯР 

お も 
・ よい しょ 。 HS, BY. 
に も つ も 
: その 荷物 、 持 ち ま し ょ うか 。 
a 
つか 
ИЗ Л» 
ちゃ の f 
Ж ль お 和夫 で も 飲み まし ょ うか 。 
R a 
や ま だ 
・ も し も し 、 山 田 さ ん いら っ し ゃ いま すか 。 
、 いま か い ぎ ち ゅ う で ん ご ん + 

: いえ 、 今 会 議 中 な の で 。 伝言 し まし ょ うか 。 


ee se 


10. 


хия Fee хах хах FH eH хх 


2 ЖОЧУ 


に Ў か ん 
・ ど うし よう 。 あ あ 、 も う 時 間 が な い 。 
て っ だ 
: FIRB J か 。 
Уе 
、 し ち じ 
о TR С ОДО, 
か え 
‚ じじ ポ 。 で る そろ 帰り まし ょ うか 。 
а 
ーー х な ん じ 
の し だ の ミー ディ シグ は 何時 か ちら 。 
き あと CAD г 
・ わ か ら な い 。 だ れ か に 聞い て 、 後 で 電話 し よう か が 。 


R Ra 


し けん PAE お 


・ 試験 、 全 部 終わ っ た ね 。 

: うん 。 ね え 、 映 画 で も 行か な い 。 
> ae ТА 

TU е, 

: この か さ 貸 そう か 。 

ж 

: あ 、 い や だ 。 お さい ふ 忘 れ ち ゃ っ た 。 
: じゃ 、 基 っ て お こう か 。 


«ла 
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Be 


に 2 3 
жо 


La: 


Cp: 


6: 


し YS 


L8: 


ENE 


L40: 


ШЕ 


12: 


— 


6 . 
П. 
6. 


„= 2.※ 3. 三 4.x% 5.8% 6.= 7.= 8.= 9. жх 10. ж 

а 28 3 OD 4.0.0 6.18, 0 BEAM Т. も 、 の 8, Oe 
. の 、 も 10.0. В 

, 18 bdl ©, 86 0,65 е. 605 EC Е, 56 506 1.48. f, os 


> 110 m; 1T а. 350 О, 305 P. 3,035 Ч. 801 4,810 S. Bil 
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| 一 な いで くだ さい | 
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第 31 課 | し っ て いま すか [てい る | 「 ま だ ー て いな い ] 
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名 詞 修 飾 (2) 


駅 前 で バス を お り ま す 
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第 52 課 
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第 53 課 
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に に ーー 
Ol ek | だ れ が 米 ま し た か 「 だ れ が | | だれ か 」 |「 だ れ も 」 
「 な に が | 「 な に か 」 な ど 
第 58 Ж | 本 を 読も うと 思う ん だ | や より うま 思 う | 
第 59 | | た くさ ん 食べ ろ と 言っ て いま し た mre 「 一 ( よ ) う 」 Æ 
第 60 課 | 山田 さん は 田中 さん が 買っ た 本 を 読み ま | 名 詞 修飾 (3) 
Lif 
第 61 課 | 音楽 を 聞く の が 好き で す [== [ке 
第 62 | 写真 を と っ て ほし いん で す が [к= Дер | | eee Де | 
Ж 63 Ж | | さき いふ を と られ た ん で す 受身 形 (1) 
第 64 課 | 先生 に し か られ た ん だ 受身 形 ②) 
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16, 18, 34 


15, (24), 26, 41 
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30, (92) 


サリ ー さ ん は 先生 に 呼ば れ ま し た 受身 形 G) 
田中 と も うし ます が 謙 談 語 (1) 不 規則 形 | 


その 荷物 お 持ち し ます ARTO 規則 形 「 お ー し ます | 
кере. ELE 尊 散 語 と 謙 譜 語 
第 69 課 | も 京都 へ 行っ た か どう か 聞き まし た | ezr] Tm] 


課 の ツイ トル 学習 文法 項目 


五 百 円 し か あり ませ ん [ご も しか が. ЖАБА] 


雨 が ふり そう で す 様態 と 伝聞 の | 一 そう だ ] 


会 議 は 3 時 か ら で す よ poy Гера 


先生 は も う 帰 られ まし た 尊敬 と 受身 


あの レス トラ ン へ 行っ た こと が あり ます | 「ー し た こと が ある 」 


か 


第 75 課 | 日 本 に くる と き 買 っ た ん で す [~ 5 & | 
よく 読め ば わか り ま す 条件 の 「~ ば ]」 
どう し た ん で すか 「 ど うし た ん で すか [どう する ん で すか 」 な ど 


て なる に に を る つよ うに な る 」 
まい に ち 歩 く よ う に し て くだ さい 「 一 よう に し て くだ き wll- で て くだ きり |」 
忘れ な いよ うに 書い て お きま す 
お 金 が な く て 買え ませ ん で し た 
Tr 
ちょ っ と 待た せ て いた だ け ま すか 


これ 使わ ね ぜ て で もらえ ませ ん か 依頼 の 「 一 し て くれ る か 」「 一 させ て くれ 


る か | な ど 


方 メタ を ご こわ し て し まっ た ん で す 


いい ん じゃ な い | ん じゃ な い 」 


第 87 課 | 行く ん じゃ な いか と 思い ます [一 じゃ な いか と 思う 」 
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зу а 
ERJ IMJ し ん に ほん ご の き そ | 日 本 語 初歩 
17 24 37 31 
18 19, 22, 30 50 33 
18 22 
10, 18 22, 25 
18 26 
Р 
17, 19 24 
20 15 
20 
20 14, (22) 
9 12 
21 30 
21 29 
21 
21 12, (17) 
22 23 
22 23 
(7, 8), 14 17, 22 Zi, 22, 23 
22 16 29 20 | 
22 30 28 
22 30 28 
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課 の タイ トル 学習 文法 項目 
使役 と 受身 


第 90 課 | レポ ー ト を 書か な けれ ば な り ま せん 


これ か ら 出 か け な き ゃ な ら な いん で す 」 | Га ье] な ど 
レポ ー ト は 書か を く て も いい で し ょ うか |「ー な けれ ば な ら な いな く て も いい | 


日 本 語 を 勉強 する た め に 来 ま し た 原因 と 目的 の 「 一 た め ( に ) | 


第 94 課 | 引っ こし な の に まだ か た づけ て いま せん | 「 一 (な ) ので] | (な な) の に | 


95 | 雨 が ふっ た ら 中 止 で すか -hI 一 で も 」 


Бе [== б] 
「 は 」「 が ] 
第 98 課 | 1 時 間 も 待 た され た ん だ 使役 と 使役 受身 


жЕ ( )・: 未 習 の 関連 項目 が 含ま れ て いる の で 、(〔( ) の 課 以降 に 練習 する こと を すす め ま す 。 


SFU IMJ し ん に ほん ご の き そ 


37, 48 


(27. д1, 38) 


25, (26, 36) 


筑波 ラン ゲー ジグ ルー プ 著 [Situational Functional Japanese Vol. 1—3] 1992 — 1995, Л.ЛЖ 
水谷 修 ・ 水 谷 信子 著 [Ап Introduction to Modern Japanese] 1977、 ジ ャ パン タイ ム ス 

海外 技術 者 研修 協会 編 『 新 日 本 語 の 基礎 1 ・II』1990、93、 ス リー エー ネッ トワ ー ク 

国際 交流 基金 「 日 本 語 初歩 } 1981、 過 人 社 
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あ と が き 


この 教材 で 一 番 多 く を 学ん だ の は 制作 者 自身 か も し れ ま せん 。 制 作 の 過程 で は 、 時 に 激 
論 も あり 、 聞 き と り の 認知 の プロ セス に 、 あ ら た に 気づか され た り 、 日 本 語 の 文法 現象 に 
気づか され た りす る 場合 も 多々 あり まし た 。 新 し い 試 み の 教材 で す の で 、 改 善 し な けれ ば 
な ら な い 点 も 多い か も し れ ま せん 。 使 用 し て くだ さっ た 皆様 か ら の 率直 な 御 意 見 、 御 批判 
を 期待 いた し て お り ま す 。 

最後 に 、 試 作 版 作成 の と き に 協力 し て くだ さっ た り 、 試 用 し て 意見 を くだ さっ た 筑波 大 
学 留 学生 セン ター の 先生 、 留学 生 の 皆様 に 感謝 いた し ます 。 また 、 凡 人 社 の 今 美津 子 さん 、 
イラ スト レー ター の 酒井 弘美 きん 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 
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